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- 工場、倉庫の鉄板屋根裏に

. カーテンウオールの 内壁に

・ダクト、タ ンク、 パイプに

. 近代建築 ・プレハブの内装

・浴室、調理室の天井側壁に

・テレビ無人中継所、発電所

など ・重 ・弱電に

- その他あら ゆる結露場所に

うすい 塗 膜 Ｈ ｏＮＸｾＲ Ｎ Ｐ ミリ Ｉ

の塗布型防露剤セキユレー

トは工期の短縮、簡ー単かっ

経済的に皆様の問題を解決

しています。

s 、

セ キ ュ レ ー ト 施 工 し た 富 士 通 ・ 明 石 工 場

エ ア レ ス ス プ レ ー に よ る 屋 根裏 折 板 吹 き 付 け 京 都 信 用 金 庫 ・ 北 山 支 庖

カ タ ロ グ 進 呈 申 し 出 で 下 さ い

製 造 発 売 元 茶 谷 産 業 株 式 会 社

セキュレート事業部

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 - 55  ( 三 和 ビル) (干 541) T  E  L 大 阪( 06) 203 - 5331聞

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 1 - 1 - 9 ( 〒 111 ) T E L 東京 ( 03) 844 - 6171刊



日本建築協会会告一 一 一

茶室見学会( 第 2 回)

4 国宝・妙喜庵の「待庵」の見学と

サントリー山崎ディスティラリーを訪ねる

4 建築関係団体合同忘年懇親会開催

国宝の茶室は 4 ヵ所あります( 千利休好みの待庵、織回有楽好み

の如R室、小堀遠州好みの密庵、伝利休好み実は薮内紹智比老斎好み

の憶昔亭) 。このうち憶普亭は本年度第 l 固で見学しましたが、希望

者が多いので、第 2 固として妙喜庵の「待庵j を見学することにし

ました。例により引き続き岡田孝男先生にご案内 、こ了解説をしてい

ただきます。

なお、この茶室見学後、すぐ近くにあるサントリー山崎工場( 現

山崎テA ィスティラリー) を訪ね、ウイスキーの製造工程をつぶさに

視察して後、サントリーのご厚意によりその製品を試飲いたします。

初冬の半日を楽しい清遊に当てるのも有意義のことと思、います。

多数ご参加をお待ちします。

今回は、安井建築設計事務所に多大のご協力をいただきました。

関西建築界の名物行1j';. として多数の建築関係者が集い、親交を深

めている太閤図における忘年懇親会を、本年も建築関係団体合同で

開催することになりました。

何卒ご参加下さいますようお願い申し上げます。

日 時 12月 8 日休) ・集合13 :  20→解散16 ・30

集合場所 国鉄 ・東海道線「山崎J 駅 ・南改札出口前 ・目 標会旗

〔参考〕集合所までの交通貨は各自負州のこと( 大阪より片道 380同)

・国鉄、大阪駅より上り( 京都万商) 快速包. t l i 12 :  47発に来事→高槻駅にて来

り伴えて一つ自の「山崎」で下事。Ｈ所要時間Ａ大阪より品， ＧＩＳＰ 分Ｉ ー 巡 ｾｊ ｢Ｇｉｴ祭Ｎ

・ 阪急Ｇ ， ｴｩＧＡ ｩ てＧは→京都線、急行Ｈ紛時 Ｒ 分より Ｑ Ｕ 分ｉｩｬ ｊ ｉｬｉＮｬｾｊＡｩＩに』や ｬｩ →高槻市

駅で ｩｬｾｪｬ 凶に来リ伴え「大山崎 ｪ 駅下 Ｇｉｩ →改札を出た所内広い ｩ 泊。ｽを左折し→

次的交差点を布折した突当りに問鉄「山崎駅J あり. 徒歩 4 - 5分

( 辺氏 210阿 ・所袋、徒歩共約50分)

岡田孝男氏( 工学時土帝塚山学院大学教段)

301， ( 限定)

会 員 1. 800円・ 会員外 2，500円 ( 当日いただきます)

往復はがき l 名に l 枚限りとし、氏名・年令 ・勤務先名

. 連絡電話番号 ・返信用宛名・郵便番号を必ず記入し、

「妙嘉庵の見学J と明記の上11月30 日( 刈までに建築協会

事業課へ。定員を超過した場合は会員優先で揃せんにて

決定しますから必ず会員、会員外の区別を記入願います。

師

員

費

法

会

方

加

込

講

定

参

申

12月14日( 刈開会・午後 6 時→閉会 ・8 時

太閤図ダイヤモンドホール

大阪市部品区綱ぬ町 9 - 1 0  電話06( 356) 1111番

( 京阪京僑釈より西へ徒歩10分 ー市バス東野田より徒歩 5 分)

7 ，000同 ( 7} IJ に多領の補助があります)

ご面倒ですが会費を添えて申込期間中( 11月15 日→12月 6

日) に共催同体事務局までお越し下さるか、現金送金にて

お願いします。( 二tlllil 休日)

申込者には忘年懇親会参加証をお波しします。

400名

歌集 ・楽団( 符同体競演のど向慢)

出席者全貝に) l ( ' / 呈

当せん者に会貝1 = i . 志の寄贈品進呈

(1) 出席者名簿を作成しますので申込の際に氏名 ・勤務先を

お知らせ下さい。

(2) 申込者で12月6 日までに欠席のお知らせがない場合は会

授のご負仰を l煩います。

(3) 当日は参加証番号で受付いたしますから必ずご持参WJiい

ます。

日本建築協会、大阪府接築上会、大阪建築上 回J' j : 務所協会、

大阪建築設計原理協会、日本建築家協会関西支部

大阪建設業協会、日本建築材料協会、日本建築学会近畿支部

時

場

費

日

会

.6‘  

ヨ玄

定 員

余 興

お土産

抽せん

お願い

催共

賛協

‘ 建築関係 8 団体合同新年交礼会

〈待庵〉

千利休好みの茶室で残存する唯一のもの。したがって数多くある

茶室のうちで抜高価値のある茶室とされ、古来有名です。 2 帖隅炉

の狭い茶室で、室床、大きいにじり口、隅柱の塗り姐し、三様の天

井、少し小さい炉、なと1こ特長があります。

〈サントリー山崎ディスティラリー〉

1924年 ( 大正13年) に開設された日本最初のウイスキー蒸溜所で

す。サントリー側の初代社長 ・鳥井信治郎氏が全国各地を踏査して

やっと探しあてた、この地 ・山崎は山水に恵まれ、ウイ スキー造り

に最適の条件を聖まえたところで、 1929年( 昭和 4 年) には、わが国

初のサントリーウイ スキー( 白札) が誕生しました。

このディスティラリーの中心的な建物、パンデルハウへン方式製

麦工場( 昭和34年日本建築学会賞受賞) が 1959年に建設されたのを

はじめ、 JII貢次、諸焔訟の増設、更新が計られ、隣接した水無揃には

中央研究所 ( 昭和49年 ) の新築、 1980年( 昭和55年) に山崎ディス

ティラリー構内に技術開発センターが新築され多面的な開発と技術

研究のグレードア ップがなされ、最近は、全般的に施設、環境の整

備に重点がおかれています。

また、工場敷地の大部分が、モルト( 原酒) ウイスキーの貯蔵庫

にあてられ、 j酉! 牽には膨大な数のモルトウイスキーの縛が静かに永

い眠りをつづけており、恵まれた風土のもとで「世界の名 i商・サン

トリー J と呼ばれるにふさわしいすぐれたウイスキーを次つぎと世

に送り出しています。

. t l ¥集と社会 1982年 I I Hサ 1  

昭和58年 1 月 4 日( 刈 211寺- 3 時

大阪コクサイホテル ・8 階大ホール( 大阪市東区内本町)

2 ，000円

( 申込者で当日欠席ーされても会費をいただきます)

12月14 日までに会費を添えて最寄り団体にお申込下さい。

妙喜ｾ の待庵のにじりロ
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会

会

申



一一一一 日本建築協会会色

4 会員の受章

このたび下記会員諸氏は、永年にわたる佳設| 長l係功績によってそ

れぞれ表杉を受けられましたので、ここに誌してその栄誉をお慶び

rl 3 し上げます。

ρ
い

-3

n

 

秋の叙J ! 1

勲 二 等 瑞 宝 章

! 物四等 11 

褒 章

室主 綬

EL 綬

佐正喜重夫氏( 呉工業高等専門学校長 )

大11郁夫氏 ( ｬ￪ 文部符大阪工収 ｊｾ 務所長 Ｉ

渡辺 忠氏( 点i下ン ャ y ター会長 )

谷 弘 之 助 氏( 明石上位工業社長 )

4 新入会者歓迎一一

会員増強にご協力を

日本建築協会会勢委員会では、会員の増強運動にとりくんでいます。

新会員として入会をおすすめする次第です。入会申込書その他人会

に必要な書類は事務局( 大阪市東区北浜 3 - 3 7 日本建築協会、電話

06- 231- 9648) にありますので、ご連絡いただければすぐ送付しま

す。

す ぐ に 役 立 つ 建 築 技 術 者 へ の ガ イ ド 川川11111111川川

4 建築工事実務講習会昭和57年度( 第38回) 開催お知らせ

恒例の，建築工事実務講習会は、本年度は第38回となり、建築技術

者を対象として、建築工事の笑務にすぐに役立つ講義を行い、官公

庁 ・設計事務所 ・建設業をはじめ、設備 ・営絡など幅広い分野の有

能な技術者を養成することを目的としております。

とくに本年度はテキストを大幅に改訂し、建築技術者として技術

の進歩に即応した最新の知識の修得をはかるとともに、都市環境の

変化に伴う法令 ・規準の改正なども加え、さらに今回笑例として、

よく見受けられる R C 造 ・地下 i 階 ・地上 5 階建の事務所ビルを取

り上げ、その着工準備から完成に至るまでをわかりやすく理解でき

るように企画し、とくに取りつきにくい施工計画と仮設見積、現場

実務の基礎である制算技術に豆点をおきました 。

時 昭和57年 12月 7 日( 刈午前 9 時~午後 5 時

場 大阪府立労働センター . 5 階 ・視聴覚室

大阪市東区京橋 3丁目 15番地 ・T E  L (O凶6)凶94必2一O∞O∞O凹l  

(天附

へ品彩約4甘:;40∞Om あるいは ｊ地也下鉄堺筋線Ｎ京阪 Ｑ屯 ｅ白 ｺ鉄先 「口 ｾｴｩ ，浜兵駅 」 より束へ約 Ｕ ∞ ｭ 南 Ｑ側則 ｪ

日

-6、

コE

科目講師 施 工 計 画 ( 附大林組本 m建 築 工 務 部 次 長 金 凶 宏 氏

仮 設 見 積 附 大 榊fl 本18建 築 工 務 部 工 務 謀 長 有 川 稔 氏

積 算 業 務 附竹中工務J ，I i 大阪本府見償課長黒川征一郎氏

定 員 100名

費 10 ，000円( 含テキスト代)

「テキスト体裁: B  5  Ｇｉｾｉｊ＠ . 図表入り 450 頁( 予定) 、他に

モテソレ控物設計図よｾＦび地工計画図集有 ｊ

申込方法 下記受講申込占にご記入のうえ、会費を添えて、本会総

務課までお『ド込み下さい。

( 現金送金も可) 引き体えに受講券を発行致します。

b .  

ヨ玄

申込締切 昭和57年 11刀30 日( 刈

( ただし、定貝に達し次第申込を締切ります。)

申 込 先 ( 社) 日本建築協会

干541 大阪市京区北浜 3 - 3 7 ・T E L 06( 231) 9648(伏)

( 受 { 州 毎 日 午 トiiilO時~午後 5 時 ま で た だ し 土 日 祭 日 航 。)

詳細は事務局・ ｊ Ｎ ｾ ＺＺｴ［［諜へお問い合わせ下さい 。 ｔ E  L06(231 )9640 

キ リ ト リ 線ー…

第 38回 建 築 工 事 実 務 講 習 会 受 講 申 込 書

社団法人 日本建築協会御中

No 

昭和57年 月 日

郵 便 番 号

住 所

事( ま業たは所氏名名)  

f旦 当 立 任 者

屯 話 番 号

会 費 支 払 }j 法 - 持 参

受 講 者 氏 名 年 令

- 税金送金 ・銀行振込

2  

- その他( いずれかに O 印を付して下さい。
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表紙デザイン ・

水野哲鑑( 京都芸術短期大学院師)

特集予告

・12月号/ 風土・空気と人間

.1月号/ 関西の建築文化を考える

.2月号/ マイコンの. . への利用

.3月号/ スポーツ施段特集

・ 4 月号/ 施工材料特集

. 集委員会( 昭和57年度)

・集委員長 j  河 f-lt 峰之

機 山 誠 一 :  阪8 l 'l1.二

・ 集 理 事 j  st事柳 健

井上 汲 J  “藤原庸二郎

今井潤之介 ;  ・地方』料骨科会

今西祥自民 ， . 岡 回 答 弘

小林 消 ; 中尾 正

竹 中 鎌 一 j  西 牧 恕 吉

武 田 恭 一 :  三 浦 康 夫

長谷部朔nll :  償 弁 征 夫

織内史) i ! 11 :  吉 村 佳 造

的野慶太郎 j  ・法令分科会

松 村 度 三 ; 坂 雅 勝

横山 誠 一 ， . 中悶 厳

渡 辺 e  :  (投稿欄小聾圏全)

・ 集 曇 員 j  池 口 和 維

(特畢 'j 、曇員) :  嘉 積 俊一

0 稲 田 精 度 j  谷 崎 敏 邦

・計画分科会 :  0 羽生 克彦

岡 田 信 幸 l 平田 平

加 藤 輝男 :  (作品作島l引金)

柏 木 浩一 ;  卯 田 険 一

川口 正 春 :  0 小 野 為 一

倉 本 卿 介 ;  小野知佳子

瓜問中 直人 (  佐々木昭男

竹 本 俊 平 :  志 方 敬 背

中 馬 博 良 [  向 山 司郎

手 嶋 純一 :  寺 元 通夫

岱川 薫 ! 苫名 正

轟 恭繍 1 能 丸 弘毅

藤本憲太郎 (  宮崎 宗久

船 越 服 由 :  (広 世 画 崎齢 )

宮口 t.ii樹 :  d 荒 川 治徳

山口 繁雄 ;  池榊l 俊男

・構造分科会 l  倉 橋 岩 夫

M 観音 延 平 i 回 中 功

柴間 近生 :  下 前 裕一

回 捌 基 嗣 j 高岡 茂

高僑 尚 l 槻 崎 和夫

中西 尚 晃 j  中 何 克 則

山口 盆 : 原 凶 常 介

・股備分科会 :  福井 喜朗

磯国 憲生 : 0 波 辺 志

大倉 良司 i  

。副委員長 軍幹事 A 副勢員長代行

編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 57 年 11 月初日

発 行 昭 和 57 年 II 月 25 日

発行人 吉 岡 悦 二

発行所 (社) 日本主主築協会

大阪市東区北浜 3 - 37 

11t 06- 231- 9648  

仮 替 口 慶 大 阪 39975

印刷所 日本写値印刷妹式会社

m 06 - 606- 1111<<1:) 

大 信 印 刷j 株 式 会 社

電 06- 451- 7631刊

定 価 750円 (送料別 )

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス

日本建築総合賦験所だより

法 令 コ ー ナ ー 176

新 建 材 絹 介 コ ー ナ ー 74

位 置十 者 の プ ロ フ ィ ー ル

若 い 会 員 の 集 い レ ポ ー ト

建 築 の 眼

設 計 部 門

{ インテリア)

構 造 部 門

設 備 部 門

計 画 部 門

そ の 他 部 門

構 造 の 頁 100

2宣備の頁 "

特 集 ・ 第 29回 青 年 技 術 者

・ 地 方 の 斤 舎 建 築

・S PE CIA L F E A  T URE S  O N  THE  Y OUNG EN GIN EE RS  

&  THEIR  WOR K S  

• S PE CIA L  F E AT URE S  O N  P UBLIC  B UI LDINGS  

建 築関 係 合同忘 年 慾 親 会 . 建 築 関 係 8 団 体 合 同 新 年 交 礼 会 . 国 宝 ・妙 喜 庵 の 「 待庵 J の

見 学 と サ ン ト リ ー 山 崎 ディスティラ リーを訪ねる . 建 築 工 事 実 務 講 習 会 開 俄 . 会 貝 の 受章 ー 1  

ヨー ロ ッ パ通 り す が り・そ のど、 オ デ ン セ " / 垣 内 健 男 . Ij堤前 の五 条 坂 の ま ち な み/ 伊吹り:L 4  

建 設 交 流館 が 竣 工. 日中 ・内務 中 建築 友 好協 議 会 設 立 . 建 築 家 へ の 道 ' 82特 別 講座 . 建 築 士

事 務 所 協 会 第 7 回 全 国 大 会 住 空間 の 可 能 性 を さ ぐ る 大 阪 建 築 会 議. 第 2 回 住 宅 設 計 セ ミ
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マムのらくがき砂募集

読者の頁

。テー7 は、 「春J r夏J r秋J r冬J 町四季をあらわすも何で、

タイトルを適当におつけ〈ださい. またスケ ッチ場所などを含め

て 2∞宇佐皮肉コメントをつけて下さい.

。サイス・は 150X2∞ミリ詫皮肉白紙に、できるだけ県インキで型Fい

たものとします. ( ハガキ大でも差しっかえありません.)

。掲載分には焼定的稿料をさしあげます. 原則としてスケ y チ向原

稿の返却はいたしませんが、返却希望町場合はその旨特配下さい.

マイ・フォト

ホ ヨ ー ロ ツ ノ f 通りすがり F

そ の 2 オ デ ン セ ( デ ン マ ー ク )

垣 内 健 男 / 安井建築設計・! 場所

O' dense はデン 7 ーク第 3 の都市だという 。 コペンハーゲン空港で国内線

への采り継ぎに 1 11寺間以上も待って、や っと雌陸した O C - 9 は、海峡を

ひとまたぎする聞に早くも着陸姿勢で、鉄道で 3 時間をわずか20分ばかり

のあ っけない釜の旅であ った。牧場そのままのような空港から町までタク

シーで20分、汗;-i 紫で人なつ っこい中世: の都市て'ある 。 ここはアンデルセン

の生まれ故郷て¥当時の古い町並を保存した一面に博物館がある 。あいに

く、到新した夕方と翌朝のひとときが町見物の忙しい旅で、開館を待てな

かった。 ここでも夕方の町の色は、ヨーロ ッノ吋コがそうであるように桜色

である 。 くすんだ建物が閣にのめり込むと、電灯の色にショーウインドー

が浮かひ酬上がり、人の気配さえ! 感じさせる 。人の見分けがつかない程うす

1 I l ' i いホテルのパーでは何かの会合のあとなのか数組の中年の男女が談笑し

ている 。 ビールを注文すると、この町だけで造られているという土地のビ

ールだ った。

戦 前 の 五 条 坂 の ま ち な み (閉山7特 別1日 朝 日 新 聞 に 州)

会日 伊 吹 弘 ( 日ill 設 計)

京都の五条坂は、ご存じのように清水焼の中心地として、昔から陶工や、

｡Ｇｦｊ問屋、小売 Ｑ 古ｾｩｉｩなどが軒をつらねて独特の雰閤気を持つ街並みを形成し

てきました 。いまの国道 l 号線も、大戦末Jtlls召和20年 3 月の南側家屋の強

制疎開前までは、 ｾｊ 6  rn程のせまい泊りで、この画はその当時の様子のー

4  他築と社会/ 1982年 11 月号

0 氏名、住所、職業、年齢を明記してω日本建築協会編集部宛お送

。下さい.

苦 ＱＱ を画いたものです 。 上段が北側で、ある程度の面［Ｊｾを残して現存してい

ますが、下段の南側は今、［［与も ｪ 杉もありません 。 その彩と ｪｦｾ を思い出して、

延長 400 rn におよぶ幻のフア γ サードを函きつらねて残しておこうと思い

立ち、その手始めとして一一この街並みに風絡があったとすればそれをつ

くり出したものは何だ ったのかということを考えながら一一一画いた言わば

エスキースのようなものです。

編集部の方からのご依頼て¥汗度目を顧みず掲載させていただく次第です。



建 築 と 社 会

ニL

ニュース原稿をお送り〈ださい.

建 設 交 流 館 が 竣 工

建 設 文 化 の サ ロ ン

建設文化のサロンであり、西日本建設業保証l仰の

本社ビルでもある「建設交流館」の竣工式が10月

19 目、大阪市西区立売堀 2 丁目 3 番地の同館玄関

ホールで行われた 。

式典は午前 1111寺から 。島村忠男西日本位設業保証

社長、銭高善雄銭高組社長、安楽元的 自主l ¥設計社

長、木i 位久 Yj 西区 l明治連合振興会会長、南修西区

役所区長の 5 名によってテープカ ッ トが行われ、

式典会場へ。神宮による修抜、 tl U司炎上につづい

て玉串奉てんに移り、島村社長はじめ関係者が玉

串を神前にささげ、工事の無，] > ; 完成を報告すると

ともに会館、業界の発展を祈念した 。

竣工式にっついて、島村社長から銭高組と日建設

計にそれぞれ感謝状が贈呈され、また銭高組、日

建設計から西日本建設業保証に記念品が贈呈され

fこ。

この建設交流館は、大阪市西区立売. I ; ¥i l 2丁目 3 番

地に主l ¥てられた鉄骨鉄筋コンクリート iE地下 2 階

地上 9 階怨て俗昼 1 階 、延べ床而 . W8 ，500 m'の ビ

ル。 3 - 51，皆を西日本建設業保証のノド社事務機能

のスペースとしたほかは、交流のためのホール、

会議室、図、 Ir - 室にあてており、建設l刻l ! E 各界が有

刻j に所用できるようになっている 。

設計指導を円，建設計、設計 - 施工を銭口組がJ日当。

なお、この作品は本誌58年正月号に掲載予定。

日中 ・内 蒙 古 建 築 友 好 協 議

会 設 立

日本および内家古のまちづくり、すまいづくりに

関する情報や知識の交換を行い、また交流を通じ

て相互の文化に対する理解を深め、その発展に寄

与することを目的に昭和57年 6 月に線記協議会が

設立された 。その会目 IJ の一昔11を以下に記す。

l 会 μ

・大田m築家. 山中間 ( 昭和55年 )

関西技術l : . ill 築家訪中団 ( 昭相56年 ) の参加l 何で. 会的

占星行に :a同し、入会を希望するもの.

・会的題行に ter. iJ ｌ 、 ｨｾ 極的な参加 ｬ を希望するもの

・本会は家族的な交流を旨とするので会民の家族にら会日と

同 Ll 信手IJ を1. 2. める.

・小閑内法出土木主s築学会会只、中悶内e浜市よ 1) 的情 '1: 生 l立

全て会μ に叩l ずる.

Ｒ 会ＧＨｾ

Ｍ 年会，Ｈｾ Y  3  ，000-

Ｈ入会時 ｊｾｊ 山わらず年会悦制的 ・ Ｉ

会，， 1年度は 6 月からそ担年 5 )J とする .

. jHJJ 会句 会の題行に賛同する例人、法人よリl ' ¥s!J 代ITJ と

して受ける 随時 11 1 Y5. 0OQ-

. j童特先 エム ・デ- . i j ! 築 ιJ>務所

[ 大 阪 川 安 土 町 1- 16ト 竹 山 館 ( 干5411]

Tel 06- 261- 1  4  2  2  

建 築 家 へ の 道' 82特 別 講 座

建 築 家 協 会 関 西 支 部 主 催

株: 記特別講座が11月より、来年 4 月まで、日本建

築家協会主催でJ j fJ かれる 。定只 50名。教室は関西

建築会館集会室。受講料は会只 ・学生 17 ，000円、

一般20，000円。講座 ・講師はつぎのとおり。

57年 11 月 8 日 建築家の職能 ー ー一国主政当E

11 11月22 日 建築計画における設備の心 荒井治

11 12月 8 日 日本の伝統建築における

建築家的なるもの ・0 ・・..・ー福田崎虞

58年 1 月18 日 システム設計における

ハードの設計. . . . . . ・ーー 進藤I凡海

58年 2 月 8 日 目Illii と怨築ー ーー ー" w安秀厳

11 2 片22 日 建築と設備の接点 ー 山口宗助

11 3 月 8 日 建築家職能と建築計画・北仏道生

11 3 月22 日 住築家の現場監理 ー 西宮11明日1¥

11 4 月12 日 伝統美と現代建築 ー 出 江 究

申込先 大阪市西区京町助D- 7 - 1 1 辰野京町線

ビル 日本建築家協会関西支部' ; f106- 448ー7335

建 築 士 事 務 所 協 会 第 7 回 全

国 大 会

標記大会が、 11月18 日- 2 0 日の 3 日間、大阪ガー

デンバレス ( 大阪市淀川区西宮原 1 - 3  - 35) で

関係される 。 大会の問的は、地域社会に ｾｨ Ｎｮ する

建築設計工事既製業務のアピール。

第 1 日 : 18 日= 分科会①怨築士。] ' ; 務所のH 会作m

任と権限、②日・]';j 主の法的機立 li 可能か、③まち

づくりと怨築士 'JHi抑止

第 2 日 : 19 日= 本会議と記念式典。記念品泌とし

て堺屋太一氏の「耐= の 11寺代の行動指針」

第 2 日午後 ・第 3 日 19 日 ・20 日= 見学 ( 兵庫 ・

京都 ・大阪 奈良の各コース)

問合せ先 : 大阪市西区西本町 1- 5 - 3 大阪建築士

l ]>; 務所協会 ( 屯06- 541- 3716)

住 空 間 の 可 能 性 を さ ぐ る 大

阪 建 築 会 議 新 建 大 阪

本年の線記大阪挫築会議は、 ' 80年、 ' 81年にひきつ

づいての第 3 回自のシリーズで、新，怨築家技術者

集団大阪支部がとりくんでいる 。今年は、記念講

淡として、安威忠雄の「独り旅で巧ーえる J と題し

た議 ｩｾｬ 会からスター卜した 。 Ｙ 月 ＱＴ 目、 ＲＵＰ 名の参

加者を得て、氏はンベリア鉄道に来 ってはじめて

ヨーロ ッパへいった 11寺の訴から、ものづくりの原

点について話された。以後、 11月までに、① i f主

み手とっくり手の関係改善」②「住まいの品質確

保と住まいの維持管理j ③「住まいの伝統と建築J

@  i! 主空間のっくり手その手法の交流と見直し J

の 4 つの会談を、適切な講師を迎えて討論した。

第 2 回 住 宅 設 計 セ ミ ナ ー

住 宅 に 建 築 家 の 心 を ... 大 阪 設 監 協 会

阪建築設計監理協会では、「住宅設計に心を取り

戻そう j という趣旨て¥下記の述続セミナーを企

画している。定只 40名。受講料16，000円( 会只 )。

57年 11 月12 日 表通りに面する都市22現代住宅

i市辺鋲太自1¥

11 12月10 日 住宅のリフォーム ーー 内藤徹男

58年 l 月21 日 愛着心のもてる集合住宅( アイデ

ンティティを求めて) … 延藤安弘

11 2 月16日 現場からの笑例報告. . ・ 0 ・・Z長 短

11 3 月16日 木造住宅設計… … ー 井 l刻幹雄

1/ 4 月 6 日 近代住宅史の流れ・…・・・林野全孝

1/ 5 月13 日 設備i計図( 快適さ) 水谷千加古

1/ 6 月20 日 彩、の住宅観 ・庭図観 ・ー酋沢文l径

会場 : 関西建築会館セミナールーム

申込先 . 大阪建築設計監理協会( 屯06- 443- 0901)

建築家展開催. . . . •• 

中日田武文、 l: : i 松伸、早川邦彦、毛綱毅城、六角鬼

丈、 Thomas Gor don S mith， Ba t ey&ルl ack のそ

れぞれの建築家展が、 A-COLLECTI ON ( 兵庫県

芦屋市公光町 9 - 4  ALCOVE 2 階( 屯0797-

31ー7371) で開催( 期間 10月- 12月) 。

「建築設計資 料 集成 」 紹 介

日本建築学会編者、丸善発行の標記資料集成金11

巻 ( A 4 判) が発行される。内容はつぎのとおり。

定価は7500- 9800円。

1  環 境 計/ 保動/ 日照 ・日彬/ 採光 . !R!llf!/ 色彩

/ 熱/ 空気/ 湿気/ 水/ 紋射線/ 火/ 力

2  物 品 飲 食 ・調理u 休 lJ 枕寝/ 用悦 ・入浴 ー化

!tl : / 更 衣 装 身/ 生活' U: 珪/ ; 戸 数 行'fi/

組昧創作/ スポーツ / iv( 技 ・iv( ! k/ 教育

/ 事務/ 医療/ 販売/ 生産/ 物流/ 交通/

Ｑ ＧｲＭ称 。 光学機器 Ｏ 芯 Ｑｾｩ￬ 機総 Ｏ 造問

3. ｉｪ ｩｴ 立ｾｊｉ｜ ｬ ｬ 人体寸法/ 動作特性/ 知覚/ 人の集合/ 曲r}J

ｻ乍ｾＯｬｉ ｊ Ｏ 便所 Ｏ 浴室 Ｏ 洗 Ｑｭ Ｎ 化相笠 Ｏ 洗 ｩ Ｑｦｊ

室 / 調 理 室 / 食主/ 寝室

4  単位 ｾｉｉｉｊ ｬｬ -)>務/ lI.¥会 ・会議/ 教室/ 閲覧/ アトリエ

/ ス タジオ / 客席 ・舞台/ 展示/ 病室/ 診

綴/ リハビリテーション / 実験 ・検1f .

5.  Ijl 位を 1111 川 出入口 / カウンター/ 廊 下 階 段/ J.I;'! :l]

ラウンジ/ 収納/ 駐1 ) 1 / 情報処理/ 設備機

械/ 飼育 .j;Jt 1古/ ス ポーツ

6.  ＮｩｪＡｾ 一 生活 ｻＺｅｊｾ［ Ｏ 福祉 Ｏ 教育 Ｏ 医療

7  .  .ij!築一文化 図， ｉｾ Ｏ 展 示Ｏ主芸能Ｏ 集会 Ｏ 余暇 Ｏ 宿泊

8.  ill 築ー館業 業務/ 商業/ 農業/ 工業/ 流辿/ 交 illi

9 地 域ｾ漁村 Ｏ 工業地区 Ｏ 流通交通 Ｏ 業務 ・ 商

1. ; 地区/ 住宅地区/ 教育 ー文化地区/ レタ

リエ- : / ョン地区/ 広場 ・illi リ

10 技 術安全 Ｏ ｾ躍進 Ｏ 構法 Ｏ 設備 Ｏ サイン Ｏ 航法 Ｏ

建築形/ 地機特性

-
t

;

 

t

;

 

i

 

-
z
v
e
 

i

;

 

l
e
-
-
-
a
 

-
s
'
-

-
s

・

l

・

-

2

・

i

i

 

• 

挫築と社会/ 1982年I l fl サ 5  



財団法人 日本建築総合試験所だより

試験機器紹介( 第 5 回)

今 回 は 、 耐 火 ・防 火 試 験 設 備 な ら び に 風 洞 試 験 設 備 を ご 紹 介 い た し ま す 。 こ れ ら に つ き ま し て の ご 質 問 ・お 問 い 合 わ せ は 、 ご 遠 慮、な く 耐 火 ・

防 火 ・ 風 洞 試 験 室 ( 室 長 正 法 院 、 主 査 藤川 ・三 田 村 ) ま で。 次 回 は 音 響 、 熱 な ら び に 動 風 圧 関 係 の 試 験 設 備 を ご 紹 介 す る 予 定 で す。

耐火 ・防火試験設備

試 験 設 イ蔚 性 能 お よ ぴ 規 格 王 要 用 途

炉体 : 円筒形 ( 有効長 = 3 .0 m、内径 = 1 . 2 m)

柱用耐火炉 試験体 H = 3  . 5m、断面50cmX50c m迄 ] I S および建築基準法に基づく構造物の耐火試験

裁荷加熱試験可能 ( 300t f 迄 )

炉体: 有効 L = 7 m ( 3 .5 m迄縮小可能)

] I S および建築基準法に基づく織造物の耐火試験

梁 ・床用耐火炉 W = 2 m  

ならぴに I MCOに基 づ く耐火試験

戦荷加熱試験可能( 100 tf 迄 )

炉体: 有効 H3 . 0 mX W2 .4m 

大型壁用耐火炉 試験体 H3 . Om X W2 .5 m以下

] I S および建築基準法に基づく構造物の耐火試験

載荷加熱試験可能 (50t f 迄 )

および防火試験な らびに I MCOに基づく 耐火試験

炉 体 有 効 1 mX 1 m ] I S および建築基準法に基づ く構造物の耐火試験

小型壁用耐火炉

試験体: 1. 2 mX 1. 2 m ならびに防火試験、内装材料の難燃性能試験

表面試験用試験体、 22cmX22c m ]I S および建築基準法に基づく 内装材料の防火性

防火材料試験装置

基材試験用試験体、 4 cmX 4 cmX H 5 cm 能試験

ガス有害性試験装置 燃焼炉および分析装置、試験体: 22cm X 22cm 建築基準法に基づく 内装材料の ガス有害性試験

小型加熱炉

炉体: 鉛直式( J IS A  1305)  

難燃性能試験

試験体: 32cm X 32cm 

防炎性試験加熱炉

45

0

メッケルバーナー法

試験体: 30cm X 20cm 

] I S に基づく 薄物材料の防炎性能試験

風洞試験設備

試 験 設 備 性 能 お よ ぴ 規 格 王 要 用 途

売予 式: エ ッフェル型吹出式境界層風洞

全 長 : 18. 51m 縮小模型実験による

計測筒長さ 9 m 1  ) 建築物の風圧係数測定

計測筒断面 1. 2mX l . 2m 正方形 2  ) 建築物の周辺気流の測定

本 体 縮 流 比 1 5  3  ) 建築物に作用する風力測定

風 速 範 囲 : 2  %- 2 0悦 ( 連続可変 )

風 洞 風 速 分 布 : 偏 差 士 1 % 以内

乱 流 値 : 1  % 以内

送 風 機 : 55kw軸流送風機

パルスモーター駆動 、X 、Y 、 Z 軸の移動および 8 軸

トラノ〈ース 熱線風速計等の位置移動

の回転

タ ー ン

直径 1. l m 模型設置および風向角検出

テ ー ブ ル

本 試 験 所 ・所 在 地 … … 干 565 吹 田 市 藤 白 台 5- 125 ( 阪急北千里駅より北西 1 km、 国 立 循 環 器 病 セ ンタ ー 西 隣 )

・電 話一 ( 06)  872- 0391(代)

・営 業 時 間 … … 平 日 : 午 前 9 時 ~ 午 後 5 時 、 土 曜 日 : 午 前 9 時 ~ 正 午

6  建築 と社会/ 1982年 11月号



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 7 6  

大 阪 市 に お け る 「 大 規 模 建 築 物 の 建 設 計 画 の 事 前 協 議 に

関する取扱要領」、「岡実施( 技術) 基準」の改正( その 1 )  

. 主 な 改 正 点

1. 適用対象の追加( 要領第 2 )  

従前の適用対象

。住宅の戸数が70戸以上のもの。

。敷地が 2，0∞m'以上で、建築物の高きが10 mを

超えるもの。

改正により追加されるもの

。延べ面積が 5 ，000 m'以上で、地上 6 階以上のも

の。( 敷地が 2，000 m'未満でも適用になる )

2 目接道条件の一部緩和( 技術基準第 9 ・4 - (5))  

。敷地は、原I l IJ として幅員 6 m以上の認定道路に

大阪市においては、昭和49年 5 月 1 日より「大 そこで今回、一定規桜以上の建築物を適用対象 接続しなければならないが、既成市街地内で道路

規模建築物の事前協議に関する取扱要領J に基づ に加え、関連公共施設との笠合性をもたせること の拡幅が困難な場合には( 通行上、避難上および

〈事前協議制度を実施し、街づくりに影響の大 き により、良好な街づくりを図ろうとするものであ 消防活動上支障がない等の一定の条件を満足して

い大規模建築物について、公園、緑地などのオー る。 いれば) 5  m以上の道路でもよいことになる 。

プンスペースの確保、建設計画と市の道路、上下 また、この事前協議の対象となる条件の一つに、 3  実施日

水道施設、消防水利施設、義務教育施設等の公共 敷地が接する道路の幅貝等の規定があるが、この 昭和57年 11月 1 日から

- 公益施設との均衡調鐙を図 ってきた 。 条件に満たない敷地については、敷地面積が2，000

*  
しかし、現在の要領では敷地面積 2，000げ以上、 m'以上て情あ っても大規模建築物の建設ができない 以下に改正後の「要領」と「実施( 技術) 基準」

かつ高さ 10m以上、または住宅戸数が70戸以上の ため、敷地を分割して、いわゆるミニ開発となる の改正部分をご紹介する。

ものを適用対象としているので、延べ面積が大き 場合が多〈、かえって無秩序な街づくりを助長す なお「要領J 、「笑施( 技術) 基準」および各種

〈通常、大規模建築物と考えられる中高層建物で る恐れがあるので、道路の拡備が困難な場合でも、 提出書類等は l 冊におさめて、建築行政協会大阪

も、敷地面積が 2，000 m'未満て' あれば対象外とな 一定の条件を満たすものについては、接道条件を 市支部にて販売している 。

ってい る。 緩 和 し 、 適 用 対 象 と す る こ と に し た 。 ( 大阪市総合計画局建築指導部茂苅日出男)

大 規 模建 築 物 の 建 設計 画 の 事前 協議 に 関 す る取 扱 要 領

第1. 総則

( 目的)

第 l この要領は、本市域内において一定規模以

上の建築物を建設しようとする者( 以下事業者と

いう 。) と本市が協議することにより、当該建設計

画とこの要領に定める公共、公益施設等との均衡

調盤を図ることを目的とする。

( 適用対象 )

第 2 この要領は、建設計画が次の各号のーに該

当する場合に適用する。

1  . 住宅の用に供するも ので、戸数が70戸以上の

もの。

2  建設計画の区域が 2，000 平方メートル以上で、

建築物の地上の高きが10メートル以上のもの。

3. 延べ面積が 5 ，000 平方メートルを超え、階数

が地上 6 以上のもの。

( 事前協議)

第 3 事業者は、建設計画にかかる開発許可申請

の主主の定め るところによる 。

( 道路との接続)

第 6 建設計画区域は 、原則として袋路状でない

幅員 6 メートル以上の既設の認定道路に接続しな

ければならない。

( 交通安全施設)

第 7 事業者は、建設計画区域内において歩行者、

その他住民の安全上必要があるときは、歩道その

他の交通安全施設を設遣する 。

( 下水道)

第 8 事業者は、市の定める基準により、建設計

画区域内に排水設備を設置する。

( 上水道)

第 9 事業者は、建設計画区域内において多量に

水道水を使用するときは、回収利用等水の合理的

使用に努めるものとする 。

(消防水利施設)

第10 事業者は、市の定める基準により、建設計

49 .  5  .  1  改正53. 9  .  1  改正57. 11. 1  

いるときは、事業者に対し、当該区域の部分にお

ける建築物の建築を禁止する等必要な措置をとら

せることがある 。

( 管理及び帰属 )

第14 事業者が設置する公共施設の管理及び帰属

については、市と事業者が協議する 。

第3. 公益施段等に関する協級事項

( 公益施設等の範囲 )

第15 公益施設等に関して協議を要する事項は、

この章の定めるところによる。

( 義務教育施設及び保育所用地の譲渡等 )

第16 市は、住宅の用に供する目的で行う 1 ヘク

タール以上の建設計画の場合は、事業者に対し、

義務教育施設及び保育所の笠備に必要な用地を市

に談波させ、又はその他必要な措置をとらせるこ

とカずあ る。

( 譲渡用地の利用 )

前、又は建築確認申請前に、あらかじめ市長に申 画区域内に消防水利純設を設置する。 第17 市は、前項により譲渡を受けた用地以外の

し出て、この要領に定める公共、公益施設等につ (消防活動等に必要な道路等 ) 土地において義務教育施設の型車備を行うことがよ

いて必要な協議を行う。協議の成立後において当 第11 事業者は、市の定める基準により、建設計 り効率的であると認めるときは、当該用地を他の

該建設計画を変更しようとする場合も同様とする。 画区域内において消防及び救急活動を行うために 目的に利用することがある 。

( 協議書) 必要な道路、空地等を設ける。 ( 住 環境笠備用地の譲渡 )

第 4 前項の協議が成立した場合には、その旨を ( 公園等 ) 第18 市は、建設計画区域の近傍で{ 主環境の繋備

記載した協議蓄を 2 通作成し市と事業者が署名 i lP 第12 事業者は、建設計画区滅内にその面積の 3 を必要とする地域があるときは、事業者に対し、

印のうえそれぞれ l 通宛保管するものとする 。 パーセント以上の公園、緑地又は広場を設誼する。 当該地械の整備事業に必要な用地を市に譲渡せる

第2. 公共施設に関する協機事項

( 公共施設の範囲 )

第 5 公共施設に関して協議を要する事項は、こ

( 都市計画道路等) ことがある 。

第13 市は、建設計画区域内に都市計画法による

道路、高速鉄道もしくは公園が計画決定されてい

るとき、又は道路法による道路が区域決定されて 編集部佳 第 3 章第 19以下は、次号で掲載します.

挫 築 と 社 会/ 1982年 11 月号 7  



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

Jfo94)  
〈新建材紹介

小 野 田 リ フ リ ー ト 工 法 技 術 組 合 ( O . R . E )

フネ ン材工業株式会社 本社 O R工事事業部

大阪町f枚) j rlj 在日西町T 2 丁目 28{書11号 T  E  L  0 7 2 0 - 5 8 - 3 5 5 1  

コ ン ク リ ー ト の 劣 化 回 復 、 中 性 化 を 防 止 す る

“ 小 野 田 リ フ リ ー ト 工 法 "

4  施工手順

1  )適用調公

施工に先立ち、建物の現状を犯爆するため、劣化

深度、 P H 、引張り強さ、浮き、庖分、鉄筋の発

SJi 状況などを非倣I授、微破壊によ って諸調査し、

小野回リフリート工法が適用しうるか舌かの通用

調住を行う 。

2) 下地の調査と処泣

①鉄筋に発31i があればこれを祈り 出 し、ひび吉IJ れ

宮11分には V カ ントまたは U カ y トを泌す。( 写真

1  .  2 )  

② 発鈎による浮き鉛は特に入念に SJi 泌しをおこな

い、改修音11全域を高圧洗浄機により水洗いする 。

(写兵 一 3 )  

3) 地 工

① R  F  - 10 0の塗付け

小野田リフリート工法における最も重要な工程で、

中性化したコンクリートをアルカリ化するととも

に、乾燥後の固化により表面破j支の IfrJ 上をはかる 。

地工に際しては、下地材が十分乾燥していること

を線認の上、届IJ毛またはローラーブラシで下地に

十分反透するように 2 回に分けて追いかけ塗りを

する 。( 写兵一 4 ・5 )  

② R F 防錨ペーストによる鉄筋の防鈴処理

3Ji 併しをした鉄筋部分およびその周辺に塗り付け

2  使用材料の主な特長

l ) R F - l OO ( リチウムシリケ ー ト水溶液) は、

低粘土でコンクリートに深〈段階的に浸透し、特

にひび訓れ膏 Ｑ Ｑ 分ではその底音 Ｑ Ｑ まで完全にｾ［ＺＺ・入する

ことにより、中性化したコンクリー卜をアルカリ

性 (PH. I0.9 - 11 .5) に回復するとともに、& : 透

したコンクリー卜部分を固化させ、1 J 交話Z- 透した

リチウムシリケートは再ひソドに溶けにくい特色を

有している 。

2)  R  FIWi j !j ; ペーストおよび R F 防鈴モルタル 〔ラ

スナイン ( 多価 アルコール ・ニ トロ エステル) 入

り、 S . B . R セメント 〕は、鉄筋または建物表

面に俄夜することにより、車硫酸ガス、炭酸ガス、

水分を硲実にしゃ断し、十分な接着力によりコン

クリートや鉄筋の議| 幼食の役目をはたしている 。

3  施工実績

小野間リフリート工法は、昭初 5 1年に東京都庁第

2 庁舎に採用施工以来、 7 年の聞に約 5 0 0 工事を

数え、安定した工法として学校、官公庁雄物、 7

ンション等集合住宅、一般ビル 、その他安全性を

雄保しなければならない建物はもとより、土木建

造物においても、絡、桟紙、海洋建造物、水路、

岸壁、水相 、水路等の広い範囲に施工実絞を持つ

ものである 。

1  はじめに

近年 コンクリートの耐久性低下に関する 問題が大

きくク ローズア ップ されている 。 これはコンクリ

ートの 中性化が意外に早〈進行するため 、コンク

リートの表面劣 化 ばかりでなく、鉄筋への発 ｴｾｊｾ を

促進 し、ひび割lれ、はく 離 を誘発し 、 ときには構

造上の重大欠陥を抱〈原因となっている 。

建物の劣化は大気 中の炭酸ガス濃度のIずiJJn ( J  H  

C 中性化委貝会と建設省による炭酸化 速度係数

( x = A ! ア )のfEE大〕によるコンクリートの中性化 、

良質骨材の不足に 加 えて、スランプの低下、鉄筋

に対するコンクリートのかぶり厚さ不足、コール

ドジョイント、ジャンカ、豆板など 、地工上の欠

陥も重なり、 10年を経ずして欠点をさらけ出す建

物も見受けられる 。 しかし、モルタルやコンクリ

ートの劣化は、通常表面層より徐々に進行するも

ので、早期発見と適切な処置により、内音11の健全

な部分を生かして耐久性を回復し得るものと与え

られる 。 ここに紹介する小野田リフリート工法は 、

コンクリートの劣化を回復させると同時に、以降

の中性化を防止する画期的な改装 ・改修工法であ

り、東京大学岸谷孝一教授の発忽をもとに、その

指導を得て完成された特許工法でリフリートの名

称も、リフレ y シュ ・コンクリートを略したもの

てe ある 。

小野田リフリ ート工法の標準的な施工手順

喝P

適 闘

用 査

喝P

表 面 紛 化 状 盟 表 面 劣 化 冊

車臓のうさ

図 - 4図 - 2
R F ー100のコンクリー卜 への

浸透深さ

図一 1
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R F 防錦モルタ j レの性能

試 験 結 県

d 験 tri 日

R  Fi 比拘I!J N!l1JR  F' il t¥. 布IH 1j: L

圧縮強度 ( kg 四 ) 359. 5 '110.2 

IMI げ強度 ( kg' CII') 81. 5  107. 6 

吸水量( g /4X4 X  l6<m) 44. 8 8.5 

道水量 ( g岬 15X' l cm) 33. 1  1. 0  
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図 - 3  R  F 防鋳ペーストの防鋳効果

オー トク レーブ促進 民験{ 鉄筋コンヲリ ー ト周

防鏑剤 J I S 案による )

ただし 、試供体は O5X 10，mで組骨材は無使用 、

鉄筋はφI OX 90酬 で図のようにセ ット

3.0rスベーサ一部介 ( ベース トでキ ャッピング)

2.  ， ｾ＠ 企 ノ

発 |  内「歯1 鉄筋

錆 2.0ト 川 I.A

面 1  川 「 モルタ J レ

積 1. 5ト ハ I .T- ｾ＠
翠 I  1且 占 / 紙面セメント包V，$' Jレ

ｾ＠ ｉ Ｎ ｏ ｾ＠ /  ( セメント 砂 = 1 :1 )  

%  1  . /  R F防鏑ベース ト

- 0.5  

0  

0.2  

R  H  - 1 0 0塗付前後の表面硬度

比較

8  
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なものとするため、吹付けタイルなどの仕上げ材

を地工することが望まれる 。 ＨＧｉｪＮ ｊｾＺ 8  )  

以上、線準的な地工手 /1阪を紹介しましたが、施工

には全国95{土 の 小 野 回 リ フ リ ー ト 工 法 技 術 組 合

( 略柄、 O. R .  E .  ) による完全責任施工システム

をtiiffl している 。

の j半さで担支援することによリ、以後の中性化IWJ I:

被膜を形成する、なお、被膜厚さは物足II 的な以iお

を考えると、 3 . Omm- 4 . Ommf j H主ーの厚牧りとするこ

とが好ましい。

4)上喰リ仕上げ

雄物の美観と、以後の中性化防止をより一層係笑

鉄筋をあ!i から守る 。 ('J-f. 兵一 6 )  

③ R  FI 坊1Wモルタルによる埋め戻し

fi } j ' り取られた部分や、 V カ y ト、 U カ ントを施こ

した自11分の哩め戻しをおこなう 。( 写兵一 7 )  

④R  FI 坊錆ぺーストの全 l頗喰付け

最後に、 R FI 坊鋭ペーストを全国に 1 . 5mm- 2 .Omm 

=令に〉
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光と彩の織りなすエレ Jゲンス

よろこびを敏きつめる

ヨーロ ッパの歴止には 、ほんも のだ、けがも

戸ヨゾミ|
つ永遠のま軍きがあります。 ナチュラルでシ

ックな色調、 ビロ ー ドのようなしなやかな

仕上け一同じ心を求めて本格的ベロアカ ー

札 幌 含 (011 ) 271- 2561 

仙 台 宮 ( 0222) 94 - 3505 

ペッ ト〈メイム〉は誕生しました。自然な 信 越 合 ( 0252) 41 - 1596 

色、より{ 憂しくソフトにな った j汎ぎわり 。

大 宮 宮 ( 0486) 43- 2135

千 葉 台 ( 0472) 42- 5419

岱: む人の個性、インテリアにあわせて美し
東 京 s ' (03) 503- 6231  

〈暮らしの 中に t けこ み ます。

4黄 浜 s ' ( 045) 252- 2621

名 古 屋 s ' ( 052) 733- 3471 

京 都 合 ( 075) 314- 5222

ｾィ ι
大 阪 念 (06) 943- 1641 

神 戸 会 ( 078) 392- 1821

広 島 台 ( 082) 228- 3361

高 松 宮 ( 0878) 33- 4410

福 岡 会 ( 092) 411 - 9076 

10 



設計者のプロフィール 4  関西の昭和生まれの建築家 I

出江 寛
出江寛建築事務所

略 歴

聞き手・編集委員 高田 茂 ( 安 井 建 築 設 計 事 務 所 )

プロフ ィール撮 影 島 修一 ( S T U D I O A . T )

11自利 6 年 8 月29 日生 ( 51必) : おもな受 賞 I比両政判所佳作入選 ( 1969)  

京都市

立命館大学工学部土木学科

日目初32年卒業 : 代 表 作 品

場 出江究建築事務所所長

セノトラ J レTli f 設計 i演技 l

等入選 ( 1966)

'1>務所所在地 〒530 大阪市北区西天満

' L、資僑タワーピ J レ( 大阪府)

北照的家( 大阪府 ) ) L 亀町

家( 吾川県) i並瀬台町家

6 - 2 - 1 7  近立ビル Ｈ兵 ｲ ，ｪｦｾ ，｜Ｉ

職大阪ｾ築設計監理協会理 Ｔｾ Ｚ J型 味 魚 釣 り

丸亀の家 北領の家 写 真抽ii 移 村 井 修

もっと精神を/

「ドライな建築家がコンクリ ートやアルミ などの無機質を無雑作に

吸うから、情けない建物ができあがる 。無機質な中に人 の情念がど

れだけ込められるかがテ ー? J と建築づくりに おける造るものの心

の取り組み方を問題とする。「ものを売って商売するのが建築屋、技

術だけを売るのが建築士、建築家とは人の精神とかかわりを持つJ

と無味乾燥な現代建築に精神性を l吹き込むことを求める 。「技術とは

思念! を 表現する手段にす きーな い、建築にたずさわる者は心を 豊か に

する修練が肝心」と技術性、経済性それに機能性ばかりで生み出さ

れる近頃の建築にクギをさす。 さらに「茶道、華道と同様、建築に

おいても 、、建築道伊があっても良い。お点前まで行ったら良い」と

建築を造り出すものの心構えや作法の混乱を指摘する 。

こうした 言葉も、この人の口から出ると不思議と異和感もなく説得

力がある 。竹中工務庖時代から鍛えぬかれた技術に対する自信、 研

ぎ澄まされたゆるぎない感性への自 負、そして伝統美への深い洞察

に裏打された発言である 。

数多い作品のいずれを見ても空間の取り扱いに心が こもり、実に巧

みである 。一見、無機質と恩われる モノク ロームな空間構成の中に

も、どこかはんなりとした情感がにじみでている 。例えば心斉僑タ

ワービル。夜ともなれば街のネオ ンや車のライト、ガス燈のあかり

を銀色のアルミパネルに薄ぼんやりと映 し出し、あたり 一面にそこ

はかとない暮情を漂わす。 ひかえめな艶やかさヵ、街ゆく人の背景と

なり大阪のしっとりとした街の風情をつくり出す。また最近では 「堅

正邸J に代表されるごとく、コンクリート造りの住宅も多いが、 思

わぬ箇所に陰影をつけて、無機質な表面に深い味わ いを 見せている。

いずれも一つの建物の存在によって周辺環境の雰囲気を 引きしめて

いる 。情感を持 った一つの建物が街のや清涼剤" 的役割を果してい

る。表面に現われた形態には派手さはないが、それだけに建物に接

する人の心の却J きに機敏に 応じる効果を知りぬいて造られている 。

まさに日本の伝統美の手法を汲み取 った、見事な建築作法を展開し

ている 。 しかし「不幸な時代に建築を造っている j とl嘆く。設計者

のみならず職人の手も落 ちてきて造ることへの心がけに欠けるとい

フ。

￭ｾ 聞の質は 光 や ｩ Ｑ Ｓ の演 出で決まる ｊ ともいう 。 茶室など日本の伝

統的空間に接しでも「普通はかたちゃ素材など表面を見てしまうが、

ひかりやそこに込められた精神を読み取る J また、「現代の技術で日

本の伝統美の 1持質であるや負の感性ワを表現J i 利休や世阿弥の生

き方、心のあり方を引き合いにしてホ 幽玄、繊細、軽み、枯山7 ) ( " な

どの言葉を織りまぜながら 、その設計思想、を語る 。 さらに 、~、き勿

の本質である「二元対比のもつ緊張感が建築には欠かすことの 出来

ない重要な感性の一つ」 と付け加えた 。

最近気に入 っている言葉の一つに世阿弥の「せぬ とこ ろが面白 し」

があるという 。 この言葉の持つ意味から、間合い q の精神を読み取

り建築作法の中に取り込んでいる 。「人の思想生活 、姿、 顔かたち、

そして建築も都市にもすべてに い間合いワが必要Ji間合いの中 lこ心を

くだくことが大切」さらに「機能と材料と の聞に介在する 、間合い勿

すなわち前装飾1 が現代建築には欠かせない要素と語る 。「情緒性に

欠けた現代の建築には潤いがいる 。陰影という装飾を建物に付加す

ることにより、人の心に訴えることのできる感性豊かな優しい建物

を街に生み出すことができる」。

「樹木を縞えることだけが街に法lいを与えることだけではないはず、

それよりもも っと人の感性に語りかける精神性の高い建築を造 り出

すことが重要。建築のもつ芸術|生が街に ifl11いを放つJi 京都の古い街

並には、倒木が無くとも情絡があ って美しい」と 樹木を植えて建築

のクレー ドの低さをカバーするような、隠れ妥勿は許せないという 。

建築家はもっと、、建築ワそのもので 社会に対し勝負せよと、建築家

の姿勢に疑問を投げかける 。繊細にして強固な快感性ケは こうした

きびし い姿勢か ら生まれている 。

今までのと ころ個人住宅の仕事が大半を占めている様子であ る。氏

のような人に こそ都市の財産ともなるべき公共建築の面で、その感

性と技量を発帰してもらいたいものである。

〔次号の登場者は狩野忠正氏 ( 竹中工務庖 ))

極集 と 社 会 ハ982年 11 月号 11 



昭 和57年 度 ・第 1 回 若 い会員 の集い

みどりの学習会( 第 10回)

万博記念公園の緑を訪ねる

レポート

1I{:i和45年に開催された EXPO' 70 からすでに 12

年の歳月が流れた 。当H寺の会場地 l立、万博記念公

図として生まれ変わり、各国の パピリオンの前に

長蛇の列をつくり、お名寄り広場の催し物に歓声を

上げたとき の商彩は 、ほと んど残ってはいない。

今は太陽の塔とお祭り広場に残されている大騒似

の「トラス J の一部のみが、われわれに記憶を蘇

らせるぐらいである 。

今回のホみどりの学?l 会。は万博記念協会スタ

ンフの森口 ・事11昔日 ・浜辺の三氏にお話とご笑内の

協力を得て、この万博記念公園の 「紋J について

現地を見学しながら J すえてみた 。

当日は者も兵 っ盛リの天候に恵まれ* みどりの

学営会。としては最良の臼とな った。定芸IJ より 30

分ほど遅れて中央ロゲート前に全只集会し、 「太

陽の縫」を 微に見ながら 「水車茶屋」へと 向か っ

た。 i 水玉11茶屋」は「茶つみの里」に而し、石タ

タミが趣のある和風の休ｾ， ￟ 小屋である 。 ここで万

博記念協会森口課長より、万博記念公図の概略説

明および神昔日係長より、当公園のもつ意義 ・公園

を造 っていく上での技術的な問題などの説明を受

けた 。

一一一一万博の跡地を利用して公図が造られること

に決ま ったが、この公園は「緑に包まれた文化公

図」として位世づけられた 。 i 緑J とは、人類の

若しい技術的進歩の中で失われつつある自然環境

を意味している 。人間の活動と自然の緑の環境に

は互いに調和した共存関係が必要である 。その調

和( 7 ) 崩れている現在、われわれの活動が瀕死に陥

れた自然生態のいくつかを、人間iの知恵と技術に

よって復活させ維持する方法が追求される必要が

ある 。そのためには、長期的な笑験が必要である

12 也築 と社会 1982' 1'1 1  Hサ

が、この実験が万 i噂記念公園のテー 7 である 。つ

まり 、都市化による自然環境から都市にもう 一度

自然を呼び戻し、全〈新しい自然、を再椛築すると

いうギ業がこの公邸を造るねらいである 。このテ

ー7 に基づき土地造成 tI![ぷ ・管理等が長期的 ・

計画的に行われ、現在なお継続されている τ 一 一

われわれはその後、公闘の一昔日を見学し た。ス

リパチ状にな った公園の中腹附近にある 「中津道」

に沿 って西に進み、 「けやきの丘」を過ぎると右

手は展望が聞け、左手は |もみの池j を通して密

生林が望める 。if:' 生林は 「自立した森 j を目指し

ており、人為的な土峻水の色王II 、下草の抜き取り

さ存は 行われていないという 。語尾谷風の「もみ LJIIJ

をiJ ir.
I
) 、左手の坂道を登 って行〈 。道の両 lli1J は山

もみじゃけやきが恨づき、野鳥の声がlifJ こえる山

道という風長: である 。 しばらくすると水の音がl:l fl

こえてきて自 の前が開ける所へ出た。 i もみじの

沌J である 。林に閉まれたこ の滝は、 人工である

がそれを感じさせない。沌の話をうかが ったあと、

「もみじの沌」を 水淑とする 「もみじ 川」に沿 っ

て、{ 水足! 場所の 「せせらぎ広場」へと向か った。

間林I也の形成は、富IJ 生 育 生 熟生の三つのH寺

WJ に分けることができ、現在の万降記念公園は育

生WJ だという 。 自立し安定した槌物社会となるに

は、まだしばらく時間が必要なのであろうか、時

には発育の惑い木が見られた 。 しかし パ ビリオン

の跡地での「自立の森」の実験、造られた公悶や

庭図でなく、 「それ自 体が生態図としての自然」

を再生させるという事業は確笑に進んでおり、野

鳥や昆虫が飛来し、生育しはじめている事実は成

功をうかがわせるものであると思う 。

このあと 、世界のパラが1咲くパラ図 、樹木が大

きく育ち庭悶らしくな った日本庭図を散策し、今

回の学予? 会を終えた。

レポータ ・松 村 正 和 ( 鴻池組)

日 時 昭 和57年 5 月11 日比) 集 合 13 :  00→解 散 17 :  00 

ゲスト 森 口 護充氏 ( 日本万国博覧会配意協会公園部緑地螺畳)

神部四郎次氏 ( 同 上 緑地係長)

浜 辺 博 史 氏 ( 同 上 緑 地 醒)

参加者 44名

スケ ジュ ール

13 :  00 あいさつ及びゲストの紹介 葛谷幹事

13 :  05→ 14 :  00 講演( 脱明)

14 :  00→ 17 日O 見学( 日本庭園、 自然文化圏)

万博記念公園「もみじの滝」にて

昭 和57年 度 ・ 第 2 回 若 い 会 員 の 集 い

大阪芸術大学・芸術情報センターを訪ねて

一 高橋献一氏に聞く、

その素材・空間-

レポート

Ｖ 月 ＱＲ 日、入怖の翌日ながら雌夏のような Ｎ ｉ ｾＨ ま

れた天候の下、 130 名という多数の人の参加で、

大阪芸術大学の芸術情報センターの見学が行われ

た。近鉄日間林駅に集合、 2 'Ei のパスに分釆し、

芸大キャンパスへと向かう 。市街地を抜ければ河

内平野の東南端のこのあたりは、7 ] ( 回やぶどう畑

の丘陵の続くのどかな田園地伶ーである 。やがて、

右手の丘陵に白いコンクリートの' 7 ':; シヴな建築

が緑の中に併谷を見せてきた。

芸術情報センターはキャンパスの西北に位置f し、

内部空間] をそのまま表皮のコンクリートで覆 った

という打放し仕上げの美しい外観をもっ。マ ッス

の中に穿たれた透明なガラスと重厚なステンレス

の扉が印象的なエントランスから内部へ入ると、

前方の高い天井から滞ちてくる光と中央のパイプ

オルガンに筆かれて、この建物の中心であるアー

トホールへと導かれて行〈 。アートホールをいっ

たん通り抜け、地1
1皆の A V ホールに集まり、高橋

i'lIt一氏の講演を聴く 。 A V ホールは 221回定席を

もっ階段状の小ホールで、西側IJ の開放的な窓から

は緑の木々を透して、河内平野が望まれる 。

高僑氏は主に芸術情報センター建設までのコン

クリートに対する極々の試みや体験について話さ

れた 。芸大建築群の打放しのこと、スラン 7 ・値の

こと、音響のこと、コンクリートによるさまさt

な表現の手法やディテールの試み等々 一 。

A V ホールを見回せば、関口苦11のほかは柱 ・壁

はもちろん天井も打放しサンドプラスト仕上げで、

空調のための久リ ッ トや! 照明器具が直接埋め込ま

れている 。ほかに床のカーペ ッ ト、既やグ リルの

木、打ち込まれた銅の目地、グラインデイング仕

上げされたステンレスが要所に使用されているの

パイプオルガン を演奏する みで、設計ととも

に施工面での苦労

もまざまざと f云わ

ってく る。 この素

材の構成は後に見

学した他の室内に

ついても同様で内あ

った。

再びアートホー

ルへ戻り、オルガ

ニストの住山玖爾

子氏め演奏される

オルガン f加に時、き

入る 。ノマイプオル

ガン専用の堂内に

音楽は満ちて、量

塊の内音11から発す



高橋統一氏から脱明を聞く

るかのように響きわたる 。ホールの残響時間は最

終的には 4 - 4. 5 秒と理想的な数値となったが、

壁面の l吸音穴やシリンダー状のらせん階段を浮か

べるなど、複雑な形と コンクリート仕上げと音と

の格闘は並大抵ではなかったと高橋氏は述懐され

た。ホ ール天井の中央を走り、壁面を垂直に下り

るスカイライトからの自然光はルーパーで調節さ

れ、アートホールの雰囲気を変化させる 。サンド

プラストされたコンクリート肌もそれにより白〈

輝くようにあるいは深〈沈むように表情が変わる。

アートホールのあと、四班に分かれ、順次地階

の喫茶室、実験ドーム、収蔵庫、 l 階展示ホール、

上階へ上り 6 階会議室、 5 階特別閲覧室、らせん

階段を通 って 4 階から 2階までの図書室を見学した 。

先に述べたように、これらの室てすま限定された素

材で空間がっくり上げられている。コンクリート

は壁 ・天井という部位エレメントを離れて、一つ

の量流として意識され、木や金属の素材も従属す

べ < tf [J えられて使用され、そして、一見無表情に

なりがちな空間の中に光が効果的に採り入れられ、

機能と結びっく空間的性格を与えているように思

われる 。 6 階会議室のスカイライトからの光や吊

りl照明器具、図書室の壁面の単窓やスカイライト、

いくつかに分節された天井からの人工! 照明などが

印象的である 。

一つの建築の 中に後雑な多種の機能が内包され

ているにもかかわらず、個と個、個と全体の相関

関係が常に意識 ・追求されて笠|昔lが構成されてい

るように思われる 。それは 、素材の統一感に 由来

するのかもしれないが、アートホールとそれをと

りまく空間は視覚的に 、また響きわたる パイプオ

ゾレガンの音により聴覚的にも一体感を践し出す。

特別閲覧室の空間は上階のロビーへと連続していく 。

見学のあと、再び A V ホールにて懇談( 質疑応

答) が行われたが、質問に答えて高橋氏が述べら

れた、素材としてコンクリートを原石と同様に看

倣して扱い 、石工が原石を刻むように、コンクリ

ートに人間の手により表情を与え、手仕事の感触

を表現したという言葉に、改めて氏のコンク リー

トへの恩い入れを知るとともに、芸術情報センタ

ーの一つのn実に触れたような気がした。

最後にご多忙にもかかわらず、本企画を快〈承

諾してくださ った、高橋統一氏、住山玖爾子氏、

大成建設の大池主任殿、そして大阪芸術大学のご

関係者の方々に厚〈御礼を申し上げます。

レ ポ ー タ ・ 池 杉 文 昭 (; 丘自陸地方建段局)

日 時 昭 和57年 6 月12 日比} 集 合 13 : 00- 解散 16 :  30 

講 師 高橋骨量一氏( 大阪芸術大学教授・第一工房主宰)

参加者 130名

ス ケ ジ ュー J レ

13 :  30 あいさつ及び鴎師の紹介 中川主査

13 :  35→ 14 ・00 l It演 ・高橋槍師 ( 於 A V ホール)

14 :  00→ 14 :  20 パイプオルガン演奏

( 演奏者・住山玖爾子氏)

14 :  20→ 15 :  40 芸術情報センタ一見学 (途中・休憩)

15 :  40→ 16 ・30 懇餓 ( 質疑応答) ・解散

大阪芸術大学スナ ップ

13 
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本印は欠号

よ¥そ 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12  

.  
工事別建築 工 事別建 築

昭和39年

建築と照明 フ' レノ、 7' 外 部 空 間 ホテル建築 鋼 管 構 造 施

第 11 回

宅 地 開 発

オリンピ y

交 通 施 設 材 料 集 成 材 料 集 成

( 45集)

工

青 年 建 築 家 ク競技施設

( 上) ( 中)

工事別建築

第 12 回

.  
中 小 企 業昭和40年

尾 崎 久 助 委 員 会 材 料 集 成 内 部 空 間 人 間 工 学 社 会 開 発 施 工 の 手 続 建 物 管 理 建物と騒音 医 療 施 設

( 46集)

( 下)

青 年 建 築 家 団 t也

.  .  
昭和41年

都 市 住 居 地 下 街

空 気 調 和

建 具 金 物 建 築 法 規

国 立 京 都 第 13 固 1970年 万 国

造

最 近 の

市街地改造

公 害 と

( 47集 ) 設 備 国 際 会 館 青 年 建 築 家 博 会 場 計 函
園 地 下 工 法 都 市 ・建 築

• 日 本 建 築

昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協 会50周年 社会と建築

都 市 と

住宅と設備 生 産 施 設

モントリオ

建 設 資 金 最近の外装

第 14 回

建 築 と 生 命

( 48集)

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青 年 建 築 家

ー-

=・
‘  

.  
昭和43年

都 市 生 活

都 市 の

50周年記念 幼 児 施 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群としての 都 市 の ア 第 15 回 新 都 市 計 画

(49集 ) いこいの場

事 業 記 録 号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青年 技術者 法の諸問題

ー-

鉄筋コンク
計画と住民

建築史の方
建 築 行 政 転 換

.  .  .  
ー-昭和44年

建築産業の

リート精進

一中音sから

老 人
向一現代に

に 期 待 しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民家の系譜 第 16 回

九州|からの

( 50集 )
耐震設計の

と す ま い
よみがえる られる公害

報 告

構造と方向
再 検 討

の 報 告
過 去 ー

す る も の 住 宅 生 産
問 題

と保存計画 青 年 技 術 者

.  
昭和45年 現 代 社 会

建 築 と 安 全

日本万国博 設 計 の グッドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

デ ィ ベ 第 17 回 山陽・ 山陰

(51集) と は 何 か と技術開発 システムイじ イ ン 運 動 問 題 おける契約 課 題 と 責 任 ロッノマーー 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

住 宅 - 6 0年
都 市 エ ネ ル

事

昭和46年
代の総括と

ギと無公害 建 築 基 準 法

都市生活と

企画と設計 解 体 工 学 都市と港湾

転換期のニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 四 回 自 然 と

( 52集 ) 70 年 代
み ど り ユータウン と 震 災 建 築 生 産 青 年 技 術 者 レジャ空間

の 展 望
イｾビ Ｏレ のプロセス

冬季オリン -邑 都 市 住

昭和47年

ピ ッ ク と

600号 インテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回 北 陸 の

( 53集 )

札 幌

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

( 桂中学) アプローチ

青 年 技 術 者 新 建 築

泉北ーユー 温験
4・

昭和48年

建 築 教 育

タウン1 7 ) コ 大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住宅一建築

新 用 途 地 域 構 造 と 施 工 仕 上 と 材 料

第 20 回 ヨーロ ッパ |

( 54集 )
ミュニアイ

/レテ' イング 施 設 J レデ 4 ング コミュニティ 家のすまい 青 年 技 術 者
グ〉

施 設
制 と 環 境 まちつ'く り

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高層プレハ
.  .  

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保養所作品 の 住 宅 地

北摂ニュー

流通機構の

ピ ル の 省

プ 住 宅 の み ど

り 屋 根 防 水 工
第 21 回 ビル防災に

( 55集 ) 環 境 保 全

どうなるか

タウン計画 エネルギ化
事 の 失 敗 例

青 年 技 術 者 関する 12章

重量備の方策 変 容 構 造 設 計
とその対策

.  p  c 板 を
司院

建築とプレ 生 活 排 水

.  .  
昭和50年

図 書 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 都市の最観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集合住宅の

( 56集) 新 建 築 建 築 ・法 と 施 設
と し て の 防 音 材 料 青 年 技 術 者

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方
ターミナル

設 備

証 言 '76 - 集 住 体 の 結 露 防 止

.  

昭和51年

建築デザイ

建 築 基 礎 構

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地整備

工場建築と 鉄骨構造の

、 ー ド と 対 策 と

第 23 回
設備からみ

( 57集 ) 造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョ イント 青 年 技 術 者
た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
問 題 点

増惨

兵庫県ーそ
- 日本建築協 コンク リー 埋立地におけ

日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

昭和52年
デザイ ンの

の風土と建

全60周年記念号 トの品質管
日彬規制と

身障者施設 照 明 設 備

る構造問題一

公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

( 58集)
動 向 一 部 分 - ニュ ー タ 理 と 行 政 指

法
大阪南港と芦

青 年 技 術 者

と 全 体
築 ・建 築 界 ウンの管理 導 の 方 向 屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン 医療施設一
組合方式に C  A  D ー

.  
昭和53年

の 動 向 一

水

病 院 建 築 外 壁 電波隊害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 環 境

( 59集 )
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技 術 者

ント ラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンピュータ

.  
ホァル建築

昭和54年

転 換 期 の

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリー ト

日 影 規 制 と 情 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

( 60集 )

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まちづくり インテリア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

80年 代 の 都
.  

ー-

.  - 第27回青年技術
設計のため

昭和55年
市と建築 - 今後の省エ - 最近の銀行建築

住 宅 の 建築行政と

最 近 の

都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後 の 外 装 者

の 新 耐 震

( 61集 )
まちづくりの ネルギーの趨勢 - 安井建築設計

耐 久 性 法 規 アメニティ 施設の設備 まちづくり 日欠付仕上材
- 転機にたつマン

歴史と展望 - 建築金物 事務所作品集 防 水 工 法 ション・集合住宅 設 計 法

.  
台戸斤まわり 災害と法一 都市住宅一 - 建葉物t 風 デ

住宅 ・都市整備公
障筈者の暮

昭和56年

職 能 論

中国の論 文
ポートピア

の 計 画

シーリング

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における 間仕切壁の 第 28 回

らしやすい

( 62集 )
一 北 京 の

'81 材 の 知 識
都市整備を中心t

性 能 評 価 青年技術者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして からの発想、 18建設計作品集

した新公団の役割 環境と設備

昭和5

医療施設ー 都市景観ー
- 絵本にみるすま - 第29回青

新 た な 商 業 省エネルギ

地域医療と

近 畿 の

まちなみ美

大 阪 市 庁 舎 音とホー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いとまちづ(り 年 技 術 者 風 土 ・空気

I  ( 63集) 空間の展開 ー と 関 口 部 地盤と地質 ( 第 1 期 ) 建 築 構 造 作 品 集
- 才一 φ エムホ - 地方の庁

と 人 間

設 備 計 画 観への誘い
テル日航ビル 舎 建 築

関 西 の

建 築 文 化

( 64集 )

を 考 え る

雑E志向大きさは第48J 1 ! からは現行内 A 4 判変形、それ以前は B 5 判

14 建築と社全/ 1982年 11月号
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• 

• 

東陶機器株式会社取締役 平 田 純 一 著

一ページー話で手軽に楽しく理解できる“ 住まいの水まわり" その“ うんちく"

A444/ 
- 4 . "  -. . . . .三ザ

〈目録進呈〉 含 075-343-0811

1  上下水道心得帳 住宅三備は上下水道の

交叉点、である欧州、|の水は下剤入り… ・ 10話 の 庁 ヘ

2 便所，凶尋帳 密室式便所住宅三備の間 ん ) r-.  1  .L..，..J) /'"'¥ 

取り 気休めの手洗い 多機能便座地震と ど 山 1 ! - く趨1Ih¥ 1  ぷ同

飲 料 水 便 器 と 異 物 ピ デ ー の 使 腕 時 日ロ i Ｍｪｨ，｜Ａと Ｏ ｾＮＮ，ＮＯｩＧ 森当
3  洗面所{ ;4尋帳 2 階の洗面所 水栓の修 、ヨiJ ¥i まタ' # ｾ＠

理方法 自在パイプの取替え 混合栓とやけ

ど 節 水 コ マ 水 栓 と 寒 波 トラップ ..29話

4  浴室IL-f尋帳 浴室内の品物入浴のマナ

夏場に事故が発生する 定 量 水 栓 浴 槽

水の利用 法 風 呂 蓋 死 亡 事 件 防 曇 鏡… 32話

5  台所IL-f尋帳 流し台の混合水栓 一7 話

あとがき 自分だけのチェックリス卜 υＧＳｾ 舌

コラム一中国の話題でまとめた一一一. . . 7話

A 5 ・160頁・定価1300円

学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入
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松下電工附取締役社長 小 林 郁 監 修

住宅のエレクトロ=クス

トップメ ーカーの知識と技術を

結集した唯一の入門書

国ホームエレクトロニクス

回住宅エレクトロニクスの流れ

回 住 宅 の ト ー タル電気配線システム

回実用化されているトータル システム

回トータルシステムの実施例

団住宅で使われるセンサー

回配線設備とエレクトロニクス

回照明設備とエレクトロニクス

国 防 犯 ・防災設備

固 情 報 ・信号設備

A 5 ・176頁・定価 1400円

( 目録進呈) tt 075-343-0811  

盆重富

学 芸 出 版 社

住宅のエレクトロニクス化は

ど こ ま で 進 ん で き た か ・ . . . . .. 

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

15 



上 と 下 - 1

横断歩道橋は、歩行者にと って まったく い ま わ し い 非 人 間 的 な 代 物 で あ る 。が 、稀にはその雄大さにちょ っ

と 感 心 し た り 、 そ ん な と こ ろ で は ひ し め き あ う 率 を 見 下 し て 逆 に 優 越 を 感 じ る こ と も あ る 。 しかしやは

り 好 ま し く な い 存 在 で あ る こ と に 変 り な い 。 しかも良いデザイ ンの も の は 少 い し 、 階 段 の 蹴 上 げ と 踏 面

の 寸 法 さ え で た ら め て ¥ 危 険 を 感 じ る も の さ え あ る 。 東京の国屯飯田橋駅近くのそれは、何と 9 5 %x  300 

% と い う 不 思 議 な 寸 法 で あ る 。 案 の 定 、 し ば ら く 観 察 し て い る と ま と も に 一 段 ず つ 足 を 運 ぶ 人 は 少 〈 、

さ ま ざ ま な 動 き が あ っ て 面 白 い が 、 そ う ば か り も い って いられないだろっ 。 こ れ に 近 い 例 は 大 阪 駅 前 に

もある 。

建 築 の 分 野 で は 、 蹴 上 げ と E雪 国 の 寸 法 は 研 究 切 対 象 に も な り 、 適 切 な 笑 用 値 に つ い て 数 多 く の 提 案 が な

されている 。 そ れ ら は 、 古 来 の 急 な 階 段 を ど こ ま で 緩 や か に す べ き か に つ い て 、 科 学 的 な 根 拠 を 求 め よ

う と し た も の で あ った。 法令の基i ¥主にもそれがごく ー音ISに 導 入 さ れ て い る が 、 最 近 の 、 下 り る l時 の 安 全

性に目を向けたJ . M. フィ ッチの研究などはまだ追跡、もされていないようだ。

そ う は い って も 、 建 築 屋 の 手 に な る も の な ら ば さ ほ ど ひ ど い 寸 法 に は な って いない 。 そ れ は 、 技 術 基 準

的 な も の を 一 応 持 って い る こ と と 、 さ ら に 経 験 的 な 判 断 が か な り き め 制 か く 加 え ら れ て い る こ と に よ る

のだろう 。 し か し 、 そ の い ず れ も が な お 十 分 と は い え な い 。 ( T .  K )  

女 と 男

「 男 は 頭 で も の を 考 え 、 女 は 子 宮 で 考 え る 」 と い う 言 葉 は 怪 し か ら ぬ 女 性 観 で あ る が 、 こ ん な 見 方 も あ

る か も 知 れ な い 。 男 性 は 子 宮 が な い か ら 、 や む な く 頭 て 考ーえるのであ って 、 ど ち ら で も 考 え 得 る の が 女

性 で あ る 。 頭 で 考 え る と は 論 理 的 に 思 考 す る こ と で あ る か ら 理 屈 に 弱 い 。 子 宮 で 考 え る と は 理 屈 で は な

く 、 本 性 で 考 え る こ と を 意 味 す る 。 頭 で 考 え る 男 位 は 、時とし て 、 裂 に か な っ て い る の に 何 故 彼 女 は 理

解 で き な い の か と 恩 う こ と が あ る 。 子 宮 は 理 だ け で は 納 得 し な い の で あ って 、 子 宮 が 考 え る 結 論 は 、 生

物 的 な 直 感 で あ った り、本能であ った りする 。例えば、男は理詰めで首肯「できれば、命をかけても戦に

行 こ う と す る 。 が 女 は 理 屈 で は 反 対 で き な く て も 、 断 固 そ れ に 応 じ な い と い う と こ ろ が あ る 。 こ の 差 異

は、 神 か ら 与 え ら れ た 種 族 保 存 の 任 務 の i隆 丞 に よ る の か も 知 れ な い 。 男 10人 女 1 人が生き残る場合より、

男 l 人女 10人 生 き 残 る 方 が 、 は る か に 臨 族 保 存 に 有 効 で あ る か ら で あ る 。 だ か ら 女 の 方 が 優 れ て い る 。

頭 で し か も の を 考 え な い 女 に は 魅 力 が な い 。 と K 君 に 話 し た ら 、 男 だ ってあそこで考えたらどうですか、

という 。 ちょ っと 返事に窮したが、 子 宮 は 月 に 1 個 生産 す れ ば よ い が 、 あ れ は 週 に 何 億 も 生 産 し な く て

は な ら ぬ か ら 、 忙 し く て 考 え る はlが な い のだろう と珍 答 し て おいた 。
( K  .  H )  

先人の知恵、

先月号で「規範 ｊ という 言誕を 使 った。それにつ けて、思い出したことを ｩ ＡｾＺ いておきたし、 。 数年前にな

るが、京都の者1I心 部 の 民 家 の 調 査 を 行 った。 ビ ル 建 設 に と も な う 日 照 阻 害 に 闘 す る 調 査 で あ っ た 。 調 笠

を進めてみて 、京都の民家岩手が実に巧みなさ主間構成をもっていることが非常に印象的であったことを思

い 出 す 。 京都 の あ の 奥 行 き の 深 い 敷 地 に 主 屋 、 坪 庭 、 離 れ と い う 巧 み な 空 間 構 成 の 中 で 、 坪 庭 が 見 事 に

そ の 機 能 を 発 揮 し て い る の を み た 。 調 査 の 時刻iが 冬 至 前 後 で あ った ため、 2 階の南面する苦IS屋 に ほ と ん

ど 一 杯 に 冬 の 目 ざ し が 差 し 込 ん で い る の を み る こ と が で き た 。 逆 に 言 え ば 、 そ の 部 屋 か ら は 、 思 い が け

な い 広 い 天 空 を 望 む こ と が で き る と い うことである 。 京都 の 民 家 鮮 の 密 度 は 極 め て 高 い 。 そ の 高 温i l.支の

中にあ って 、各戸がこのよ うな冬の日照を 確実に保障される場所であり、 J:L: ぃ 天 空 を 望 む こ と が で き る

場 所 を も っ て い る こ と は 実 に 索 時 ら し い こ と の よ う に 思 え る 。 現 在 の ミ ニ 開 発 な ど で は 絶 対 に 見 ら れ な

いとい っても よ い ほ ど 巧 み な 空 間 構 成 と い ってよいだろう。 この 一 事 を も っ て 語 る の は 短 絡 的 か も 知 れ

な い が 、 京 の 民 家 を 築 住 体 と し て こ の よ う な 巧 み な 空 間 構 成 を 編 み 出 し た 先 人 達 の 知 恵 に 学 ぶ こ と が 多

く あ る よ う な 気 が し て な ら な い 。「規i I il Uと は こ う し た 「 知 恵J の か た ま り で も あ ろ う か 。 ( T .  S )  

上 手 な 発 破

以 前 は 、 ど の 職 場 で も カ ミ ナ リ 上 司 が い た 。 こ れ ら 先 輩 に 日 じ ら れ た 内 容 は 、 心 か ら 納 得 の い く こ と ば か

りではなか った。 そ れ で も 印 象 に の こ る 物 凄 く 圧 倒 さ れ る Hじ ら れ 方 を し た 人 ほ ど 懐 か し く 思 い 出 さ れ る 。

も し こ れ ら の 先 輩 に 巡 り 逢 え ず 、 叱 り 飛 ば さ れ る こ と も な く 過 し て い た な ら 、 も っ と放↑ 長な人間にな っ

て い た の で は な い か と 、 今 に な って 有 燃 l床がわか ってくる 。 作 業 の 間 違 い や 、 勝 手 な や り 方 、 態 度 の 惑

さ な ど 、 注 意 し で も 改 ま ら な い と き は 、 も う ひ と つ 強 い 手 段 と し て Hじり つ け 、 改 め さ せ る 。 このことを

発 磁 を か け る と い う 、 最 小 の 置 の ダ イ ナ マ イ ト で 、 最 大 の 効 果 を 上 げ る の が 、 良 い 発 破 で あ り 、 い い 得

て古少である 。

し か る に 、 戦 後 の 民 主 主 義 が 単 純 な 形 で受 け 入 れ ら れ た 教 育 で 、 今 の l時 代 は 叱 ら れ 方 の 免 疫 が で きてな

い。 反 発 か 、 ふ て く さ れ か 、 傷 つ く か 、 では Hじることもできない 。40年 代 よ り の 慢 性 的 入 手 不 足 に 悩 ま

さ れ た 職 場 で 、 責 任 感 と 信 念 に もと づ い て 叱 る と い う 行 為 が 少 な く な る の も 当 然 で 代 って誉 め る 指 導 法

が 受 け 入 れ ら れ 、 や が て 叱 り が 罪 悪 視 さ れ る に い た った。 そ の あ げ く 無 秩 序 、 無 規 律 、 無 作 法 と 1t;R; <、

なにも 誉 め ることが悪いのではない、 11ι る、 誉 め る、 一 辺倒がいけなし、 。 誉め る べ き は 誉 め、叱るべき

は Hじるということである 。 上 手 な 11じり 方 、 効 果 の あ が るHじ り 方 を 研 究 し て 、 上 手 な 発 破 を か け る こ と だ。

( M  .  Y )  
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横 山 誠 一

建築の仕事は組織的に遂行することが多〈、提出資料だけで併l人が果たした役割と能力を判断するこ

とは難しい。今回の選衡にあた っても、内容の検討と同時に、フロジェクトのなかでの本人の分組度

合いをできるだけさぐるょっにした。 また、内容に良いものをもちながら、資料不足やプレゼンテー

ションに経理を欠き、ｾにもれたものがあったのは惜しい 。 今回は地工分野での応必がなく、全体の

応荻件数も例年に比べて少な し、。幅広く各分野での松極的な応 h} が望まれる 。

今回の選衡結果: は、つぎのようであ った。

選衡委員長青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評

16 応募者

入選者 11 

設計部門: 恵まれた破局のなかにあ って向己表現できることはぷ111 ' ; - らしいことである 。 そうした機会

はそうざらにあるものではなし、。 円頃の研鍛をアピールし納得させることの大切さが捕感される 。 こ

とに選ばれた方々は日 j立な技術を駆使することによって、あるいはポ実に門己の作風の帽を lJ l : げなが

ら、組織の中核として作品に寄与ーした成果は十分に評価するこ とができょう 。 その反而、能力のJ - ' i 鱗

を見せながらもそれを認めさせるだけのアピールに乏しく説明不足のものも目立 った。 それぞれ背景

の途いがあるとしても、日月瞭に説得するだけの用意は必要であろう 。

構造部門 : 今回は大組織に属する技術者だけの応募であり、作品のレベルは高〈、今後の織造界に期

待が持て、非常に熔しかった 。 しかし、入選は三人にとどめた 。選衡にあたっては大組織の制約の中

で自分の持ち味をいかに仕 'J';: ，こ反映させているかに注目した 。設計とは創造であり、新しいものを求

めて勇気をも ってチャレンジすることを青年技術者に JUl 待するとともに、このような機会にチャレン

ジした仕事が今後とも初介されることを楽しみにしている 。

設備部門 : 今回の応必は二人で、例年に比べて件数が少なか ったのは残念であった 。 入選された一人

は、シティホテルの基本設計から竣工まで設計を担当された屯気設1iiil について、その技術上の主娠が

よく表現されている 。 また、惜しくも選にもれた一人は、向分の努力されてきた内容についての表現

が羽〈、再度技術的主娠をまとめられて応募されることを期待したい。

計画部門 M氏の作品については、今日的謀題でもある低層集合住宅計画に対する氏の点商日な取り

組みを評価した 。希わくば、敷地周辺道路や隣接地状況がどうな っているかの基礎的事項へのきめ細

かい説明が求められるし、自動' I i - や1 "1転車のパーキングスペースの位置やむについても検討内容が不

明聞なのが惜しまれる 。 この機会に一層の努力を期待したい。計阿の重要性に鑑み、より多くの作者

の作日: 参加が望まれるところである 。

その他部門 : 今回、設計業務のコンビュータ一利用についての応$ ' ; : ヵ、一人あった 。内容は計画 ・設備

などにまたがった広範囲の成果が表現されており、とくにその他部門として選衡した 。 入iきされた一

人は、長年にわた って般み上げた成果の一つ一つについて、その技術的巧え方がよくまとめられてお

り、不断の努力によるものと評価したい。 とくにコンピュータリゼーションの社会にあ って、今後同

様の応募が続くことを期待したい。



大 阪 市 庁 舎

所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島 1 - 3  - 2 0  

設，計 期 間 昭 和 53年 8 月~昭和54年 1 月

l 矧a 期 間 昭 和54年 4 月~昭和57年 1 月

駁 也 面 積 12 ，815m'

建 築 面 積 3 ，808m'  

延 べ 面 積 45，442m'

K M MビJ レ

所 在 地 北 九 州 市 小 倉 北 区 浅 野 町2ー I

設 計 期 間 昭 和51年 11月~昭和52年 4 月

工 事 期 間 昭 和52年 6 月~昭和54年 3 月

敷 地 面 積 40，437m'  

建 築 面 積 3，003m'  

25 ，411m'  

構造、階数 S R C造

地下 4 階、地上 8 階、塔屋 3 階

仕 上 屋 恨 / 鋼 板 野 き 緑 青 仕 上

外装/ GPC- W( 花筒石打込PC

版型枠躯体コンクリート打設

工法)

サ y シ/ ブロンズサ ッシ

構造、階数 S R C造

地下 1 階、地上 8 階、塔屋 1 階

仕 上 外 装/ 磁器タイ/ レ (小口平)

サ ッシ/ カーテンウ方ール、

検純回転ブラインド内蔵 2 重
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大 泉 研 ニ

生年月日 昭和21年8 月31日

最終学歴 昭和47年千葉大学大学院修士終了

業 歴 昭 和47年日建設計入社

作品経歴

・メイン六甲市街地再開発ビル

国鉄六甲道駅前広場

K MMピル

ー泉興産ビ J レ

大阪市庁舎

すいせんのことば 小角 亨

建築の成果は、能力と時間の械で

得られるものと考えていますが、

所詮、凡才のわれら、人並み以上

の建築を作ろうとすれば、時間を

いかに絞り出し、ねばり抜くかに

かか っています。

大泉さんの建築に対するひたむき

な研鍛を、高〈評価する所以もこ

れによります。

青年技術者としてのことば : 建築に対する建築家の役割とは、ほんの

一部分であると思 っています。 なぜなら、建築は設計される以前に、

施主 ・敷地という条件があり、そこから発生する用途・法規・工費等

々という、通常動かしがたい枠がはめられているからです。これらの

前提条件で建築は、ほとんど決ま ってしまうと思うのです。 ところが、

その枠内でも設計解は無限にあり、出来 ・不出来もあります。建築の

商白さは、このような諸条件の枠内で、より良い 「解」、 できれば最

良の「解」 を、見つけることにあると思います。そして、さらにうれ

しいことには、自分の見つけた「解J が現笑の物として具現化し、永

<  ( と願 っているのですが) 社会とかかわ っていくということです。



! 自由ーと、ん
l 日経千里ビル I

l  堺 東 駅 前

再 開 発 ビ ル

荻須記念館設計競技I
l号待己念民一一
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とま 伝

苫 名 正

生年月日 昭和2 z 年10月26日

最 終 学 歴 昭 和46年蝦江業大手狙袋桝ヰ卒

業務経歴 昭和4 5王手フィンラ ン ドエス プー

i l l . 当作品

ンカウ バランヴイラスト建築設

計事務所勤務

昭和46年竹中工務脂入社、現在

大阪本庖設計部設計課

昭和51年 '76 T j 綿スレート住宅コ ンペ入賞

昭和52年 日経千里ピノレ

日目-11154年 貝塚駅前再開発 II ｊｾｉ＠

昭和55年 堺 東 駅 前 再 開 発

昭和55年 ポート ピア' 81 ダイエーノマピ リオン

l昭和57年 浜町l記念館設計続技政優秀賞

すいせんのことば 徳岡昌克

彼は器用な方ではないが、仕事に

対するとり組み方が意欲的であり、

強い精神力をも ってのぞむところ

が良い。分析力、洞察力に富み、

';jl ; に歴史的観 点より考祭する態度

は堅実で好ましい。それは先人へ

の畏敬の念であり、現代の証でも

あり、未来への希望でもある 。

青年技術者としてのことば 私は常々縫築はリージョナノレなものであ

るべきだと思 っている 。このことは、単に地方的なものといったこと

だけでなく、建物が建てられる場所の文化的環境の質と性絡とのかか

わりにおいて、他に瞥え縫い[ ' )意味」を諮り伝えてゆくべきであると

いうことである 。

モダニズム批判はさておくとしても、いつの時代においても、建築は

各時代のコンセプトを反映してきたし、場合によっては、「文化」とい

うかたちにまで弁護させてきたといえる 。この意味で、建築は伝統的

価値とその土地の人々が構成する環境との統合であるといえそうだ。

したがって私の作業は、歴史という気の遠〈なる伝統との対話の中で、

次代に伝えるべき文化を現代の中に見出し、ささやかな私め，思い入れ

を融合させてゆくことであり、私がこの時代の文化に 一石を投じるこ

とができるとすれば、決して越えることのできない不世出の作家ミー

スの遺産をいつも背中に感じながらポストモダニズムのn なる思潮を

見つけだすことであろう 。



某半導体研究センター ダイセル化学工業( 械単身赴任者寮
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岩 下 博 美

生年月日 IIg初27年 3 月 8 日

肢終学歴 昭利45年鹿児l」エ; ; r . ; 高等学校卒

業 歴 ag初45年大林組入社、名古屋支

底勤務

昭和46年 4 月大林組本庖設計部

勤務、現. { EIこ至る

作品経歴

昭和48年東洋紙業独身' { ; f

昭和52年 毎日新聞社舞鶴支局

日召初53年 ダイセ J レ化学工業単身赴任者寮

昭初53年 第16回京都デザイン展銀賞

日目相54年 ダイセル化学工 1f 衣品ト第 1 7ラプ

1111初 56年 太陽セ〆 μ ト出槻工場'1' 務 所 陳

H目相57年 某 半 連 主 体 研 究 セ ン タ ー

すいせんのニとぱ 栄木一成 青年技術者としてのことば : r栄華を極めたソ ロモ ンでさえ、このよ

クライアントと社会の要求に答え、

かつ自分のポリンイを反映させる

バランス感覚に優れ、どんな仕事

ても工i 繁な態度で積極的に取り組

み、キラリと光る作品を tl lJ ってい

る。建築を心から愛しているから

だ。この愛のエネルギーは索時ら

しいので大いに{ l I 1ばしてほしい。

うな花の一つほどには着飾ってはいませんでした j という聖位の一

節があるが、それは人間が求めてやまない* 完全な美命について表現

したものである 。建築の設計はある意味で、この完全な美を求めて形

態と機能の附l を往き来する、試行錯誤の過程、混沌とした状態の中に

ある種の解答を導き出してくるものであると思う 。そしてクライアン

トの要求に答え、かつ環境への積極的なアプロ一千の中て¥少しでも

その中に、われわれの感性に訴えかけてくるようなものを表現してい

きたいと患っている 。



大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 第 3棟

所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 田 l 丁目 1 番地

敷 地 面 積 10 ，34l. 97 rn'  建 築 商 桜 8 ，120. oorn'  

公関空地面積 4，076. 40rn'  延 床 面 積 121 ，276. 00rn'  

精 進 規 模 低 層 部 S R C造 高 層 部 S 造

地下 4 階 地 上34階 浴 屋 2 階

外 装 低 層 部/ プレキャストコンクリートパネル大理石打込

高層部/ プレキャストコンクリートパヰ、ルエポキシ系吹イ寸タイル

工 期 8 5 1 . 1 2 - 8 5 4 . 6 ( その 1 ) 8 54.  9  - 855.  12( その 2 )  

こ の 建 物 は 、 大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 に よ る 第 三 番 目 の 建 物 で 、 主 と

し て 分 譲 床 か ら な る 高 層 部 と 、 権 利 床 と 分 譲 床 か ら な る 低 層 部 に よ っ

て 構 成 さ れ た 地 上34階 、 最 高 高 さ 142 mの 超 高 層 ビ ル で あ る 。 大 阪 市

の 基 本 方 針 に 基 づ い て 、 御 堂 筋 の 景 観 と の 調 和 を は か る と と も に 、 シ

ン プ ル で 軽 快 な デ ザ イ ン と し 、 オ ー プ ン ス ペ ー ス に は 惣 い と 緑 泣 か な

広 場 を 配 し 、 都 心 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が は か れ る 場 と し て 計 画 を

行 った。

ニチメン株式会社 平野区画整理記念会館「文化会館」

大阪本社ビル

所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 丁

目15- 乙 13- 乙 13-丙

敷地面総 3，034 .45 m'  

建築面積 1，879 .40rn'  

延床面積 34 ，744 .97rn'  

総 造 規 模 地 下S R C進 地 上 S 造

地下 3 階 地 上15階

搭屋 211皆

外 装 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ

トパネル花街岩打込

所 在 地 大 阪 市 東 住 吉 区 中 野 2 丁目 7 - 5 ほか

敷地節税 2，356. 00rn'  建築而桜 1，370 .19m'  延床面積 2 ，60l. 33m'  

構造規模 R C造 地 上 3 階 外 装 焔器質タイノレ貼

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

宮 下 幹 雄

年年月日 昭和21年 9 月17 日

最終学歴昭和40年3 月大阪府立西野田工

業高等学校建築科卒業

業 歴 昭 和40年4 月大往設計入社

作品経度

l昭和57年 4 月大建設計設計一課主

任、現悲に:?Eる

ミナミ地下街「虹のまち」

- 泉北ニ ュータ ウンK 住区近隣セ ンター

. 日本専売公社臼約二工場

Ｍ 大阪駅前市街地改造 す ｉ ｾ 業第 Ｓ 棟

横須賀市南部治姉工場

ニチメ ン(附大阪本社ビル

・平野区間鐙理記念館 f文化会館」

すいせんのニと( ; i 木村喬夫

柔軟な発想の持ち主であり、意欲

的に粘り強〈作品と取り組む姿勢

は、常に変わることがない。極々

の問題と正市から取り組み、克服

していく情熱と行動力を武器にし

たi症の今後の活躍が大いに楽しみ

である。テ' ザインに i溺れず、より

一層の総合力養成を目指しての杓

進を期待している 。

青年技術者と してのことば. 社会 ・経済の発展は、次第に人間の生き

方を複雑にしてしまう 。複雑化 ・多機化された社会環境の中における

建築は、都市形成の問題と不可分となり、社会 ・経済とも切りはなす

ことはできない。 この社会環境の中での建築家の役割は、社会全体を

体系的につかもうとする誌、識と、現実の条件との間にある矛盾を、よ

り秩序ある方向へ導き出し、その矛盾を克服しようと計らねばならな

い。 また、たえずその時代の要求に白を向け、耳を傾けながら、自己

の中により多くの知識のよｾ績を行い、広い視野に立って 問題を追求し、

諜せられた役割l を果たしていかなければならない。 しかし、同時に、

「建築とは、最も人間的で、創造的な作業であるd という、建築を宏、

すものの原点を忘れることなく、現代の建築がいかに絞雑であろうと、

「こうありたい.J Iそうあ ってほしいJ という生き方を根底にした創

作所初J を行 っていきたい。
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駒 田 哲 男

1948年 4 月11日生

1967年大阪府立住吉町校卒

1972年 京都工芸繊維大学意匠工 ｬｾ 科研究

生卒、日建設; 十入社、イ ンテリア

宮11配属

1974年 毎 日 1 .  Dデザイ ンコンペ奨励賞

1976年 ニューヨーク州プラ y ト大学f古学

1978年同大学院修 t 卒後、復職. JJl.{I:に

至る

作品経廃

・九州電気工事本社ヒ1 レイ ンテ 1) ア

，マリ国立銀行大阪支I占イ ンテリ ア

西尾家具ン ョールーム

神戸ポート ヒ7 博サイ ン、スト リート7 ァニチャー

福井県庁イ ンテリア

すいせんの ことぱ 中小路泰久

駒田君は、 2 年聞の海外研修の成

果を生かし、建築設計チームに加

わって 、インテリアデザインの面

で大きなf宣告1) を築いてきた。五;t近

の外資系銀行庖市li の設計において

は、外部アーチストを協力させて

優れた空間を illJ り出している 。彼

を将来性ｾかなデザイナーとして

推薦します。

青年技術者と してのニとぱ インテリアに、ますます自が注がれる時

代にな っている 。これはピルのテナント工事が略' え、デザイナーの訴

事善が量的に拡大してきていることと、デザインされた多くの物の中で

いかにアイデンティティーを確立するかという質の問題にも関心が払

われだした結果である 。 そこでは 、ひとつのフレームの中でいかにス

マートな解決をみせるかというのがデザイナーの腕のみせどころであ

る 。 解決とあえて呼ぶのは、そこに意匠、構造、設 Ｑ ｒｩｬ の諸問題が［［ ｾＮ・に

横たわ っているからだ。 こうしたテナントデザインのほかに、これか

らのインテリアの発展に欠かせない方向がある 。それは、建築計回目の

基本段階から参画して 、デザインを意匠、構造、設備と内装、家具の

からみとしてとらえ、フレームそのものの構成にかかわ っていく方法

である 。空間をトータルな視点からとらえ、しかもインテリアデザイ

ナー特有のヒ ューマンスケーノレを武総に取リ組むことは、空間が大き

く複雑になるほど必要な役 ｾｭ となる 。 今後ＮｴｲＺ大するこうした役［怖にも

応え得るデザイナーを回線としている 。



建築概要

オー・エム・ホテル日航ビルの

構 造 設 計

所イ，: ) 阜大阪市南区

大玄、宇町

t陸地 ItlI W 4，809. 24m'  

主II 築 IlI if，' 3，834 .48m'  

延 1;!<I (Jj ft7 58，870. 76m'  

建物mm B 4 F 、32F 、P 1  

ｲＮｾ＠ さ事 ｦｾｇｌＫ 110. 6m 

オー ・エム ・ホテル日航ビルは、大阪の南、心斎僑に位置し、メインストリー

トである御堂筋に面した本格的シティホテルとして計画された。

本建物の構造設計は、種々の検討の結来、機能性と合力学性を兼ねそなえた

ものとすることができた 。すなわち限られた敷地の中にできるだけ多くの客

室 ・宴会場 ・エントランス等の大空間を設け、近隣に威圧感のない建物にす

るという建築計画上の要求と、下層にいくに従ぃ末広がりとなる自然体の力

学的合理性を追求した結果 、低層部に斜外住を設けた現在の構造体によ って

高層部客室直下に宴会場 ロビ一等の大空間を設けた安定感のある超高層建

築を可能とすることができたのである。

構造設計に際してとくに配慮、した事項を以下にのべる 。

11階以下の外周斜住の勾配決定にあた って 、外周斜柱の延長線の交点が建物

のI也長時水平カ霊心より上部に位置するょっに与一慮し、地震時に逆位相の水

平変形が生じないように配慮した。さらに 9 階以下の低層部に位のない12か

な笠 IUJ を可能とするため、高層音11客室の内柱を 81諸機械室にトラスを設けて

支持した。 9 階以上の高層部分は、純ラーメン鉄骨造とし、ホテルの客室憐

成の自由 j支を泣かにするょっ自己rM. した 。 また、中廊下サイドコア方式の平面

プラン上の要求および設備配管 ・ダクト ・フアンコイルユニ y トの納まりを

J々.a: して、外住列に組立てボ y クス 位、内位列に組立て H伎を用い、桁行方

向 ( G 方向 ) の水平低抗は、主に外柱列のポ y クス柱 2 架構によることとし

た。宴会場 ・ロビ一等にf変われるため比較的高い階高が要求され、 l次抜等に

より昔11材配位が若干乱れる 8 階以下の低層部は、高層部との剛性分布の連絞

性を与1議して、鉄骨鉄筋コンクリート造とした。また、低層部において外周

伎を傾斜させることにより地良時に建物に作用する層せん断力の一部を柱紬

力として処理し、曲げモーメント ・水平変位を減少せしめることができた 。

地下 3 ・4 附の! 駐111場階では、. ! j I mI 部分に鉄筋コンクリート耐力墜をバラン

スよく配置することにより、鉄筋コンクリート遣とすることができた。

J在礎I也業は、場所打コンクリート杭を用い、ベノト工法とした 。杭先端は、

支持層下百 Ｑ Ｑ のｴｊ ｾｦｬＧｴ 粘土層の ［ｪｦ ＳＭ竿ｰＮを考服して安全性を検討し、 ｇ L - 2 8 . 6m以

襟の大阪層群上部洪積砂陣営層 ( N値50以 上) に支持した 。

設日開き GL

ヨこ Jij l  

"e  

設計用層せん断力係数は、予備池袋応答解析より設定したが、 1 階で桁行方

向 ( G 方向 ) 0. 145、梁間方向 ( B 方向 ) 0. 186、と比較的大きな値となった。

また 、本建物の一次固有周期は桁行方向 ( G 方向 ) 2. 46秒、梁間方向 ( B 方

向 ) 2 .43秒と建物形状を反映して比較的短くな っている 。

V 基準階床伏図
. 8方向断面図

高層部鉄骨大梁には、同一剛性に対し強度コントロールの可能な水平テーパ

梁を用い、経済的な設計につとめた。水平テーバ梁の塑性変形時の耐力およ

び変形性能については実験を行 って安全性を 雌認した。欽骨粗i ・梁の接合に

は、主に現場溶接を採用したが、その施工に| 努しては、溶接工技1，1附1J f I 試験

を行い 、 また超音波探f{!j 試験による1 j :・理を徹底して行 った。

本建物が、大阪南地区における 100 m をこえる唯一の超高層建築としてその

ユニークな姿を酸出している現街、大阪の新しいランド' 7- 1 の建設に微力

ながら貢献できたことに喜びを感じている。

<G 
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岡 本 達 雄

生年月日 昭和23年6 月16日

最終学歴 昭和48年3 月京都大学工学部挫

築学科大学院修土諜f' E終了

!l'; 歴 昭和48年4 月竹中工務f占入社、

作品経歴

大阪本庖設計部榊泣識に勤務、

事UEに至る

朝日生命十三ピル、守口 MI Dビル、三宮

ピル東館、 バウ リスタ本社ビル、明治生命

錦ビル、関西興業御堂筋ピル、オー ・エム ・

ホテル日航ビル、関西' 屯力鳴尾センター

すいせんのこと ば 芝辻直弥

建築の多機化と技術革新にともな

い、f ，VI i立. l 主計者にむ多岐にわたる

能力が必須とな ってきた。 彼は入

社以来、その一つ一つを紛極的に

自分のものとし、- 111当した. t i 務に

力を 注いできた。こ こに紹介する

オー ・エム ・ホテル日航ピルはそ

の一つであるが、諸条件をよ〈克

服し、手際よくも抵めた。

青年技術者のことば: 1此近、 1釘を歩くと昔風の家並みの中に、 i歳酒な

人目をｾ I  < 主I l 物を見かけることが多い。昔、建築雑誌でしか見られな

かったような ｩｬｬｾ が、われわれの身近にあるようになったＮを｝Ａ築を志

し、，注築美に傾倒l し、その創作へのな欲を自らの技に邦準した技術者

i主の存 iE を、街のあちこちに !感じ る。官界 大資本主導盟で始ま った

日本の近代建築も、怨築に対する苦ｾＪの多械化 ・ 高級化傾向と相ま っ

た洗練された建築技術者逮の活躍によ 1) ，普及矧を迎えているように

思われる。手Lは、このような時期に、機能的 . ' "的2E問を社会に提供

できる怨築設 ｊ 十という仕‘ ｊｾ に ｊ 聾わることができることを、うれしく思

う。ヨーロ y ハの街並みが、長い l歴史の変澄とま芸術家 ・技術省述の努

力によって凪 ｬｾｲＨ｜ と ｊ 再ち ｊｦ きをもった担かな空間を持ち得たように、日

本の街並みも美しく生まれ変わっていくであろうが、私も一位築設計

おとして、その変革に此献できるよう、より紛i . { 主していきたいと思う.



ポートピア， 81 国 際 広 場 の 構 造 設 計

本建物は昭初56年に開催された神戸ポートアイラ

ンド時覧会の諸施設の一つである。全体の平 l而Jf3

は、 - jll 約 51mの正方形で、屋械は中央官11を椛成

する桁阿放物商 ( E P 曲 面 ) と、その各辺から突

出した 4 枚の7，f E P 曲面で構成されるス ペースフ

レームである 。

上部構造は鋼' 1 まからなるシステムトラス (メ ロー

システム) を係用し 、下音11の 基 礎 は 、 直 接 基 礎 形

式で砂障壁層に支持させた 。 基礎の配; 丘は、上古Ilfi 'lt

造 か ら の 偏 心rtl lげが生じないよう努めたが、各位

荷重によ って生じるスラストと偏心IIIJ げに対して

は、 一基躍を梁を設けて対処した 。

E . P シ ェ ル 面 の 力 の 流 れ に つ い て

本建家の憐造設計にあたり、とくに検討を要した

のは、 E . P ; ，. - ェル聞が自重および風を受けたと

き、力がどのようにしてシェル面を流れ、基礎へ

伝わるかを把濯することであ った。 応 力 解 析 は 全

部 材 ( 上 ・下依材、斜材) を 、そのままモデル化

した粉t ) : 解を得ていたが、さらに「力の流れ」を

見るために、 図 のように、立体トラスを線材て' 構

成される構造モデルに置換して解析した 。

この置換モデル解と精n : 解との比較を 表 に示す。

これらの結果からt 1 換モテソレ解は良好なi l i : f以を示

した 。

ポート ピア '81 国際広場

段肘髭理 神戸ポー トアイランド博覧書協会

日漣段計

ｉｬ ニ ｾｗ｜
表 風 荷 重 応力比較 l ［Ｚ［ｾＺｩｾＩ＠
( 応1 mグリ v ド制2. 12m当たりに検n : した b町 )

|ふ
置換モデl レ解 f，'1 n : 解

① ( ー! 日) (弓j!?:)

② ( 二長) ドサ)

③ 
( です) ( で号)

④ 
( で与) ( で与)

⑤ ( 三共) ( 斗許)

⑥ 
( チ廿) (4jf十)

⑦ 
( デご) Ｈｾ許Ｉ

神 戸 国 際 展 示 場 の 構 造 設 計

大屋根の設計

まずトラス形状は、設備ダクト等が内藤でき、建

築的にはト y プライトが取れるように、 図 のよう

な三角形の断而とした 。

屋 十艮簡の温度応力は、 トラスをピン、ローラ ーと

して温度変形を逃がし 、温度応力が入らないよう

にした 。

トラス端部のテe ィテールは、弦材、斜材およびト

ラス受け梁の偏心がないように配慮した 。

神戸国際展示場 段計監理神戸市住宅局営纏部・目建股肘

ロ ロ

日

、.
I  

E7三. 1I 三三1

・・・・・・・田園園一ーーーーーーーー

@  ③ @  

ピン端

(全部材モデルー 精算解) 解析モデル図

神戸国際展示場断面図

⑨ @  ⑦ @  @ ①  ③ @  

園
。
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原 克 巳

生年月日 昭和23年 11月24 日

政終学歴 昭 和49年 3 月平稲聞大学大学院

建築械造修土 聖位修了

業 務 歴 i沼制49年 4 月日処設JI 入社

作品略歴

住友生命高絵ピ J レ(似動解朝日、 4事国聯合鉄

鋼釜山第 2CGL. CCL、京都市中央卸光市場

第一市場第二期、神戸国際展示場、神戸国

際交流会館、ポートピ 7. 81 ['1際広場. 吹

凶市民病院、日凶体 rli 立総合体f J 館、南海

不動産堺東ピル

すいせんのことば 内田直樹

榊造設計にたずさわるおーの対象徴

域は、より広範で、俊雄化し、国

内のみならず if，t外までJl よがりつつ

あります。このような中で、もの

にこだわらない大らかな性佑と柔

軟な発想、で、中li り強! <  f.土・1'. をまと

めてゆくひたむきな姿勢をもっ l瓜

君の将米に大いに期待しています.

青年技術者としてのこと lぱ正 「木を見て ｴ森長をｽ見 Ｑ ず ｊ の己 ｣ｬｾ 楽長があるが、

h桃iY; A造圭設; 計十の仕

り、バランスをとることが大切であると思っている 。 Ｇ ｬｾＧＪ 且 の ｩ 選定、 ｊ 也

業の決定等、村』泣J十四と制H百[1のディテーノレのおさめむそうであり、図

面や仕機 ｩ Ａ ｾ Ｚ のまとめも、またそうである。応力解析でも、コンビュー

タによる純1かい 31 鮮の - } j で、手，l ! " } } やl情}1 で全体を fEfhl することが

より大切である 。

設計行為には、適切な判断} ) と決断 j) が必裂であり、それを主えるの

は、体力と多くの知見とである 。これからも .m. に「水もはておら見て J

の気構えを忘れないようにしたいと思し、ます。



ア ン ボ ン ド 工 法 を 用 い た P R C構 造 の 開 発 と 応 用

1  は じ め に

建築椛造物にアンポンド鋼材を用いて P R C  精 進

(第 III 段 P C構造) とすることは、従来のコンク

リート構造物の品質を高める有力な方策として最

近注目を浴びている。それは耐久性に関連して主

として「ひぴわれ制御J の目的で用いる手法と言

えよう 。 以下に紹介するのは、上記の目的が成功

した笑施例と、新しいフラットスラフ' 構造への応

P[ ton)  
写真一 3 実大架構実験

< v的手盟申i

10  15 

図ー 1 アンポンド PRCはりの曲げ破壊実験2)

用である。 ンクリート墜にひびわれが発生していない。

j各 西 高 島 屋 ( 写真一 2 ) は、 同じ主旨でアンボン

2  . 満 点 商 会 阿 倍 野 営 業 所 お よ び 洛 西 高 島 屋 ドP C を導入した大規模庖舗である。そしてここ

図 - 3 荷重 一中央たわみ幽線引

の 設 計 と そ の 確 認 実 験 でも同様な成来が得られ、壁のひびわれ対策とし 造の特質を組み合わせた構造として、鴻池式フラ

ッ トスラブ( ラチススラプ工法) の研究開発を行

った。すでに、当構造によ って設計し た建物は数

例あり、現在施工中であるが、これに先立ち、実

大架構実験を行って( 写真一 3 、 図 - 3  )、 地工性、

満 点 商 会 阿 倍 野 営 業 所 ( 写真一 1 ) は、延べ 500 てのアンポンド工法は、規模の大小に関わらず有

肘余りの小規模事務所である。設計上の特徴は、 効であることが確認された 。

壁の収縮ひびわれ対策としてのアンポンド工法で 一方、梁を P R C造として 、 R C梁のひびわれを

ある 。 アンポンド鋼材を水平方向に配し、壁の周 制御する方法は、両者の建物で共通して係った方

辺フレームを介してプレストレス量約 10kg/ cm'を 法であるが、これを実験で確認してその特質を把 ｾＮｰ ｦ 造特性を確認、した ＿

与えた 。竣 工 後 2 年近〈経た現在も 、打 ち放しコ 援した。すなわち、 R C造と P R C造を比較実験 ラチススラブ工法とは、図 - 2 に示すように格子

状に変l写して、ラ ーメ ン精進より低い階高と 、従することにより ( 図ー 1 )、 P  R C造が変形およ

びひぴわれの復元性に優れた性能を持つことがわ 来の等厚フラットスラプより少ない材料となるよ

かり、設計意図の妥当性を確認した 。 フにしたものである。そして 、これにアンポンド

P C を導入し、ひびわれ制御を行った。一方、柱

3  . 鴻 池 式 フラ ッ ト ス ラ ブ の 研 究 開 発 頭部廻りのパンチンクa磁波に対しては、高強度 P

前記の実施例は、壁または梁という単一部材への C 鋼線によるスパイラル筋を柱 スラプ接合部に

ア ンポンド工法の適用であったが、つぎに紹介す 配して、その靭性を高めるようにした( 写真一 4 )。

るのは、フラ y トスラ 7' 架織に応用して新しい構 *  

造形式を形成しようとする試みである。 実験の結果は、開発意図を満足するものであった

が 、今後の設計施工を基に して、 さら に 当工法を

写真一 1 建訟場所大阪市阿倍野区帰路町

フラ ッ トスラブ構造は、階高の低減、天井空間1の

有効利用、施工性の良さなどの商から、わが国の

時勢にマ ッチした精進として、最近とくにその要

望が高ま ってい る。しかも柱スパンを わりに大き

くとる要求が強い。このような架椛を経済的に 、

しか も振動障害や過大なたわみ、ひびわれを制御

すべ〈、従来のフラットスラブの利点と P R C構

発展させてゆきたい。

満点商会阿倍野営* 所 建築面積 197m'

写真一 2

洛西高島屋

延床面積 565m' 

規 模 地 上 3 階および応屋

建設場所京都市西京区大原野* 境谷

建築面積 4 ，780m' 

延床面械 11 ，856m' 

規 !l! 地上 3 階および俗ほ

世 ( J ) =j - ; I と 盤 巨豆豆亘眼目7 ラ y トスラブ純

図 - 2 清造形式の比較

写真 - 4 柱頭部のスパイラル補強筋
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士謀総 (建築学呼攻) 修了

業 歴 ｈ 召相 ＴＸ 年 Ｔ 月鴻地車 ｾｬ 入社、大阪

本府設計部勤務

昭和53年 2 月上六市街地再開発

ピ ル '1' 1;場

昭和55年6 月大阪本応設計部、

現イ正に至る

作品歴 ( 柑i造 )

泉北ヤ ングタウム〆 第4 J湖、 三平日銀行千日以支

庖、 liij 国産業殺物サイ口、ぽj 池本社ピ J レ新

館、: 前占商会阿倍野営業所、 i告菌防 ':"i 座、

住友共同住宅武 Ｏ［Ｑ ，川 ｾｦ

すいせんのことは' 白石静ニ 青年技術者としてのこと( ; ! : 耐久性のある建築物への要求が、近年と

P R Cの特性にー早〈目をつけ、

数回の笑験的研究と実証的応用の

車古来、鴻池式フラ ッ トスラブ( ラ

ティススラプ工法) の I l 日発を成功

させた 。

彼のもつｾかな独創性と的確な判

断力の賜物である 。これからの時

代を担う構造抜術者として、その

資質に期待するところ大である 。

〈に高まっております。怨築椛造物には、その企画段階から設計 地

工を経て維持 ・管理に至るまで、多 lEの人的あるいは物的エネ l レギー

が投入されます。一方 、 「良質な社会資本のt草川町」とか、 「資源の有

効利用J とい った社会的要紛が高まる中て¥さまざまな建築手法が模

索されております。

こういった状況にあ って、 「アンボンド工法を用いた P RC構造」は、

コンクリー卜柿造物の品質を高めるとともに経済性を地すための有効

な手段のーっと 言え るでしょう 。しかし、技術は常につぎのステ y プ

ペの経過であり、いつにな って も完成されることはありません。時代

とともに、社会の要約もますます多様化すると恩われます。

これに対して、- 1 ' 1 . 達は常に柔軟な発怨を持って 応用的研究を i些め、新

しい技術の発展に寄与してゆくことが必要と身えております。



神戸ポートピアホテルの

電気設備

1  は じ め に

ホテルは建物の性格上、容に対しては安全と快適

なサービスを提供し、ホテル管理上は当然のこと

ながら省力化と省エネルギー化を計る必要がある 。

基本計画に参加l した時点より、 このようなホテル

の特殊性を考え、( 1 ) 安全性、 (2) 快適性、 (3) 省エネ

ルギ一 、(4 )管理I l の合理化、 (5) 保守の容易きと故障

時のパックアップ 、(6) 経済性を設計テー? とし 、

各種検討を行いながら、笑施設計をまとめた 。

2  . 受 変 電 設 備

建物の性格上、年中無休で 24時間運転を前提とし

て考え、保守および故障時のパ ックアップ対策と

して、下記の考慮をした 。

(1)電力引込方式は 、送電線の停電時にも 切 替受電

ができるよう、本線、予備総の 2 回線受電方式と

した 。

(2) 電力会社の P C T は 2 年 l 回、停電作業にて定

期検査を行 うため、本ホテルでは P C T を 2 台設

置し、切り替え作業により全館停電とならないよ

う考慮した。

(3) 主屯気室よ り冨IJ i [ 気 室 ( 3 ヵ所) へ供給する高

圧幹線は 2 回線とし、保守H寺および事故11寺に1; IJ替

送電ができるようにした。

(4) 各電気室の変圧総は複数台設置し 、事故 l侍の波

及範闘が小 さくなるよう考慮した。

3  . 非 常電 源設 備

発電機の容量; は、火災停電の場合に防災動力に供

給できるよう消防法、建築基準法に準拠して決め

た容盆であるが、一般停電時の運転方法として、

下記の考慮をした。

(1)全館停電により ノマニンク状態とならないように

I'J 電気重t引

6. 6KV2回線

メイン ラウンジ 外 観

するため、非常照明はバ ッテリー供給から発電機 (2) 空間の光による演出

電源供給に切り替え、長時間の停電ても全館が其 各空間の目的に合 った照明総具と光源の選択を行

つ l培にならな いようにした 。 い、また、宴会場、レストラン等には調光装置を

ＨＲＩ 客室の 電灯コンセント、エレベー夕、給排水量 ｾｊ 設け、光による泌出と寡聞気づくりができるよう

力等に対して供給できるよう考慮した 。 計画した 。

(3) オイルタンクは 、発電機を連続して 2 日間運転 (3) 省エネルギー

できる容量とした 。 高効率光iJ点の採用と、照明点滅回路の紺i分化 を行

った。とくにメインラ ウンジはト y プラ イトの中

4  . 電 灯 動 力 幹 線 設 備 にメタルハライドランプを設け、外光の状態によ

・配電方式は、経済性を検討し、動力は 3 o  3  W り、 三段階の点滅ができる ようにした 。

420V (一部210 V ) 、電灯は 100V 負桁が主なので (4) 保守に対する自己! 昔、

3 世4 W、182/ 105 V を採用した 。 lli ll 開計画と並行して、ランプの取り替えおよび ii 'i

- 客室の氾灯幹線は 、施工性 、経済性、保守性を 州方法の検討も行い、メインラウンジのシャンデ

検討し、各答室のパイプシャフト内にプレプラン リアは電動弁降式とするなどの自己@: をした 。 また、

チケーフ' ル工事を行った 。 白熱灯は 110 V 用を使用し、シ ャンデ リアには降

圧用変圧総を設けるなどにより、ラン 7 ・の長寿命

5 監 視 盤 設 備 化を計 った。

・保守および管理面より、1 I l 皆防災センターには

防災盟主祝重症を設置し、受変m、空調 、衛生設備等 7  弱電 設備

の中央監視悠はエネルギー隙 31l 皆に設置した 。 答へのサービス、およびホテル迷営管理! の合理化

・防災監視盤は 7 イクロコンピユータを導入し、 のための設備として、放送設備 ・テレビ共同聴視

各位情報を C R T に表示して民視制御が適確にか 設備 ・ラジオ共聴設備 ・メ イドコール表示設備 ・

つ速やかに行えるシステムとした 。 メッセー ジラン 7 ・表示設備・ ルームステータス表

・中央監視盤にもマイクロコンビュータを導入し、 示設備 ・ポケ y トベル設備 ・インタ ー ホン設備"

各粧の自動監視制御により省力化および省エネル 防犯設備 ・電話設備 ・ホテルシステム設備などの

ギーが計れるよう巧，，@: した 。 弱電設備を設けている 。

6  . 照 明 設 備 8  . お わ り に

照明計画を行う上て¥下記4E項を主要コンセプト

主電気室

同高変断とした 。

基本計画から参加し 、代表的なシティホテルの設

討を経験できたわけであるが、ふりかえってみて、

当初に目標としたいくつかの設計テー 7 の 中で十

分満足できなかったものもあり、反省している 。

高崎気室.2
I  I  ( 1 ) 明るいイメージ

二二c ; : 誼 このホ テルに対するオーナの基本コンセプトでも

H一: : =J - あったため、既存ホテルより全体的に照度 U P を

引込晶 ｾｲｪｪ 器霊 L 一一」 計った 。 とくに宴会場は多目的に 利用 し、会議の

園崎気室11J  22KV2回線 6'. 6KV2回線

電気のシス テム ときの書類が読みやすいよう十分な !l ¥l . 度とした 。

また、竣工f去の種々の問題点調査や光燃費使用量

制3' l : を現イF も行って おり 、このような経験をつぎ

のホテル設計に活かしたいと考えている 。
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森 崎 実

生年月日 i昭和22年11 月12 日

五t終学歴 i昭和41年広島県立広 }J j 工業向校

電気科卒業

;(i 歴 昭和41年日建設計入社、設備部

に所属し、現伐に至る

主な設計J ; ' ( j 括経歴

- 福岡県庁合議会保

紀陽銀行事務センター

神戸ポートピアホ子 J レ

神戸国際交流会館

目ポートピ 7' 81 ( 協会縮設ほか)

・ 南海不動産堺東ピル高 ｬｌＱ 昼堺底ｬ｜Ｇｩｾ Ｈ 脇工ＧＱＧ Ｉ

・大ピル全日空ホテル [瞳工中 )

田崎，A ，味本社 {施工111)

すいせんのことば 畑正日月

入社以来 、設計、現場と 1225な経

験を積んだ森崎君は今、月旨の来り

きったＩＱ寺 ｊｾｉ である 。 持ち前の快活

きと恵まれた体格で頑1;*り屋の彼

は、社内の人望も厚い。

理想と現実を見究めながら仕事に

取り組む点按な姿、彼こそ最も青

年技術者としてふさわしい青年で

す。

青年技術者と してのことば : 今日ほど建築設備に対して各般の社会的

要求が高まったのは、過去になかったのではないかと 思い ます。省エ

ネノレギ一、省力化対策、防災設備の強化等、われわれ設備設計者をと

りまく環境は目まぐるしく動いています。また、エレクトロニクス革

命といわれるくらい 7 イクロコンビュータが普及し、建築設備機器に

も数多く使用されています。

このような状勢の中で、設1lU設計者・には「物」の価値判断を強〈求め

られています。

そのためには、常に新しい知識を l吸収し、コストとのバランス感覚を

もって、マイクロ (I(J に「物」を凡て巧え、通確な判断ができるよう努

力したい と巧 えています。
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個 室 全一集合住宅計画ti

現在の集合住宅は内的要因を持って集{ 主していないのが今目的状況であり、それを支えている共通恭盤

は経済性、機能性のみとさえいえる 。それらの追求は段々の生活の場で各人の分裂を生み、精神的紳を

持たないままに集{ 主体が形成されてきた 。 また、その追求は均質化、画一化された空間、装置を生みだ

すこととな った。

これら今目的状況に対し、 ホ個の論理" なくして、集合住宅としてよ長{ 王ならしめることは不可能でレあろ

う。個の拡大 、いわゆる f聞の主張 、自我の維イ呆がなされた上て¥いかに共同幻恕、共通感覚を持ち続け

ることが出来得るかが集合住宅としての成立要因であろう 。

本計画では、個の存立を確保し得る住戸ユニ ッ トを基本とし、それをシステマティクに構成し、平面的、

立体的に多様な住空間1 ( = 全 ) を創出することを意図した 。
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作 品 経 歴

日本往築♂t 会近畿支都卒業 t官汁入賞

泉北ニ ュー タウ ン光明地地区，、ウジング

プロジ ェ ク卜設計競技 AJ 也区入11

J NSTRUCTORS TRAl NJ NG INSTJ TU  

TE 国際指名設計競技入選( イラ 7 政 府 )

J NSTJ TUTE OPERATJ VE TECNOLO.  

GY国際指名設計競技人選 ( イラ 7政 J{.f )

. N . N計jilij ハウ ジングプ ロジェ クト指名i

ｾｉ Ｍ ｮｮ 技入選 Ｈ 大同建設 Ｈ 附 Ｉ



逆 日 影 計 算 プ ロ グ ラ ム

の 開 発

1  開発意図

そこで、本システムは設計情報量の少ない企画 ・ J割iの性能を発揮できるようになった。現在では、

基本設計段階において、形態規制と同様に日影規 一極の C A D システムとして企画 ・基本設計段階

制から 直接的に建築可能な領域を求め、設計に必 で多用している。

要な情報を「一校の図面j で提供することを目的

として開発したものである 。 3  . そ の 他

大型コンビュータによる会話型処理指向は、ハー

斜 線制 限や高度指定な どのような形態 規ff，l] は 、直 2  特 徴 と 機 能 ドウェアの低廉化もあり、ます ます盛んになって

接的に制限領域を示すものであるのに対して、日 敷地境界線 ・方 位 ・用途地域などの敷地情報と道 きている。このような会話型システムの利点は、

影 規制 のように規制方法と日影時間だけ を与 える 路幅員 ・河川幅員 ・公図範囲などの周辺情報を与 人聞の判断や認識能力を高頻度に利用できる点に

や り方は、間接的にしかその制限領域を 示してい えるだけで、斜線制限領域および日 ;;!3規制による あるが、会話型機能を持たせることによりシステ

ないといえる 。 したが って 、形態規制は制限領域 建築可能領域を合わせて求め、平面図 ( 図 3 ) ・ ムはより複雑化 ・大型化し、 コンビュータの C P

を確保しながら計画をすすめることができるのに 断面図 ・ア イ ソ メ 図 ( 図 2 ) などを作成する 。さ U 負荷も増大する 。すなわち、プログラム開発 ・

対して、日影規制では 図 1 のように、計画し設計 らに、斜線制限や日 ｊｕ 規制 Ａ の計ｾＺ 機能 はおのおの 利用維持にかかわるハ ドウェアと人件費の負担

したあとでつねに日彬図を作成したり、 「日! 問、チ 単独に稼動させることができるので、彩響領域を が大きくなる。さらに、操作に不慣れな設計担当

ャート J で検証するという手順を繰り返すことが 個別に知ることができるようにな っている 。 こ う 者が直接コンビュータを利用することによる経済

必要となる 。 こ うした検討作業は 、設計者にとっ した計算機能のうち日彩規制の解析部分て" は、再 的効率の惑さや、ミス ・誤用の危険性も無視でき

て心理的 ・物理的負 i. ! l . が大きく、自由な発想を妨 現性のある客観的な解と、求める容積が最大にな ない。

げる こと にもなりかねない。 このため、会話型処 り建築床面積を可能な限り大きく取れるようにす そこで、このような問題解決の手段としては設計

理によ って入出力を容易にして試行錯誤が高速に るため、最適化計算機能を全面的に取り入れるこ の思考過筏と会話型処 理 をリンクさせたシステム

行えるようなシステムも試みられているが、誰に とにした 。 こ のような大規模 問題に最適化 Ｓ 十一ｾＺを よりも、むしろすべての情報を一度に提示できる

でも利用する こ とは難しく、岐本的な解決法とは 適用することで、多くの困難な問題に遭遇したが、 方式の方がよいと判断し、あえて一括処理方式を

ならない。 外部の研究者より指導をつけ実用的なコストで所 採用した 。

図 1

実務設計における日影

計算の利用

OSAKA( 35・∞ .135'・30' )12月22日太陽車線{ー23・21) 8時∞骨ー16時∞分
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中 元 三 郎

生年月日 昭和22年8 月9 日

最終学歴 i砲初43年 3 月大阪工業高等専門

学校1tI 気工学科卒業

業 医日目初43年4 月安井建築設計事務

所入社、現在に至る

作品歴

日彬計n プログラム その ー1 - その 4  

i亜日彬計算プログラム その l ーそのー 2

ｾＩｪｪ重設計 用プロ グラム そのー I ーその - 2

各術空調負荷対l'l朋 プログラムなど

発表論文

目彬，11'.1'l プログラム r SHA D O WY .3J  s  54 、

主n築学会

日彬計算に l刻する結問題、 s 55、主s築学会

「逆日影問題J にl則する - . Yj 娘、そのー 1 -

その - 3 、s 55.  s 旬、 s 57. 建築学会

すいせんのことば 辻 英 一

設計・設備 . f，'/i造な ど既成の職能

意識から脱皮して、設計業務の境

界微減にある ｩ 諸問 ｾｈ こ取り組み、

綴箸; な思考とトータルな視野をも

って着実に新技術の笑用化を推進

してきた。今後のコンピュータリ

ゼーションには不可欠な、たのも

しい人中オである 。

青年技術者としてのこと (; C 最近の建築設計では、ソフトウェアが充

実していることもあり、コンビュータ処理を前提とする業務が地加し

ている 。設計業務のコンビュータ 平IJ mは試用段階から実用段階に入っ

たといえる 。その反面、情報公の T;': ) mによる混乱 ・プログラムの誤用

・利用体制の不備による ミスの発生など、さまざまな 問題が顕在化し、

コンピ ュータの有用性が問われだしてもいる 。

私は、利用頻度の少ない設計者自 らがコンビュータを直接利用するよ

りも、理論 ・適用範囲 ・モデJ レfじなどプログラムを熟知l した専任者に

- . i ' l : した処理を委ねることを基本とした方が、本来の設計業務に専心

でき、プログラムの誤用を防ぐこともできると考えてい る。さらに、

プログラムの開発にあた っては建築関係以外の技術者 ・研究者との協

同をすすめることにより、異なる分野の1 s . 知を結集でき、思わぬ解決

方法をみいだせる問題も多いのではないかと思っている 。
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地 域 に 根 ざ す 庁 舎 建 築

光 安 義 光

S  はじめに

敗戦後、日本の興隆に伴い、庁舎建築も新築されてきている 。そ

れは経済の動きにつれているようで、大雑把にいって四期に分けら

れないであろうか 7

1952年、 1962年、 1972年、 1982年と区分され、わずかながら時代

性も感じられるようである 。

i  1952年代 一 一 都 庁 、 神 戸 市 庁 舎、香川県庁舎など。欧米

に立ち遅れている現代技術への渇望は熱気となって建築界を奔流し

ていた 。幾つかの建築を通して背景となる工業技術の彼我の差を見

せつけられる患いがした 。 そっして伝統への回帰が論ぜられ、足を

地につけていくのである 。

ii 1962年代 一 一 愛知県分庁舎、神奈川県庁舎、兵庫県庁舎

など。この頃では鉄鋼業等基幹産業の発展は超高層建築技術の自信

を深めていた 。庁舎建築も後期としての意識を強め、兵庫県庁 12階

建てのことく高層化し ていき、特別の抵抗感は薄れていくのである 。

この後期に高層庁舎建築が申し合わせたように、つ ぎつぎと実現し

ていくこととな った。

日i 1972年代 一 一 東 京 オリンピ ックを過 ぎ、大阪万国博覧会

を迎えて、日本の経済力の足腰が強くなった笑感は建築界にも投彬

して、何でもできるという自負をわれわれにも与えてきた 。 目覚ま

しい建築群にまじ って、庁舎建築は 目立たぬ存在でもあった 。

西宮市、伊丹市、 北九州市庁舎など好感のもてるものが実現して

いるのだ った。それは許され る技術の駆使と機能の分析で、いかに

もファ ッションショーのよっに華やかで市民の目をふと 、庶民の生

活から遠ざけてしまうほどのものだ った。

そんな時にオイルショ ックが訪れるのだが、下痢剤の効果をもた

らしたというべきであろう 。

iv  1982年代 一 一 姫 路 市 庁 舎 、 赤穂市庁舎、倉敷市庁舎、宝

塚市庁舎など。10年五IJ みに展開してきた庁舎建築は 、実に固まぐる

しく動いてきているようである 。倉敷、宝塚、大阪 ( 一期 ) の各庁

や や さま

舎が、梢々趣と表情をかえて、クラシックな様を呈しているのは、

何かあるのだろうか?

私は一つの目途の明確な建物が表情を変えるのは、内に 対応する

充分な理由が原因であると考える 。 i 、 11 、111 、 IV のそれぞれに時

代の背景がある 。当然各値要素は同一であっても、要素聞のバラン

スに変化が起きているのだと思う 。

建築設計とは、そんなバランスを時代の中に読みとって形に定着

するのであると 考える。空間の内 外における 表情はその結果なので

ある 。

S  意識調査

住民意識の昂偽は、地方の時代と H品われてきた 。これが庁舎建築

の空間の扱いや平商計画にも表現されて当然と思う 。1982年代とい

うのは、それであり、設計者は、住民の意識のあり方を係求したの

30 住 築 とtJ 金/ 1982年 1111 甘

であろう 。地域環境の歴史的な構成に視座をすえて、住民意識の流

れに対応しているように見えるのである 。

私も以前に、市庁舎に対する住民の意識調査をするための下調査

をしたことがある 。

表 1 のごとく、 20項目を設け20点集計方式でアンケートを求めて、

因子分析をしたものである 。不備なものとはいえ、市庁舎に対する

一つの意識を把躍できるのではなかろうか。

集計されたものを、因子分析し五軸を得て、それぞれに相関係数

の高いものを括って考えてみよう 。

第一軸には、市のシンボルとして意味をもたせる・ ・・・ ・0. 5。 色彩

のある華やかな空間とする ' 0. 37。大部屋的プランニングでフレ

シキピリティをもたせる Ｇ Ｐ Ｎ ＳＶ 。 外音 ｛ｉｾ 聞は市民の ふれ合いの場

として開放する …… 0.25。前庭に彫刻、池、樹の舗設をし市民に安

らぎを与える … '0.23。第一軸は、内音[1空間、外部空間の多彩さと

開放的で有機的な述繋を示している 。

つぎには、官街地区または文化施設街区などと想定する 0.35。

行政執行 ・審議機関のそれぞれを独立させて計画する … 0. 37。第

二紬には 、行政・審議の機能分雌の明確化と地域性能を旅立すると

している 。

さらに 、窓口 業務には市民サービスのスペースとして圧迫感のな

いものとする・ 一0. 6。 職員のためにも律動的な笠問機成が望まれ

る・・・・・ 0.5。市民に親しみやすい場とする・ . . . . .0.36。第三車Itl は、イ

ンテリア、テザインとして律動的税近感ある空間がイメージされて

いる 。

第四紬としては、官庁建築として端正堂々とした外観が好ましい

0.35。市のシ ンボルとしての意味をもたせる ・・・・ 0. 5。 色彩の

ある華やかな空間とする ー…・0. 35。 これら一群から市民は庁舎建築

に対し城的イメージをいだいているようである 。

第五軸では、最新の工学的技術でその年代の代表的建築でありた

い…・・・ 0 .4。 市民に情報を提供する ー 0.35。官庁建築として端正

堂々とした外観が好ましい ー・ ーー0. 31。このように市民への情報提供

する代表建築である 。 これは第四軸の城的イメージと共通する性絡

といえる 。

市民の市庁舎に対する意識調査をし、因子分析をなし 、そのイメ

ージとして抽出すると、以上の五輪を得たが、単に機能を満足する

建築ではなく、むしろ環境形成に果たす効用を充分に認識している

のである 。 さらに、誇り得る城を求め、内外空間の有機的融合を期

待している 。

昨今、新築される庁舎には、このよつな市民のイメージが適確に

表現されているように思われてならない。例えば、宝塚市庁舎、倉

敷市庁舎、姫路市庁舎に如実に市民の志向がある 。

因子分析した結果も、流動していると考えねは、ならない。市民に

アンケートをとること自体動いているのである 。要求の多傑化は他

の統計を見ても明らかであり、これは年月とともに変化する 。われ



表 1 i市庁舎建築」のイメージ ( 図子分析による )

M!  

l  最新の工学的技術でその年代の代表的建築でありたい

2  市民に情報を提供する

11 官庁建築として端正堂々とした外観が好ましい

5  市のシンボルとしての意味をもたせる

14  色彩のある華やかな空間とする

17  大部屋的プランニングでフレキシピリティをもたせる

7  外部空間は市民のふれ合いの場として開放する

13  前庭に彫刻 ・池・ mの剣i設をし市民に安らぎを与える

10  窓口業務には市民サービスのスペースとして圧迫感のないものとする

9  職員の ためにも律動的な空間構成が望まれる

3  市民に親しみやすい坊とする

20 官街地区または文化施設街区などと想定する

12  行政執行 ・審議機関のそれぞれを独立させて計画する

8  専用事務所として合理的設計をなす

4  非常の災害時に人心の拠り所とする

18  適当な広さの室として分割l区画する

15  時間 外でも市民サービスを可能にする

6  行政の府として静的な空間を計画する

19  広〈見透しの線を大切に開放プランを計画する

16  コンビューターシステムを取り入れ平面計画する

われは設計に際し、その都度調査しなければならない 。

地域に根ざ す庁舎設計は、イメージを追えばできそうである 。意

匠として型 に凍結するこ との困難さを、反対に強〈感じるのである 。

S  地域に発生する 1 %文 化

ここ 二 、三年来、 1 % 文化 という言葉が唱えられ建築地設に反 映

されている 。兵庫県 、神奈川県、奈良県等々に顕著なようである 。

無 l床乾燥な コンク リー卜構築物で、雨露を凌げは、ょいといった戦

後の風iIv! から我に帰って 測 し、を求めてきた住民感情を迎えたところ

に、 1 %文化の発想があるようである 。予算措置の上から 、工事費

の 1 % を削 って文化施設を 37s えたところに 、当事者逮の苦悩を見る

のである。かえって 地域を ';rtl < 意識した結果でもあるといえる 。

フランスの文化庁では、上手くからこうした制度があると |甘い 、てい

たが、 10 %どころではなく 、続いた記憶がある 。彼我の文化伎の差

が余りにあ り、 われわれの文化 とい った受け取り方の 、皮相浅草草、

便宜主義的な様はむしろ而 i吹ゆく恥ずかしし、 。

村野l燦吾先生は 、対談や替の 中でしは、しは 、っさのように述べら

II III W V  

0. 00 0. 47 - 0 .28 0.15 0 .4 

] …醐0. 08 - 0 .45 - 0 .04  - 0 .56  0.35 ⑦ する代表的建築で

ある

0.14 0.01  0.02 0. 35 0. 31 

0.5  0. 03 0. 001  0. 50 - 0 .11 

0. 37 0.10  - 0 .03 0. 35 0.13  

0.36 0.09 - 0 .26 0.04  - 0 .25 ① 有機的・内外空間の構成

0. 25  0.17  - 0 .24 - 0 .38 - 0 .51  

0.23  - 0 .18  - 0 .32 - 0 .37 0.02 

- 0.18  - 0 .08 斥f E 0.01  0.00 

]  イ ン テ リ ア デ …

- 0 .22 - 0 .18  0. 50 - 0 .03 - 0 .02 ⑪ 動る的親しみやすいものとす

- 0.34 0. 27 0. 36 - 0 .15  0.12  

」ーーーーーーーー

- 0.14  0. 35 - 0 .1  0.06 - 0. 35 

- 0. 18  0.37  - 0 .01  - 0 .03 0.25 

日l!!J 機能分割する

- 0.51  

- 0. 25 

0.20 

- 0.66 

- 0 .60 

- 0 .01  

0.17  

- 0. 13  - 0 .28 - 0 .18  0.25 

- 0. 45 0. 125 - 0 .06 - 0 .08 

- 0 .45 0.05 - 0 .02 - 0 .44  

0.06 - 0 .35 0.14  0.05 

0.025 - 0 .60 0.08 0.03 

0.13  0.001  - 0.35  0. 03 

0.08 - 0. 08 0.06 - 0 .27 

られている 。

「建築主のいう事は 9 9 %充分間い てい る。然し最後の 1 % に村野

がある 。 これは建築主にも自 由にならぬ村野自 身で あるd と先生が

語られるのを 聞いた時、私は、建築王に任され自 由奔放 に設計、 盟主

君Eを進められている先生から、 9 9 %を建築主の意見を 尊重している

と閉し、た JI寺、数字が逆では・ないかとさえ!疑ったのである。落ち着い

て与えてみれは¥建築主の意見を 9 9 %掘 り起 こ して 聞いている こと

にはかならないと思う 。村! f f ' 先生に依頼された 以上 1 % の村野は不

滅であり、出されないであろっ 。先生が 1 % の村野が残 っていると

いわれた時の 、誇らしげな昨は忘れられない 。 この 1 % は作品の全

商に大きく蔽 っていて 、先生の芸術家魂が輝 いているのである 。わ

れわれの 1 % は単な る物であ り、空間の 中では路傍の石にすぎない 。

1 % 文化のあ り方は 、地域に恨 さ"し 、発展 させるに 適切 な標語で

はなかろうか 。建築設計に携 わる者は 、改めて金額の些少ではなく 、

空間における密度の高 い連繋を企図すべきであり 、空 間に文化的な

芥りを育ませて いかねは、ならない。 1 % 文化は 呼び水 であ り、忘 れ

去られていた豊かな| 育緒を 地域の 中に迎えるのである 。

31 



表 2 職員、来客等流動状況表 ( 34. 10.  28- 10 .  30平均)

職 員 来 客

入 出 在 庁 入 出

8  :  15 72 l  71 3  
。

30 293 13  352 10 4  

45 661  35 978 23 10  

9  :  00 677 :  65 :  1，590 41 :  22 :  

15 316  84 1，822 52 19  

45 294 241  1，875 148 78 

10 :  15 313  :  297 :  1，891  235 :  139 :  

45 313  :  306 :  1，898 213 168 :  

11 :  15 259 :  306 :  1，851  246 :  236 :  

45 116  :  283 :  1，684 212 :  233 :  

12 :  00 128  :  227 :  1，586 105 :  117 :  

15 147 371 1，362 67 121 

30 150  249 1，263 70 88 

45 279 :  126  :  1，416 67 :  58 :  

13 :  00 344 114 :  1，446 65 白 61 :  

15 352 158  1，841 99 72 

45 313 :  266 :  1，888 203 :  162 :  

14 :  15 290 285 1，897 212 :  221  :  

45 290 294 1，889 184 :  178 :  

15 :  15 320 :  314 1，899 163 :  187 :  

45 264  :  232 1，927 160 :  174 :  

16 :  15 324 :  290 1，931  112  :  145 :  

45 234 :  236 :  1，993 101 :  150 :  

17 :  00 129 :  144 :  1，944 45 :  59 白

15 73 183 1，834 18  44 

30 26 818  1，042 12  55 

45 2:  340 :  704 1 ・ 24 :  

以 降 643 :  62 19  :  

計 6，979 :  6，921 ・ 2，867 :  2，844 :  

今再び r1  % の村野J の言葉の重みに鼓舞されるのである 。

S  斤舎の流動する人口と空間

地域の庁舎建築ともなれば、行政執行 ・審議機関の府として、基

本的には職員の事務室、議員、議場があればよい。そこへ住民が訪

れる訳だが、村、町、市、県の規模によ って訪れる状態が異なって

いるのである。窓口業務として、i l i 1Jに短時間に文書授受で終わる業

務をもっ謀、係がある。証明書交付、納税などでは、相当のスペー

スを銀行待合室のように設ける要がある 。あるいは相談業務として、

指導行政のための書類作成、提示、検認指導とか、個人の生活相談

があるが、開放的事務室内で行えるものと、特に私的な秘匿を旨と

する場合があり、いずれも相当な時間 ( 30分以上 1 時間余りになる )

を要するし、そのための室面積を占有することになる 。 こうした状

態は町、市、県で変化して くる。県では窓口業務は非常に少なくな

っている。

このよ うに住民と行政は密接である 。古い資料であるが、 3 日聞

の職員、来客の流動調査を行い平均して纏めたのが、 表 2 である 。

午前 8 時 15分か ら午後 5 時45分ま での聞の、職員と来庁する県民と

の出入りを集計したのである。時間の経過における職員の事務の流
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在

4E』3  
計 1 分間当たり人数

斤 入 出 在 庁 入 出 計

3  75 1  :  74 

10  304 16 361 20 .2  1. 1  21 .3  

22 684 45 1，000 45 .6  :  3 .0  :  48 .6  

41 718  :  87 :  1，631 47 .7  :  5. 8 :  53 .5  

75 368 103 1，896 23 .5  6. 8 30 .3 

145 442 319  2，019 14 .7  :  10. 6 :  15 .3  

241 560 :  435 :  2，132 18. 7 :  13. 5 :  32 .2 

286 525 :  474 :  2，183 17 .5  :  15. 8 :  33 .3  

298 505 :  542 :  2，146  16. 8 :  18. 1  :  34 .9 

274 328 :  516  :  1，958 10. 9 :  17. 2 :  28 .1 

262 234 :  344 :  1，848 15. 6 :  22 .9 :  38 .5  

208 213  492 1，570 14 .2  32 .8  17  .0 

189 220 337 1，452 14.8  22 .5  37 .3 

198 346 184 1，614 23. 7 12. 2 35 .9  

202 409 :  175 1，848 27 .3  :  11 .7 :  39 .0 

229 451 230 2，069 30. 9 15. 3 46 .2  

270 517 :  428 :  2，158 17. 2 :  14. 3 :  31 .5 

261 502 506 2，155 16. 7 16. 9 :  33 .6 

266 474 473 :  2，156 15. 8 :  15. 8 :  31 .6 

242 483 :  501 ・ 2，138 16. 2 ・ 16.7  :  32 .9 

228 424 406 :  2，155 14 . 1  :  13 .5  :  27 .6  

195 436 :  435 :  2，156 14 . 5:  14 .5  :  29 .0  

149 334 :  386 :  2，108 11 .2  :  12. 9 :  24 . 1  

131 174 204 :  2，075 11 .6  :  13 .6  :  25 .2  

104 90 227 1，938 6.0  15. 2 21  .2 

61 37 872 1，103 2. 5  58. 2 60 .7 

38 3 :  364 :  743 0 .2  24 .2 :  24 .4 

19  662 :  80 

9，856 :  9，764 :  

れとともに、出張する者、他部へ打ち合わせに出向する者など如実

に示し、昼食前後の動き、勤務終了前後など庁舎内の動線は激しい。

来庁舎についても同械の動きを見るのである 。玄関扉の開閉は 1

万人近い人々によって動かされているのである 。 これは篤くべきこ

とであ って、建築材料の l唱団さを考慮するばかりではなく、住民と

庁舎の関わり一一地域に娘ざす庁舎としての具体的な姿をここに発

見するのである 。設計データとしては、在勤者の 5 倍以上の交流が

起きると押さえるのである 。 こうした状況の中に建築空間を新たに

創造せねは‘ ならない。

5  終わりに

地域に椴ざす庁舎建築を考えるに当たり、私は行政規模の差によ

る建築用途の変化を把え、地域の声の反映として 1 %文化の中に、

忘れかけていた建築家の情緒を見出すべきだと感じた 。

さらに庁舎の人の動きは時の波動のごとく正しいものであり、そ

こに生ずる空間に創造性を見出そうと考えるのだ った。

地域住民の意識調査を因子分析することで、イメージの擁立を計

り、設計への恨締めをしよ 7 と提案し、この杭の責に応じ筆を捌〈

ものである 。 ( みつやす よしみつ 光安建築設計事務所)



庁 舎 建 築 に お け る 計 画 と 設 計

一一兵 庫 県 営繕 課 と そ の あ り 方一一

山田 勝 成

1  . 組織

行財政改革が叫ばれている昨今、官公庁の営繕課のあり方につい

てもいろいろ論議されているが、本県でもすでにその業務内容につ

いて、たびたび討議されてきている 。 しかしながら 、今日まで本県

の営絡謀は、仕事の進め方について他の自治体とは少し異な った存

在とな っている 。すなわち 、庁舎建築の設計監理はもとより、企画

から恭本計画も含めた設計業務を外注に頼らずに、内部職員の手で

処理するということを原則としてきたのであ って、いわゆる手づ く

りの設計とい った表現がぴったりあてはまるようなやり方て¥今日

でも仕事が進められているわけである 。 多年にわた って課内に蓄積

された伝統や技術により、後輩を育てる努力を重ねる一方、県内の

建設業の育成にも少なからず役立 ってきたといえよう 。

庁舎建築の計画において主なポイ ン 卜をあげると、つぎのように

なるだろう 。

1  )  行政施策の意図の具体化

2)  政策の将来的展望一庁舎が将米的に来たす役割l

3)  県民の要求め具体化

4)  地域の特質をどのように活かすか ( 企画面において )

5)  11寺代の要求する文化性の表現

6)  行政財産としてふさわしいものであること

上記のような点から計画を進めるが、1官I単に仕事の分担について

説明すると、まず技術専門員が、各部局との折衝役となり、県で企

画する各抱設の技術面について相談を受け、予算見続、時には基本

設計、 パース等についても、技術媛助を行 っている 。これは、営絡

課で実施する工事だけに止まらず、広〈県の外郭団体の分までも、

同様に技術援助が行われている 。

さて予t ) : が決定した後は、各営給係、設備係に引き継がれて具体

的な打ち合わせに入るわけであるが、外注に頼らずに内部処理を原

則としているので、それだけ現地や主務課の人々ときめ細かな打ち

合わせを可能としているし、このことは工事監理面でも同様のこと

がいえると思う 。 また手づくりであることは、担当者がその設計内

容を充分に把握し、工事監理に際しても愛着をも って建物に接する

ことにつながっているといえよう 。

設計の進め方については 、設計会議という方法によ っており、そ

れも課内、部長 、知事と内容によ っては二段階、 三段階の検討を経

てはじめて決定に至るシステムをと っており、とくに本県では「文

化のための 1 % システム」をうたい 、主要な施設に対して実施して

いるが、営繕謀としては、課で実施する建物のすべてが文化性をも

つべきだという気持ちで設計に取り組んでいる 。

設計上留意している点は、敷地の形状、気候等の一般的な諸条件

のほか、設でも扱えるようにメインテナンスを楽にし、またランニ

ングコストをできるだけ低〈、材料、工法等についてはなるべくど

こでも手に入れやすいものをと考えている 。 さらに、県民の利用の

ことや、身障者対策のほか、その地域の特色をどのように活かすか

ということを設計の主眼としている 。

ただ、現状は仕事量に対して十分な人員の割当は望めないので、

その結果、工事庭理は重点監理方式による業者の自主監理を余儀な

くされ、そのために細部まで目が行き届かなかった工事が、竣工引

き渡しのあとに、おさまりその他に支障をきたして、主務課や現地

の人々に迷惑をかける事態が時々あるので 、業者ともども研鎖に励

んでいるところである 。

2  . 最近の庁舎について

日本の縮図といわれる兵庫県は 北は日本海に面する但馬地方か

ら南は瀬戸内海に浮かぶ淡路島まで、さまざまな 6 つの特色をも っ

た顔の地方に分かれている 。そしてそれぞれに県民局を置いて、県

民へのきめ細かなサービスを迅速に行える体制を とっているが、 地

方の総合庁舎はその地方ごとに 2 - 3 ヵ所設置され 、それぞれのふ

るさとづくりの一環をにな っている 。 さらに必要な場所に財務、福

祉、土木、保健所等の単独庁舎が数多く設置されている 。

総合庁舎には、通常、財務、福祉、 12林、土地改良 、土木、企業

庁の各事務所および保健所が収容されているが、建物の計画に当た

っては、画一的なものをなるべく避けて、それぞれ特色のある平面、

およびデザインを考えている 。ただし、規模は職員定員 1 名当たり

6  m' 、所長室30m' ，共用部分と機械室面積はネ ッ トの4 5 %等の基準

を設けて不公平にならないよう、また将来の増改築 、使用の変更に

対して配慮している 。

戦後、始ま ったこれら地方総合庁舎の統合整備もようやく終わり

を迎え 、総合庁舎としては、現在設計中の三木地区総合庁舎をもっ

兵庫県営繕諜組織表

職員数59名 ( 技術職只 54名 事務職只 3 名 臨時職員等 2 名)

課 長

回l課長 ( 事務担当 )

冨IJ 謀長 ( 建築姐当 )

刷課長 ( 設備担当 )

事 務 係

技術専門員

営繕第 1 係

営終第 2 係

営 線 第 3係

- g' 純第 4 係

設備第 1 係

設備第 2{系

王 査(2ト 係 只 (2)

技術専門只 (2ト 係 員 (2)

係 長一一一係貝 (6)

係 長一一一係只 (5)

係 長一一一係只(5)

係 長一一係只 (5)

係 長一一係只(8)

係 長一一係只(8)

タミ

タ
事 ( 庁舎周辺悠備担当 )" ー … … … … … 係 長一一寸系只(2)
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かみご必 η

上郡総合序舎 (兵庫県赤穂郡上部町)

て一応一段落する予定である 。

最近完成した庁舎の内容をみると、阪神聞を |徐き、交通の不便な

地方が多〈、自動車による来庁者への考慮が不可欠となり、 駐車場

面積も相当なものとなり、植樹、造園とい ったスペースが限られる

といった結果にな っている 。

それぞれの総合庁舎の特色を大まかに説明するとつぎのとおりで

ある。

- 平面形やデザインに、県民に対して親しみやすい印象を与えるた

さ ん ど かみご勾勺

めに円形を用いたもの ( 三 回、上部、篠山庁舎)。

・その地方の著名な画家に玄関ホールの壁画を作成してもら ったも

の( 杜庁舎 )。

・保健所は防疫の点で原則として別棟としているが、敷地の関係で

同一建物内に収めたもの( 山崎、伊丹庁舎) 。

・警察署と隣接する敷地であるので、 H愛冷房等の機械室や汚水処理

地設をも統合しているもの ( 山崎庁舎)。

3  . 今後のあり方

オイルショ ック以来、日本も低成長時代に入 って 、そのために新

規の施設はかなり抑制される傾向になり、そのうえに、マイナス シ

ーリングまで云々されるょっな事態とな って きた ので 、官庁営絡の

あり方についても、いろいろ tJ ，: [ 索されるようにな って きたようであ

る。

本課においても、県としてできうれば、年間の工事量の平均化が

望ましいということもあ って、すでに 56年度に、向こう 5 年聞の建

設計画について、各部局とのヒヤリ ンク を試みてきたが、その結果、

新営工事については、大体平均化した計画の見通しを得ていた 。そ

れで本年度はそれ以外の保全業務について計画的に処理していくこ

とを意図し、まずその第一段階として、今まで主務課任せの感のあ

った「かし」について引き継ぎ後も追跡探究し、あわせて設計百に

もその良否を反映させようといつことで、目下鋭意方策を練 って い

るところである 。

とりあえず、今年から竣工建物引き継き1時に、 「建物維持管理の

手引」のパンフレ ッ トと 6 ヵ月ごとに調査を行う調査表を主務謀を

通じて現地に渡し、建物各音11の耐用年数ともにらみ合わせて故障発

生以前に恒常的な修繕費を予算化してゆくためのテータ作りの一助

とすることをはか つている 。

その成果については、またつぎの機会に発表してゆきたいと恩 っ

ている 。

いやまだ かっしげ兵 ｬ い Ｇ， ｾ， ｭｾ 市 住毛昔 ＱＱ 参 Ｔ ＾ａ 骨 包綿課長Ｉ
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社総合庁舎 (兵w県知I束l Nl社町)

伊丹総合庁舎 (兵庫県伊丹市)



さ ん だ

三 回総 合 庁 舎 ( 兵IIJ I ｾＧ ｉ ｾ 三日 ｉ rl il 

地 方 の 庁 舎 建 築 作 品

フ例

赤 穂 市 庁 書

兵庫県

大 田 市 役 所 庁 舎

島根県

兵 庫 県 兵 庫 財 務 事 務 所 庁 舎

兵庫県

津 山 市 新 庁 舎

岡山県

兵 庫 県 加 西 保 健 所

兵庫県

五 日 市 町 斤 舎

広島県

竜 王 町 総 合 庁 舎

滋 賀 県

住 築 と 社 会 / 1982年 11J1号 35 



赤 穂 市 庁 舎

設 計 目 建 設 計 / 大 阪 監 理 赤 穂 市 ・ 日 建 設 計

施 工 鹿島建設大阪支庖 ( 建築)

近 畿 電 気 工 事 姫 路 支 庖 ( 電気・昇降機・電話設備)

須 賀 工 業 神 戸 支 庖 ( 空調衛生設備)

旧赤穂市庁舎は、昭和31年に竣工したもので、そ

の後20数年が経過し、市人口も 5 万人を超えた 。

赤穂市の長期計画である旧塩田跡地の工業化によ

る人口増も見込み、旧庁舎では充分な機能が発揮

できないと判断し、新庁舎を鐙設することに決定

された 。

建家構成は敷地の有効利用から執行部と談会部門

を高層線とし、市民と身近かな窓口業務のうち、ス

ペースの大きい社会談等を低層部に独立させ、そ

の接続音11にエントランスホールを設けた 。この構

成をそのまま外観の形態として表現し、住居の多

い周辺環境を考慮して 、視覚的なボリュームの低

減を図 1) 、スレンダーな扱いとした 。 また、将来、

市の近代化に伴い街並の高層化が予想され、これ

らに埋設することなく 、市の目印し的要素として

存在させるためにも高層棟としている 。

この高層械のスカイラインは、城下町として、ま

④ 

、.司、

た、歴史上の赤穂を ｾｾｩ 殺して近代化された減のイ

メージの勾配屋般を設け、赤穂らしさの表情をも

たせた 。

平蘭構成はエ ン トラ ンスホールを中心に配置し、

各業務部門と分離させてセントラルホールの性格

をもたせ、ここから低層棟の社会課 ・市民ホール

および高層線へと来庁者を導〈 。

社会諜は低層棟 111皆に設け、独立した空間として

将来の: 窓口業務の変化に柔軟に対応させる 。高層

棟は中廊下式とし、主要な執務室はすべて南側に

配置し、北側は応接会議ゾーンとしている 。

議会関係は、 5 ・61l皆の高層棟上部にまとめ、 5

P皆は事務局等常時執務室|培、 61塘に議場 ・大会議

室を設け、執務ゾー ンと会議ゾーンに分けている 。

庁舎竣工にあわせ市民広場につながる駅前第 l 公

図も必備され、市民のだ! の場とな っている 。

( 日，建設計/ 大阪 )

配置図



I  I  1  東正面全長

I  1  I  2  南面外観

I  2  I  搬影 : 5 5 大阪 ( 賀 川慾男 )

外壁 磁器タイル45X95貼、コンクリート打政し、一部 P C コンク 1) ートプロ， '7 

l:llJ't :  7 1レミ押出型材、アクリノレ樹脂焼付

屈服 ・ アス Ｗ ァノレトシングノレ球、陸 ｾｅ 量級部アス Ｗ アルト防水

所 在 地 兵 庫 県 赤穂 市 加 里 屋 81 番 地

敷 地 面積 8 ，695 . 64 m'  

建 築面 積 3 ，507 . 6 4 m'  

延 床 面積 庁 舎 本 館 ・9 ，326. 90m'

地 下 駐 車場 1， 867 . 82 m'  

構造規模 S R C 、 一 部 S 、 B 1 、7 F 、P 1  

工 期 昭 和 何 年 3 月~ 昭 和57年 3 月

最 寄 駅 国 鉄 赤 穂 線、 矯 州 赤 穂 駅





赤 穂 市 庁 舎

• • 
市民ホール

1 階平面図

日目

3. 北 l画外観

4.  *去、|均詳細

5  エントランスホール凶 l町

6  .  ，Ji t品

7  .  ，Ii 反応11<，住

8.  rlil..: ホールおよび社会成

ｴｫｾｾＱ ｾ＠ :  S  S 大阪 ( ￯ｾ 川逝 ｬｪｬ Ｉ



大 田 市 役 所 庁 舎

設 計 監 理 三 谷 設 計

施 工 青木建設・青木組特別共同企業体 ( 建築) 三晃空調・松田水道特別共同企業体 ( 機械設備)

中国電気工事・島根電工特別共同企業体( 電気設備) コ ク ヨ ( 家具)

新 日鉄高炉セメン ト 新 日本製鉄化学工業広島営業所 広 川I 中区基町 13- 7  (朝日ピル) T E L 雌 - 228- 1875 



ヨ

l  正面外観

2  エントランスホ - 1レ

( 中庭のモーニュメ ン ト廻り )

3  全長 ( 航空写点)

』駐彩国際写真 ( 1 ・2 )  

西日本写房 ( 3 )  



大 田 市 役 所 庁 舎

目団

市If I I 外明ディテ ー ル

l 陥 'J吋52長

6.  ，Ji 長公宅

7  応 被 告

8  ・委μ 会宅

9 .  ＢｉｉＮＮＧｾＨ＠

10 食 :t

Ｔｊｴｾ彩｛ｊｾ n  ..j<"i !i} 



新設された大田市役所庁舎は、市内のほぼ中

央の丘陵地を造成し怨設されたものである 。

同己Kl 上，注物位置は南1目IJ に、北を駐 '11坊とした 。

ヂ[ 筒形状は日射採光上から東西に長< 7 4 m X  

24 m とし、各フロアーのいずれからも - f{l で

きるわかりやすいレイアウトとした 。両端に

は1:皆段宅、使所、占Ji ll等をコアとして総め、

1 附のエントランスホールの '1' ;たには l吹抜の

ある " ，庭を設け、大回市の米米を象徴するモ

ニ ュメントの石彫を配しホール内より望める

僚にした 。 この製作に当 つては企画の波辺先

生 、彫刻家の小林先生の協力を得たものであ

る。

外観はレンガタイルと耐候性鋼板との組み令

わせてＧｦｩｙｩ成し、利自 ｉ ｾ 格下防止のためレンガタ

イルを 1 枚の大型仮枠併用のパネル化としコ

ンクリートを打設したものである 。 Jl Ul.1:jに長

い大きな庇は日射負術の低減させることとな

り、その部分には耐候性鋼板で包み、 ，Jj .、ぃ上

のタイルのやわらかさ ( 市民の心のやさしさ )

と鉄の力強i さを ( rli の力強い発以 ) ぷ現した

ものて' ある 。

( 三 谷設計 )

配置図

H皆平面図

2 階平面図

1 階平面図

所 在 地 大 田 市 大 国 町

敷地面積 12 ，093 . 99m'  

建築面積 2，213 . 01 m'  

延床面積 9，447. 92 m' 

構造規模 R C、 B 1、 4 F 、P l

工 期 昭 和56年 1 月~昭和57年 2 月

最 寄 駅 山 陰 本 線 、 大 田駅



大 田 市 役 所 庁 舎

[IJ 



ヨ

11. ｾ 車場

J  2  全只協議会室

J3  議只J空室

撮影国際写真ー ( jJ .  12)  

西日本写i j } (1 3)  



兵庫県兵庫財務事務所庁舎

設計監理 兵庫県都市住宅部営繕課

施 工 母 倉 工 務 庖

ミむ

ゆ司、
冒:示、-
、決、元r

"  

兵ｊｯｬｩＮ ｖｾ 兵ＡＡｉｉｬＡ ｦ . f J 5 事務所は、これまで木造庁介で |  アーとした 。 I 力11.: < 取り 、執務笠間も合わせ室内は l拘るさと

毛布5化も激しく、! 駐111スペースもないため、日IJ I  計画に当 つては、 南側に，:':i ] M集合住宅( 101滑主IU I  辿 }!fl¥を配慮した計画とした 。

の上品ー所に新築移転することとなった 。 I があり、日 IIHが惑いので点閃からの日 Hn ・採光 |  このような諸条件から怨物形態は[ ' ! Ji' '1の激し い

しかし市街地で与は用地の取引} が難しく、新しく |  を( J ' ! I i 似した |  他 物 となったが、色調は、 H干し、アイボリーの50

決まった当敷地も狭院なうえ変形地である 。 I 凶flilJ は、約 4 m の公道による斜線nilll 恨と、北 lli1J I  mmpj 磁器タイルH占の外笠で、室内もクリーム系

財務事務所からは、納税者サービスとして 'Jqr， I  は、仲戸屯鉄による騒也ーがあ 1) 、JUf I ! 別立、周辺 |  統を主制として、県民に明るく親しみやすい! 必

窓のワンフ ロア ー化と、総令移転の I-I_ f でもあ |  民家への日ｊＡＨ｜ の ［ｪＡｾｾ ｾｾＺ ｬ など 、ｻ制 ＱＱ 肢があるので法規 |  じを 与えるよ う配慮した 。

る見i: '11スペ ー ス ( 普通来月J '11 8  T- i 以一l二) の倣 似 I  11，IHこ低制! しない純聞を IliJ i き、こ の '1' に入れ込ん Ｈ兵 ｨｩｬＮ県都市住宅 ＱＱ 日 ｾＧＪ， ｬｾ 謀 Ｉ

が婆ボされたが、数地等諸条例ーから総務沫! 日J f 系 |  だものである 。

ホ・ど米平干の少ない百[1門を2 1 > 皆に上げ、ツーフロ しかし、その小でむ玄関ホールや米右: 待合は極



所 在 地 神 戸 市兵 庫 区 東 山 町 2 丁目 1 番 8 • 9  

敷 地 面積 1，624. 18m'  

建 築 面 積 648 . 2 5 m'  

延 床 面積 1，573. 09 m'  

構造規模 R C、4 F

工 期 昭 和56年 12 月~ 昭 和57年 9 月

最 寄 駅 山 陽 本 線 神 戸 駅 北 西 4km、 神 戸 電 鉄 湊川 駅 北 0 . 3km

• • 
受付ホール

園 事務宜 園

0 5  IO( m)  

1 階平面図

l 出l 刈 I
2  五l則ロビー

1  l _3_L__j  3.  3 附会議屯

5  1  6  14. 止:1則ロビーより ' Iq主主をのぞむ

5  五| 則ポーチ

2 階平面図

6.  2 陥・1¥務 主と IO- s下

掛 彩 河 野 盟

• 
畏付ホール



津山市新庁舎

設 計 石 本 建 築 事 務 所

監 理 津山市財政部庁舎建設事務所・石本建築事務所

施 工 大本組・安東建設・浮田建設建設共同企業体



| l 問

正面外観

モー J レおよび流れる川

3 池

4  市民ホール ( 1F )  

船 影 黒 田w際

配置図



津山市新庁舎

津山市は岡山県中央部に位置し、まわりを山に閉まれ、

緑12かで、水がきれいな都市です。普から県北の中心地

として栄えた城下町であり、敷地の北には衆楽園という

有名な日本庭園、また東には市民グランド、市民プール、

県立体育館などがあって、周囲の環境にめぐまれていま

す。その周囲の環境との調和を計ると共に、地方文化に

恨ざした庁舎を造りたいと思いました 。

建 物 は Ｔｾ 務棟と談会 糠 とに分離することによ っ て動総を

明解にし、また低層の談会煉を北↑ l I I J に配することによ っ

て日影を考慮しています。

建物の外観は日本の伝統美を現代に生かしたいと思い、

埼屋および議場にアルミ製の屋根を設け、また外壁には

100角と 150角の磁器タイルを使用し、伝統的な絡子のイ

メージを出す様に待子状に貼 っており、内部空間にもそ

のモチーフが、白地切、グリル等に生かされています。

庁舎の中に入るとニ層吹き抜けの市民ホールがあり、上

部のト ップライトから和紙サンドイ ツチアクリを透して

やわらかな光が入り、下五ちうむいた釜山! とな っています。

その績の階段を登 っていくと 中庭が自に入 ってくるでし

ょう 。事務室は東西方向に長〈、将来の変化に対応出来

る様に中廊下形式のオープンスペースとしています。

外部は敷地が東西に細長〈、広さも i浪られているために、

単独の庭は設けず、庁舎の前面にモール ( ストリートプ

ラザ) を設け、庁舎の前庭を兼ねると共に、市民に| 銅版

された庭として、庁舎と市民を結ぶ空間とし、隣 1) の衆

議足図や市民グランドとの一体化を計 っています。 モール

には林の様にアメリカンフウがランダムに植えてあり、

秋になると紅葉を楽しむことが出来、モールにそ ってあ

る池の石垣の間から流れ出る水の音を IHJきながら池のほ

とりにすわ ったり、流れる川で遊んだり、 rli ｴｾ のいこい

の場所となるでしょう 。市としてはこのモールを者日市計

画の一環として、他の公共施設とも述絞させていきたい

と考えており、それが実現されれば他都市にないものと

なるでしょう 。

Ｈ ｾ調設 ｦｩｩｬｩ 計画 Ｉ

今回の空調設備設 ｾ ｩＮＧ こおける省エネルギ一対策として以

下の如〈自己JBしました 。(1) 建物の: 容の方f立を点南 ・点北

にし ｩｬｬｩｾｪｾ もｊｪ Ｍ ｊＮｾ したベランダによる日射の遮曲玉、東西は

ｾとコアを配也、また、屋根、壁の断熱を行ない、さら

に、窓ガラスにも 二重方ラスを採用して建物の熱以失を

極力小さくなるよう計画しました 。(2)空調系統について

は、一般事務室ス ペースは原則として定時のみ運転し、

残業時は会議室にて執務することとし、| 随時使用可能な

単独系統て Ｇ 計画、さらに単 ￰ Ａￌｾ使用可能系統は別々のよ ｪｩｈｬ

系統とすることにより無駄な逆転を僅力やめることによ

る省エネを目差しました 。(3) 空調方式については、常時

使用系統はベースをガス直焚冷温水発生機 ( 7 5 R T ) で

ピーク時屯気式空冷ヒートポンプチラーユニ ッ ト( 5 0 R T

x  2 台) の混合式とし、他の単独系統は、それぞれ単独

の操作が谷易な屯気方式を計画しました 。

( iI!!回 疋/ Ti 4王位築事務所)

所 在 地 岡 山 県 津 山 市 山 北520番地

敷地面積 13 ，964m'  

建築面積 4，395m'  

延床面積 15 ，100 m'  

構 造 規 模 S R C 、 8 1 、 6 F 、 P 2

工 期 昭 和 55年 11 月~ 昭 和 57年 7 月

最 寄 駅 国 鉄 津 山 線 、津 山駅



5  航空写点

6.  ＾＾車場出 ｾｴｬｦｬ￯ 外鋭

7.  dil-: ホール ( 1 F )  

8  丙 ifli 外観

9  五! 則遡リ外観

10 大会議室 ( 2 F )  

11. f n， ( B F )  
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津山市新庁舎



12 .  ，. 1<場内部 ( 3 F )  

13 庁議応娘三，i ( 3  F )  

14.  . ; N会問階段、二

15  正品 ｉｊｾ 長応按屯 ＨＳ F )  

16.  . ; N場内出I ( 3  F )  

17 議会関東品安( 2  F)  

18 泌 ｾｉｾ ロビー ＨＳ F )  

搬出; ，'，I.¥IIIN棋

iーな I品)J ＢＱｾ者 ( 50(，'1'1(1) 

3EZン、ヵーへ川 川島織物インテリア大阪営業本部 胤山北川仏 1 1 州 州l l C' ， 山 内 附 肌 州 制7 附

給排水衛生 設備 斎久工業岡山支庖 同山川:f Jl.i<i f l l 3  T E L  ＨＩｾＶＲ＠ 21 以 捕

金属製建具 昭 和銅機広島営業所 ωＮｾｉ ｜ｩ ｉｉＧ｛ＩＨＧｩＧＺ ￘ｦ ｲｬ＠ 32 ¥11 Jl- t:1け 陥 r E L  082 244 151目

空調設備 新日本空調大阪支庖 k 阪，f，.，t似 刊 以 1 2  6  ｾ 判人ビル Ｑ T E し ()6 州 ω3 1

空調設備 新菱冷熱工業岡山営業所 凶11101，仰町 1 1 1 . 0 " ビル γ Eし り 雌 お 1711

造作工事 ・家具工事 高島屋岡山出張所 同山山本町6 : m T E L  ( ) 862l 2 2101 

電気設備 中国電気工事 制山市川町 1 12 11 T E L 凶 622. ' -5; 11

防火ンヤ y ター及び

オーバードアー

アルミサッシ建具

アルミサ y シ建具

ハーテ インヨンエ

セーフウォ- ) レ

東洋シャ ッター岡山営業所 附山山内" 山 5 T E L 附 2 13 29H3 

日本軽金属岡山首業所 附山 0101酬 fl 1  1  " . " ビ川I i ミ1 . ( ) 削 31 13凶l

不ニサ ッシ岡山営業所 'M""" 肘IIl l;' arl 12 ";  T E L 附 2. 2.1 5.156 

岡村製作所大阪中央営業所 kPu' "むlバ 州



兵庫県加西保健所

設計監理 兵庫県都市住宅部営繕課

施 工 平 尾 工 務 庖

i 点 I(II 全 jzt

2.  2;/ 則 ホ ー ル

3  検 f住宅

4  栄長指導室

搬 彩 河 野 盟 ( 3 ・ 4 を除( )  



所 在 地 加 西 市 北 条 町 古 坂 字 向 山 1173 - 1 4  

敷 地面 積 3，107 . 92m'  

建 築面 積 593. 11 m'  

延 床 面 積 902 . 86m'  

構 造 規 模 R C、2 F  

工 期 昭 和 56年 10 月~ 昭 和57年 3 月

最 寄 駅 国 鉄北 条線、 北 条 駅

兵 庫 県 川I酉保健所は、 H召初31年に主I ! ; 築された木造| り 、 来 よ り 西 方 向 に 高 く な っ た傾斜地であった。

の 庁 合 で 、 左 桁 化 が 甚 だ し く 、 ま た 、 敷 地 に つ い I j也Jf3お よ び 利 用 面 か ら 、 東 部 は 2 階 建 と し 、 西 面

て も 伏 協 の た め 、 こ の た び 、 移 転 新 築 し た も の で | は 1 階 建 と し 、 上 階 の サ ー ビ ス 部 門 、 下 階 の 診 療

ある 。 I 古111"1 とも、外音11からの利用ができるよう酉己I怪した 。

建 設 地 は 、 加 西 市 の 基 本 構 氾 ! と し て 、 市 の 庁 舎 そ |  住 宅 地 か ら の 、 プ ラ イ パ シ ー を 考 え 、 地 域 住 民 も

の他公共崎設のよ ｾｲ ｴｬ 化 で開発された加西ノ、イツのｼ 利 用 で き る よ 7 、 小 公 図 的 な 整 備 を し 、 建 物 は 、

中 で 、 市 立 )J II 凶 州 l先 、 健 康 刷 進 セ ン タ 一 等 の 医 療 I J王 迫 感 を 少 な く す る た め と 、 11付近の住宅地との品: ，j

エ リ ヤ に 位 位 し て い る 。 I 初 、 縦 し み や す い 庁 舎 と す る た め 、 勾 配 昼 般 を j *

敷 地 は 、 * 聞 に 剥IIJ 是〈 、 来 IlII J は 的 か な 住 宅 地 で あ |  舟i した。 ( J'i;. HI 県高11市住宅苦11営総務， )
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自転車置 11

1 階平面図 n皆平面図



五日市町庁舎

設 計 石 本 建 築 事 務 所

監 理 五日市町建設部・石本建築事務所

施 工 間 組 広 島 支 庖 ( 建築) 、 近 畿 電 気 工 事 広 島 支 社 ( 電気設備) 、 丸 紅 設 備 広 島 支 庖 ( 給排水衛生空調設備)
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五 日 市 町 斤 舎

建築場所は広島県の西部に位置し古くから山陽

道の要衝として栄えた五日市町は、広島広域都

市圏の西における拠点として発展著しい人口約

9 万人の日本一大きな 『町』 です。

設計に若手する以前の敷地には老朽化した木造

庁舎とプレファプ造等の仮庁舎がところ狭しと

建ちならび、町逃を隔てた西側1) 敷地にもプレフ

7 7 ' 造の仮議事堂が建 っていました 。 まず仮説

司王立主を他の敷地に移設しその跡地に、昭和55年

別館棟 ( 級会関係諸室等 ) が完成しました 。

その後ひき続き既設プレファプ造庁舎を一宮)1移

転、撤去し本館エギlこ着手し、昭和57年度に敷

地内の全ての建物および外構工事の完成をみま

した 。

敷地条件を最大限に活用して土地利用の高効率

化をはかると共に、将来の変化に十分対応して

いける、したしみやすい町民のための新庁令と

して計画しました 。

内部機能は町民のコミュニケーシ ョンの場とな

る町民ホールは玄関ホールに隣接して l次抜の受

聞をもち l 階と 2 階に設けられた窓口業務部分

を有機的に結びつける重要な 「要J とし、明る

くゆとり のある町民のいわばパ 7 ' リ y クな応接

室 として活用され、また l次抜音11分の壁には「海

と緑と ffil l. < 太陽J をモチーフにしたタペストリ

ーが ｾｉ ｊ｝｝を引き締めるのに一役到 っ ています 。

3 階には既設別館械と今回の本館棟の述給口と

して上笠通路で結ぼれています。

一般的に地下にある食堂の l渚いイメージを取り

除くため、サンクガーデンを設けて自然、採光を

取り入れ、また階段状に組込みを配して外部空

間にも変化をもたらしています。

本建物が五日市町はいうに及ばず広烏西部にお

ける行政の中心施設として周辺環境と調和をは

かり、町民の行政への関心j支を高めコミュニケ

ーション等の拠点として発展していくことを見

守 って行きたいと，思います。

( 柴山隆光/ 石本建築 'p; 務所)

〔本館〕 〔別館〕

施 工 間組広島支庖 施 工 五 洋 建 設

所 在 地 広 島 県 佐 伯 郡 五 日 市 町 海 老 園2丁目 5- 28 所 在 地 広 島 県 佐 伯 郡 五 日 市 町 海 老 園 1丁目 3日7

敷地面積 4 ，900 . 94 m'  敷地面積 1，289 . 0 3 m'  

建築面積 1，691 . 17 m'  建築面積 644 . 0 3 m'  

延床面積 8，356 . 20 m'  経床面積 2，517 . 2 5 m'  

構造規模 S R C、8 1 、6 F 、P 2 構造規模 R C、4 F ( 一部 5 F )

工 期 昭 和56年 2 月~昭和 57年 7 月 工 期 昭 和54年 11 月~昭和 55年 9 月

最 寄 駅 国 鉄 山 陽 本 線、五日市駅 最 寄 駅 国 鉄 山 陽 本 線 、 五 日 市 駅
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竜王町総合庁舎

設計監理 日本プランニングオフィス

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

庁舎建築は地域社会のシンボルとなるものなので、| 当庁舎は、いわゆる省エネルギ一法の適用の滋賀| は偏平アーチによってデザインした 。それを支え

当総合庁舎の設計に際しては、竜王町の笠かな自| 県下での先駆けとなったもののひとつである。省| る柱は下太りの錐形とし、アーチから伝わるカを

然環境と歴史性をふまえ、現代社会に対応する其| エネルギーの建築的対策として各階にバルコニー| 視党化すると共に、石造の表現を強調している。

に活力のある地方文化を築いてゆく姿勢に発恕の| が設けられている。外壁まわりの関口音11を風雨か| 正面 2 階部分の関口部は玄関ホールの l次抜の採光

原点を求めた。 I ら保護し、直射日光を遮り室内環境を安定させ、 | 商であるが、形態上の変化と泣かな空間榔成を与

平田型はダブルコアの矩計プランであるが、庁舎| 冷房負荷を軽減するなど、バルコニーには機能的 | えることを意図し、カヲスプロックの illi 統壁とし

にふさわしい絡調と重厚感をデザインするように! な利点が多〈、またデザイン的にも外観にリズム | ている。以上、建築のデザインに当っては、自然

図り、寄せ棟の屋線が架けられている。屋峨は最ｼ感と陰影による日 ｩｬｾ りの深い表情を与え、形態上の ｼ な凪 ｌ 絡を持ち耐久性に後れた素材を用い、機能上

も信頼できる「防水」いわゆるシェルターであると| モチーフとなっている。 I の要求と建物の維持管理の容易さとを考慮し、地

同時に象徴的な意味もあり、これを表現するため| 外壁仕上は妬務質の 180X60 サイズのタイルを使| 域の自然、風土に調和し融合して、より良いコミ

の紫材として銅板を使用した 。銅は我々の文化が| 用し、 北側 1 階の突出部はコンクリート打放しツ| ュニティを築くうえでのシンポルとして、永〈愛

古くから恩IJ 染んできた伝統的材料であり、耐蝕、 | ツキ仕上とし、この部分のボリュームを全体に対| され親しまれる施設とするよう努めた 。

耐久性にも優れている 。 I 比させた。石造のイメージを表現するため梁型部 I ( 日本プランニングオフィス )

一ー一一寸
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配置図 ( 1 :  2000)  

所 在 地 滋 賀 県 蒲 生 郡 竜 主 町 大 字 小 口 3 番 地

敷 地 面 積 10 ，298 . 47m'  

建 築 面 積 2，835. 61m'  

延 床 面 積 5，219. 80m'  

構造規模 R C、3 F  ( 屋根架構 S 造)

工 期 昭 和 56年 5 月~ 昭 和57年 7 月

最 寄 駅 国 鉄 東 海 道 線、 近 江 八 幡 駅

1 階 ( 1 ・900)

| 噌

2  北而 7 .> プ

3  正而玄関

4  南西而全i;t

5.  I 階ホーノレ

6  町民室

7  議場



か。

新潟の山崎さんが「建築士」誌上に「中央

の環境を人工的空間とよぶならば、地方のそ

れは自然的風土であるということができる J

とのべておられましたが、全く同感です 。

山陰でも、中央の著名な方々あるいはZJ:¥. 務

所の作品がかなりあります。なかには若干使

いにくいような部分があり、いささかの設計

変更をおねがいしたところ大変おこられたと

か( 数少ない例かもしれませんが) 、というこ

とを監理された方が書いておられましたが、

ここいらにもその土地風土からくる建物のつ

かいかたの差があらわれたのかもしれません。

いま、島根、鳥取岡県とも設計監理協会な

るものが設置され、県あるいは市側で発注さ

れる公共建築物、たとえば島根では津手[此lJ I町

にあります石西県民会館、鳥取では米子市庁

舎の改築等のように 、まとまったものになり

ますと、協会参加! の設計事務所が連合してグ

ループをつくり、設計に当たっています。こ

のことは 、地方の建築家達の励みにもなり、

土着の建築家による市民参加の公共建築物の

出現につながるものと思います。

いまさらいうまでもありませんが、県、市

町村等の自治体をはじめ、各種公共団体ある

いは地域社会と、それこそ千差万別、その包

含する人口、文化的要望の差等々、また平IJ 用

目的の組み合わせもあり、公共建築とひと口

にいっても一概に定義し得ないわけです。 と

くに、各自治体の行政機織を収容し、地域住

民の 中心機関として、市民に最も密荒してい

なければならない市庁舎建築は、公共建築物

といわれるもののなかでも代表的役割をもつ

ものであると考えます。

このたび大田市が国体を機に市庁舎の建築

を計画され、その設計監理の委託を三谷設計

がうけ、今春竣rjJ いたしました 。

人口三万余、 山陰12市のうち 12番固め市庁

舎建築でありますが、それだけに、市民が自

らのものとして利用し使いやすいよう、: 窓口

をとびまわることのないよう 、わかりやすく

親しみやすい市庁舎建築をめざし努めました 。

成果等につきましては、別掲の写真等により

ご批判、叱正をいただければ幸甚です。

山陰地方にも、民家等では 「築地松」とか

「石州瓦工りとか特色のあるものもあります

が、市庁舎ともなりますと 、規模もまとまり、

法規にしばられて、とかく、鉄とコンクリー

トのかたまりのようになり、地域住民の生活

感覚に密着したといわれる状況は 、一般的に

みてまれにしかみられないようです。

このことは山陰にもよければ山陽にも聞に

あうこととなり、いかに建築物としてはすぐ

れていると主張してみても、庁舎建築に対す

ど、古くからの風土の差からくるきびしいへ

だたりはまだまだ厳存するようです。

また人の亡くな ったのを知らずに噂などし

ていると、 「あの人は広島へ綿貫いに行って

しもうたのに J という言葉もあるほど遠くは

なれていたようです。図書館へ山陰の範囲を

たずねましたところ、県名では鳥取、島根の

二県であり、国名では因幡、伯者、出雲、石

見、隠岐ですが、観光とか山陰道ということ

になると、* 端は兵庫県の一吉IH旦馬 、西端は

山口県の萩市周辺、長門の国をも含むとのこ

とで干した 。

山陰でも、私は大田市石見の国の住人で、

山|塗本線ではトンネルの 中で出雲の国多伎町

と接していますので 、若かりし頃には正月の

イ本暇を おえてまモに帰るときなど 、 トンネルを

出ますと、 北陸ほどではないにしても雪がつ

もっていて、これからはじまる寒稽古やら大

山お ろしの吹きすさぶ松江のくらしを想い騨

易させられたことなどあります。いまにして

思え ば、昔の人は、石見と 出雲でもうまく区

切りをつけたものだと感心 させられています。

いまは立派な国道 9 号線が走り 、汽車にの

る機会も少なくなり、ほとんど車で往来する

ので、い まの若い人達は 、われわれほどには

その点感じてはいないようですが 。

もっとも皆さんご存知でしょうか、 「出芸

弁」だけはいまだに国境がありまして、歴然

と残っていて不思議なくらいです。 このこと

はよけいに山陰を地味に感じさせているよう

に思われてなりません (1出雲弁j の皆々様に

はまことに恐縮て・すが … ー)。

しかし、ふりかえ って山陰をみますと、 神

代の固ともいわれ図、伯、芸、石と神話には

ことかかず、全国では神無月の 10月が、山| 塗

では神在月です。全国の村1 カ々、出雲: 大社につ

どわれて来る年の善男善女の縁結びのお話し

合いがもたれ、時節iの到来した若者逮にはた

まらなく有難い土地柄でもあるわけです。今

秋、幕が切っておとされました第37回国体も、

その名はズパリ「くにびき国体J と、まさに

山陰にピッタ リのイメージでした。

この国体に関連した施設、道路、体育館、

プール、弓道場、自転l j ! 競技場、等々が整備

され、わが愛する山陰も少しはレベルア ップ

したように思えるのも、こちらの員贋目でし

ょうか…… 。 しかし、 「ものは考えよう J と

もいいます。公共投資や工業開発のおくれは、

それだけ破壊されないままの、あるいはまた

二度 とつくることのできない自然、や風俗がそ

のまま残されているということです。したが

って、これからの建築や地区計画の謀題は、

風土あるいは自然をふくめた周辺環境と建築

物との調和の追求にあるのではないでしょう

- 地方の建築家から ・

山

陰

地

方

の

公

共

建

築

に

想

う

三

日

〈

ロ

忠

義

「山陰」、 山陽に対する この言葉のひびきが

嫌 われたものでしょうか 、かつて石油危機に

よる高度成長にかげりがみえはじめてきた

1970年代のころ、 「北陽はどうか J 1北|場に

しよう J という声があがり、 100建設J 10 

0 産業J 100ビノレJ 100 ドライ J など、あ

げくにはお酒にまで「北陽会J と、その名を

冠して登場してきました。しかし、さすがに

伝統には勝てなかったものか、それとも景気

が、とにもかくにも回復? したゆえでしょう

か 、 ｩ 註￬ｬￍは ｊｪｦｾ をひそめてあまりきかれなくな

りました ( 北| 場企はまだテレビで雌花のよう

ですが)。

汽車をはじめ、自動車 、空路と交通至{ 更の

今日でさえ、ことほどきような声があがるほ

62 l.Il!ll; と社会/ 1982年 11 月号



る市民の愛着心というものは育つはずもなく、 山陰各市の庁舎

いわば市民とは無関係に ( 位置につ いては論

識されているようですが) 、市庁舎は建設され

てきたように思われます。ここいらにも公共

建 築 物 な か で も 市 庁 舎 建 築 物 の む ず か し い ー

聞があります。大田市当局におかれましても、

このことを重視され、合併前町村の役場( 現

在 の 支 所 約 19ヵ所) から樹木、庭石等を寄せ

られ、これらを基に限られた敷地内ではあり

ますが、積極的に緑化にとりくまれました。

敷 地 内 を 横 断 す る 取 付 道 路 、 ゆ ったり した駐

車 場 、 自 然 の 地 盤 の 高 低 差 を 利 用 し た 建 物 の

配置と相ま って、 山陰の他市にはみられない

すばらしい空間を確保されました 。

建 物 と し て は 、 大 田 市 を 象 徴 す る 秀 峰 三 瓶

山 を石彫によるモニュメントとして、ロビー

の中庭に配し、いささかなりとも風土を想わ

せ 市 民 の 愛 着 を 意 図 し た も の で す。成 否 の 如

何 は す ぐ に は 結 論 も 出 な い と 思 い ま す が 、 み

つ め て ゆ き た い と 思 っ て い ま す 。 大 田 市 に 生

をうけ、はぐくまれ、大田市庁舎の建築にか

かわりをもつことができた幸せの中で、いか

竣 功

昭和年月

29 

31 6  

33 5  

33.  11 

36 

36 3  

36.  11 

57 .  10  

37 3  

37 6  

39 8  

55 1  

57 3  

経I 築 名 称

平 田 市 斤 舎

安 来 市 斤 舎

出 雲 市 斤 舎

倉 吉 市 庁 舎

益 田 市 斤 舎

境 港 市 庁 舎

米 子 市 斤 舎

改 築 分

江 津 市 庁 舎

松 江 市 庁 舎

鳥 取 市 斤 舎

浜 田 市 斤 舎

大 田 市 斤 舎

m造規桜

建築面積; 延床面制

打l ' m'  

R C  3 F  1，896 3，714 

R C  3 F  770 2，085 

R C  3 F  1，561 4，540 

R C  4 F  869 1，298 

R C  3 F  1，468 4，610 

R C  3 F  3，683 

R C  3 F  1，003 3，610 

8 1  

R C  5 F  2，606 12，235 

P S  3 F  :  4，115 

R C  3 F  2，772 :  7，691 

R C  6 F  1，455 :  7，745 

81 

R C  

6 F  

2，520 :  7，528 

81 

R C  

4 F  

2，213 :  9，447 

にしてその風土をとりこみ市民の愛着に応え 島 根 県 の 公 共 建 築 ( 市庁舎のぞけ

るかを模索し試みたものです 。

大 田 市 庁 舎 を 最 後 に 、 山 陰 の 市 庁 舎 は そ れ

ぞれひととおりの衣更えをおえましたが、同

H寺に、米子市では 二 ま わ り め の 改 築 が始まり

ました 。年々簡素化がさけばれながら、いよ

い よ 複 雑 化 し て ゆ く 行 政 機 構 、 あ る い は 向 上

する文化的欲望などの必要に応えてゆくこと

になれば、たとえ構造的に余力は残っていて

も機能的あるいは計画的な簡で、わりと短時

日 ( 25年 - 3 0年 ) で 大 改 修 ま た は 改 築 を し な

け れ ば な ら な い の が 現 状 で す。

竣 工)J

昭和年月

33.  12  

36 5  

38 9  

39.  10  

43 9  

43. 10  

45 7  

54 9  

56. 10 

建 築 名 称

県 立 博 物 館

出 雲 市 立 体 育 館

大 田 市 民 会 館

浜 田 市 民 会 館

島 根 県 民 会 館

県 立 図 書 館

県 立 武 道 館

県立

石西県民文化会館

出 雲 市 民 会 館

ｦ，ｙ［ ｩ 立 ｴ 且ＮＺｉｾ
建築面積; 延床而，fj'[

汀l '
m:  

R C  2 F  797 .  68 :  2，438. 41  

R C  

2 F  2，588. 8 :  4，769 .88 

S  

5  

2 F  2，189. 2 :  3，577 .2  

R C  

S  

R C  

2 F  2，252.5 :  5. 935.  54 

R C  5，177 :  10，217. 3 

R C  

2 F  2，008. 28:  3，686. 96 

s  

R C  2  F  I  1，084 :  3，043 

(他に 弓道場177 相撲場53)

R C  2 F  4，652 :  5，548 

R C  3 F  3，304 .29 :  7，171. 8 

設 者 施 工 ずf

内 雌 建 築 事 務 所 大
** 

Hl 

日 怨 設 計 工 務 大 林 Ml 

日 怨 設 計 工 務 戸 国 建 設

ｾｾＢ＠ r. J l 日出刀 ・丹下位三 大 中本 主11

行本 ｊ 怨築 Ｑ ｊｾ 務 所 J、"ιt  悶 建 設

松 本 位 築 事 務 所 熊 谷 Hl 

日本ill建 設 計 工 務所

桑 築 士 事 務

鴻 池 f且

問問刻E築設計1也理! 企業休 抗谷7口'fi:-i組l探・工美務保附土J 佐V  

早 大 台 阪 研 究 室 多 回 ，法 設

主I l 設省中同地主I l 営総書 i 鴻 池 品位

内 総 建 築 事 務 所 fi Jj 谷 組

i前 回 往 設

円 処 設 j 十

本川工務 l占 j V  

-187 木立I l 設

谷 設

")'
f 木 組 j V  

設 者 施 工 者

事J 竹山副IIill ｾ＠ Ｇｊｾ 務所 鴻 itl! Ml  

:ri -1王位 築 事 務 所 ｩ ｲＮｲＮｾ＠ 池 組

: r i 本往築事務所 ｩ ｊＱｾ＠ 1也 最R

安江 ｉｾ 建築設計 Ｇ ｊ ｾ 務所 官E 谷 品目

安 ｛ｉｾ 建築設計事務所 iJ1) 池 Ml 

穿J 竹村f 訓勉築事務所 竹 "t，工務! 市

e¥U  t' r  h ' i 訓建築事務所 竹 中 工務 ｊｉｾｾ

必 木 日 建 設 計

大 成 他 殺

実Jj 血処築技術センター

戸悶池ｾＦ
現代主ｉｬｾ研究所

術l 自口組1 j  V  

資 源小 国のなかでもとくにきびしい三割自

治体といわれている 山陰各市の中にも、この

ように、もう庁舎の大改修 ( 増築をふくめて )

あるいは改築の要にせまられているかと灰聞

していますが、「美人」でもないのに 「薄 命」

す ぎ る 感 じ が し て な り ま せ ん 。

(1]1体を機に体育施設など族生したが省略)

広 島 や 岡 山の街中にmを鋭うような派手さ

はなくても、きびしい 山陰 の 自 然 へ の 耐 久 度

は 無 論 の こ と 、 こ れ に 見 合 う 機 能 ( 設備 ) も、

ゆ と り と い う か 、 バ ラ ン ス の あ る も の を 主 体

に ( は じ め は か ね も か か り ま し ょ う が) 考 え

ながら、さらに 「文 化 の た め の 1 %郷土のた

め の 1 %システム」をとりこんで、丈夫で、長

持ちし、先では市民から解体を惜しまれるよ

うな庁舎の建築にかかわる日が、早くくるこ

とを「土着の建築家」遥として切望してやみ

ません。

最ー後に、山陰各市の庁舎などの概要を列記

してみます 。

( みたに ただよし附三谷設計代表取締役一}::; .t l { 県大岡市街i主)

鳥 取 県 の 公 共 建 築 ( 市庁ず? のぞく )

竣 r)J 

建 築 t ， ;fiJ; HIl造規以

ｩｬｬｾ 車問積Ｈ延床而 ｭ
設 者

日百平 l.1j Of J m'  町l '

5  11 県 立 鳥 取 図 書 館 R C  2 F  :  2，434 ; 泣J . a姐I 築 .l. J'; 務 所

33 米 子 市 公 会 堂 R  C  :  4，872 村 ｾｦＧ ｾ拒処築事務所

55 ( 同じメンバーによる大改装が行われた )

46 3  県 立 鳥 取 武 道 館 R C  2 F  :  2，062 年問主I l 築設計事務所

81 

48 鳥 取 県 立 博 物 館 R C  3，575 :  9，699 日 主Il K又"  

3 F  

48. 10  倉 吉 市 立 博 物 館 R C  2 F  1，643 :  1，950 日 狙1 設 百十

一苦IIS

49. 境 港 市 民 会 館

R C  

2，157 大 池 設 計 工 務

49. 10 県 営 米 子 武 道 館 S  R  C  3 F  1，499 .tr.' 谷 佳 築 研 究 所

53 境 港 市 立 図 書 館 R C  3 F  750 佳 設 計 事 務 所

57 5  

市立

R C  3 F  1，850 3，638 年間怨築設計事務所

鳥 取 市 民 図 書 館

地 工 宇 ;

ｾｲｲ＠ 定 1匙

鴻 池 五也

鴻 r也 組

Ａｦｾ＠ 谷 主Il

￭￬ｾ＠ 谷 結l

境 港 土 主 I l

先 木 組

官E 谷 *11 

大 佐 古 組

八ＱｬＡｾ処設 ｪ V  

63 



和江漁村センター

設 計 監 理 三 谷 設 計

施 工 木 村 建 設( 建築)

島 根 電 工( 電気設備) 、ダ イ ケ ン 商 事( 機械設備)

〈反

1 階平面図

10 20( m )  



所 在 地 大 田 市 俗 間 町 和 江

敷 地 面 積 2，498 . 25m'  

建 築 面 積 l ，696. 27m'  

延 床 面 積 2，378 . 65m・

構造規模 R C， 2F 

工 期 昭 和56年 7 月~ 昭 和57年 3 月

最 寄 駅 山 絵 本 線、大田駅

大田市の市街地より北西の海岸に和江 ( わえ) I  ありながら競合すべき性質をもった建物である。

漁港がある。大田市内の日本海沿岸には数多く I  1200m'の荷窃IJ 所で、今日も活気溢れる魚貝類の水

の漁港があるが、その内でも水f誌の多い漁港で| 揚がなされることであろうじ、この建物が和江

ある 。 この漁港が新し く改修されるに合わせて、! というー漁村で生活の秘としての中心的な役割

計函されたものである。荷捌場と漁業協同組合 |  を発揮することを願っている 。

の事務所、そして漁民あるいはその家族の研修 I  (三谷設計)

とコミニュケーションの場として複合の用途で

ー
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大 田 市 総 合 体 育 館

設 計 三 谷 設 計

監 理 三 省 設 計 ・ 杉 本 建 築 設 計 事 務 所

施 工 森本組・木村建設特別共同企業体( 建築)

大亜工業・内村電機工務庖特別共同企業体( 電気設備)

松江設備工業・山崎水道特別共同企業体( 機械設備)

所 在 地 大 田 市 大 田 町 大 国 字城 平 ロ 1451 番 地

敷 地 面積 9 ，350 . 2 7 m'  

建 築 面積 3 ，667 . 6 9 m'  

延 床 面積 4 ，556 . 3 2 m'  

構 造 規模 R C .'  S 、 2 F

工 期 昭 和 何 年 1 月~ 昭 和 57年 3 月

最 寄 駅 山 陰 本 線、 大 田 駅

市政の核、市役所の南西宮11のスポーツ施設が並ぶ一角に計画された体育館で 討議しつつ設計をした成果である 。

ある 。大空間はキール工法によって構造上の処理をし、前後中央: の二本の柱 今後は使用者よりの声がスタッフ一向の意義と一致したものになれは、幸と

と中央屋根面の水平トラスが、視感の上からも安定! 惑をあたえるのに役立つ 恩います。

ている 。 より使いやすく、より観覧しやすく、より長〈使用に耐える施設と なお、 桃進上て、御指導をいただきました日建設計の先生方に厚〈 御礼申し

して、市民に十分活用されることを念頭においてスタッフ一同が日夜考え、 上げます。 ( 三谷設計)

@  

ｊ 五ｾ［ｾ : 国際写真 1 階平面図



日原町町民体育館

設 計 監 理 三 谷 設 計

施 工 日 興 建 設 ( 建築)

中 国 電 気 工事( 電気・機械設備)

昭和56年計画、建築を実施した歴史民俗資料館に続いて、町の体育施設の中

心である町民体育館である 。主主築上である木村町長の念願でもあ ったこの体

育館怨設については町長自ら打ち合わせ等も行い、笑』血設 ｾ Ｎ ｉ を進めた 。 前 ｬｩｦｩ

道路より敷地が約 ｈ 皆の階高ほとＧ低いためピロティ方式として ｉｾ Ｇｩ天の場合の

野球のピ ッチングの練習等に手11mしている 。

.  .  .  
ピロテイ

{ 商天・2還 動 喝1

.  .  .  

1 階平面図 2 階平面図

所 在 地 鹿 足 郡 日 原 町 大 字 日 原 573 - 1  

敷 地 面 積 4 ，126. 83m'  

建 築 面 積 2 ，085. 93m'  

延 床 面 積 4 ，057. 25m'  

事膏造規模 R C . S 、3  F  

工 期 昭 和56年 5 月~ 昭 和57年 3 月

最 寄 駅 国 鉄 山 口 線 、 日 原 駅

外観は民家の重喜屋般をアレンジしたもので入母屋風の屋般に白い壁でまと

めた 。内部アリーナは l向1II IJ に観覧しやすい低い位置[ に階段式の観覧席を設

けた 。 この体育館は隣接している日原中学校の生徒の利用も活発で金は学

生、夜と休日は勤労者と使別頻度が多い。名笑共に i町民体育館として点側

を発探している 。 ( 三谷設計)

品 Ｑｾ ｾ :  Iftl 際Cj :a



多伎町町民体育館

設 計 監 理 三 谷 設 計

施 工 中 筋 組

神話のふるさと、出雲市より西に約 15kmの日本海に面した所、北の日本海沿

岸の曲面を揃〈一角には出雲大社の山並が見渡せる位置に建設した体育館は、

多伎町の中学校および小学校に近い地で也もあり、町民のよRまりにも便利な所

である 。計画に当 っては海岸が近いので塩害 ( 錆 ) についての考慮を必要と

し、特に外部での鉄の使用を最少限にした 。屋根はステンレス板による防水

所 在 地 簸 川 郡 多 伎 町 小 田

敷地面積 4，331 . 15m'  

建 築 面 積 1，813. 55m'  

延 床 箇 積 1，774. 27m'  

構 造 規 模 R C ・S 、 1 F  

工 期 昭 和56年 7 月~ 昭 和57年 3 月

最 寄 駅 山 陰 本 線、 小 田 駅

工法を採用し、小屋高且はパイプによる立体トラス組とした 。これによ って

内部のアリーナ空間がシンプルなものとな った。

外壁はコ ンク リート面に 赤茶色の吹付タイルが、キIt 碧の海と緑の樹木に対

比して鮮かに映えている 。

( 三谷設計)

平 面図



日原町歴史民俗資料館

設計監理三谷設計

施 工 日 興 建 設 ( 建築)

中 国 電 気 工 事 ( 電気設備)

山 村 水 道 工 業 ( 機械設備)

絹と鮎の町日原町は、近年特に女性に人気のある堀街lに鯉のいる城下町律相

野町の北に隣接する 山間の線かな町である 。その町の歴史と民俗資料の展示

と保存のため建設されたもので、町に建 っている繭倉をイメージに計画した

外観である 。

内部は当 町産の木材 を( 松材) 使用して、二階床組 は化粧で顕しにした 。

2 階平函図

0 5 I O( m)  

1 階平面図 地階平面図

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

梅造規模

工 期

最 寄 駅

鹿足郡日原町大字枕瀬218 ー1

1，412 . 7 8 m'  

336 . 35 m・

574. 60m'  

R C、8 1 、2 F  

昭 和 55年 5 月~ 昭 和 56年 3 月

国鉄山口線、日原駅

展示については当町教育委只 会の歴史研究家大庭良美先生の熱心な作業に

よって観覧するに解りやすく、税しみやすい様に配慮がなされている 。

また展示室の一角には、古い民家の居間一室が移されている のも ユニーク

で、ある 。

... ... 

2 階展示室

(三谷設計)

機影 ・悶際写点



塩化ヒ、ニール防水シート

F  

l  

構 造

- 特 長

I  . 規格化され工場一貫生産のため品質が安

定 し て い る 。

2 . 高 精 度 表 面 処 理 ( アルマイ卜、 ク リヤー

処 理 ) で 耐 久 性 、 装 飾 性 に 優 れ て い る 。

3  . 取付部品の改良により現場施工が標準化

さ れ 、 容 易 で あ る 。

4  . サイ ズが 豊 富 で あ る 。

シャープ健康保険組合鳥羽保養所

。 特 長

・裏 面 層→ 中 間 層→ 表 面層 の順に抗張力、イ申ぴ率が高く

な って い る の で 、 下 地 挙 動 に 対 し て 極 め て 強 〈 ゼ ロ ス

パ ンテ ンシ ョ ン の 原 理 に か な った 積 層 シ ー 卜 で す 。

・耐候 性 ・耐薬 品 性 ・耐 摩 耗 性 に す ぐ れ た 軽 歩 行 用 の シ

ー トです 。

・溶 剤 再 活 性 タ イ プ の ニ ト リ ル ゴム 系 接 着 剤 を 使 用 し て

います 。

・裏 面 層に基布がないので、 ジ ョイ ン 卜部の溶着 、 溶 接

が 確 実 で す 。

・立上 り 端 末 の 処 理 は そ の 形 状 に 合 わ せ て 特殊 金 物 を 使

用 し て い ま す 。

一一一一一一- w

-̂

A  B  

単位m

呼 称 W 有効幅 A  B  t  直線部 コーナ一部

Y  K  - 150 150 125 85 70 1.8  4，000 500 x  500 

Y  K  - 180 180 155 85 70 2. 0 4，000 500 x  500 

Y  K  - 200 200 175 85 70 2.0 4，000 500 x  500 

Y  K  - 220 220 195 85 70 2.0  4，000 500 X  500 

Y  K  - 250 250 225 85 70 2.3  4，000 500 x  500 

Y  K  - 300 300 275 85 70 2. 5 4，000 500 x  500 

Y  K  - 350 350 325 85 70 2. 0 2，000 1000 X  1000 

Y  K  - 400 400 375 85 70 2. 0 2，000 1000 X  1000 

Y  K  - 450 450 425 85 70 2. 0 2，000 1000 X  1000 

Y  K  - 500 500 475 85 70 2. 0 2，000 1000 X  1000 

。 山 出 興 産 株 式 会 社

本 社/ 〒564 大 阪 府 吹 田 市 江 の 木 町 24 番 10 号

大阪営業所/ 干 564 大 阪 府 吹 田 市 江 の 木 町 24 番 10 号 宮 大 阪 ( 06) 385ー1261附

東京営業所/ 〒 105 東京都港区西新橋 3 丁目 23番 B号 ( 白川ビル) 倉東京 ( 03) 432- 8431附

広島営業所/ 干730 広島市東区二葉ノ里1丁目 1番68号( 広島パレスビル) 公広島 ( 082) 263- 5103附

福岡営業所/ 干810 福岡市中央区大手門1丁 目8-8 (第 2 渡部ビル ) f i 福岡 ( 日92) 712- 6266附

仙台営業所/ 干983 仙 台 市 摺 ヶ 岡 12 ー 1 ( 摺ヶ岡ピル 2 F )  f i 仙台 ( 日222) 91 一日 877附



トｬｊｾピヨ
小意気で許 しゃれた小模様は、使い易く、どんな 空間

でもあなたのセンスを充分に 生かせます。表情豊か

なフロアの庖舗づくりのお手伝いをします。

ln 号|

東 京 含( 03) 503 - 6231 / 大 阪 倉( 06) 943 - 1641 / 広 島 倉( 082) 228 - 3361 / 岡 山 台( 0862) 26- 2251 / 高 松 宮( 0878) 33- 4410

松 山 倉( 0899) 25- 6366/ 福 岡 宮( 092) 411- 9076/ 北九州 含 ( 093) 522 - 0235 
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刻々と変 化 する Ｑ 止持の気 ｪｬ 葉 。 ｬｉ ｬｾｬ ヲミ、必り、そして ｉ 次司 ー ＮＮ が半減できます。

一 日のうちでも激I I 、変化の起こる場合があります。 躯体との絶縁・可動方式。

アノレウィ卜ラは、 1951年開発以来30年、気候 ・風 土 の 躯 f*! : I . J : . 絶車まして取付け句れ、しヵ・ふ充分な可動

災なる世界40数ヵ国の建物に採用され、あらゆる気 性を備えてL 、ます。このため、端部材自 身 の伸 縮 は

候に打ち勝つ優れた機能を証明しつづけています。 もちろん、縦{ 本の常勤にも;μ 科されることがありません。

アルウィトラはアセンフソレ方式。

アノレウィトラは、 f，'/i. 1友音11材の各々が別々の動きができ

るアセンフツレ方式。しかも、各m成昔1I材それぞれにキメ

制uかな雨仕鋒の工夫がなされてし 、ます。

依合方式て'スビーテ'ィな取付け。

ワンタッチてスピーディに取付Itることのできる似合方

式。 ピス止め不安で' す。現場加工も不安で、工期

東 京 y ョールーム

ノー・シール方式の伸縮ジョイント。

ジョイン卜苦11は、コーキング材のいらなL 、独自のフレキ

大 阪 ショールーム 名 古 屋 シ ョ ー ル ー ム

シフツレジョイントで、 200mm/ hの表雨にも耐 λ る完全授

ら・Fs I 仕舞を実現します。

ジヤンクションユニットまて捕えた総合端部材。

アノレウィトラには、笠木タイプだげでな〈、各種建物端

部や立上部などに適応できる多〈のタイフ ・ がお ｾｪ って

L ' ;I:す。しかも、各タイフ。の取合部もジヤンクションユニ

ットによって、すべて級品主化した納りができます。

側 ABC:

. カタロク冷ご請求ください。

干 I聞 東 京 郁 子 代 田 区 永 田町 2- 12- 14 : i : 伝凱 A W 係

当製品についてのお問い合わせは 03・507- 7196 まで

股計図をひく前に

住宅・庖舗・ピル・工場の一流

建 材・設備機総を111富に展

示しております。ぜひ一度、ショ

ールームでお附. かめく t: ' きL 、。
東京鉱千代間区永園町2 1 2 1 .

〒100 TEl 03(S07)7111 

大阪1 f i 東区 東嶋 1 7 0 MMピル ' F

〒5' 0τ E L侃 (943)2回 l

名 古 屋 市 φ 区 栄 ' 3 目 崎 初 ピ ル 同

〒460 TEL O日(263) 1455 8l i OWQOO阿
・ 図噌 鍋 自 休 館

・ 日噌 鍛 8 ' MI ' J U土 曜 休 館 . 8噌 ・鍋 8 . II '. I U:t. 噌 休 館

• 



バラエティlこ富んでま!t

年々、建築金物の施工が多様化の一途をたどってし、ま

す二それは、施主 ・設計事務所が個性を主張するため

に、建築金物が大きな比重を占めてきたためだと思わ

島根県大田市役所の庇

設 計 .側三谷設計

れます。岩崎電工では、その個性を尊重し、設計意図

を具現するために、信頼できる金物素材を厳選し、ノ f ラ

エテ: . f 豊ヵ・な建築金物オータこ一品を承ってし、ます。

島根県大田市役所・各階の庇

( 耐候性鋼板〕
施 工 青木建設 ・青木組特別共同企業体

織の最大の弱点である錆を克服した耐候性鋼

板を庇に採用し、重厚感をかもしだすのに成功し

ました。ウェザーコート・ プレノ{ ' l / ン処理によって、年

月がたつほどに味わし、が深まるのも耐候佐鋼キ反な

らではの特長。屋根やノ叶、ノレ等の建築外装など

に幅広く使用されてし、ますL

東関東自動車道

習志野料金所のアーチ

( ステンレスパイプ〉

優れた耐錆性と耐久性を持つステンレスのおか

けていつまでも美しさを保ち堅牢そのもの。メンテ

ナンスフリーなのも大きな魅力。手摺やサッシ、外

装には最適の素材てやすL

三田電電ヒフレ・ロビー

アノレキャスト飾り格子

( フフルミ鋳物ブロンズ仕上〉

アルミ鋳物なら、どんな造形も思いのまま。装飾性も

抜群で; 微妙な色彩でも塗装OK。オータL 品は

型代等て: イニシヤノレコストがかかりますカミオリジナ

リティが生かせるうえに耐久力もあるので: 長い目てや

みれば断然お得て主カーテンウォーノレから門扉

lこいたるまで: 建築叶間企を生かすには不可欠の

造型物となっていますユ

・ステンレス建築会物規格シリーズは一一一一一一一

サッシ。手摺笠木ヒ.汁丸環・ 7ラップ

・ステンレス・インテリア・アイクラフ卜・ シリーズは一一一

灰皿・〈ずかご傘立・電信ボックスマガジンラック

. アイメタルは

ヘランダ手摺・階段手摺 窓手摺 門扉 Jレーパ一 天井ルー

〈ー 窓格子ス? リーンー玄関7ィッヲス・グリルウオール フェ

ンス・間仕切りなどに 美しい装飾性を発揮しまれ

技術と信頼

岩崎電工|

ＯＭＴ＾ムおｌＮｌＮｉ ｉｉ 吠ｩｩｉ￱・「会仲Ｍｴｌｾ・Ｋ

く ｆｶ･ＱＵ 崎電ム蘇武富 ｾｉ
本 社/ 干150 東京都渋谷区道玄坂2丁目 16番8号

T E L  03(464) 6401開

大阪支庖/ 〒530 大阪市北区西天満5丁目9番5号谷山ヒツレ

T E L  06(364)0278的

福岡営業所/ 干 812 縞岡市博多区| 専$ ; 駅前 31日 27番24号

11平$ タナカピル T EL. 092 (474)  2731 

- (  

三国電電ピル・ロビー

設 計 電 電 公 社

施工，膏水建設側・竹中工務庖附 J V
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""' 18パネル工法
昭和54年建設省建設技術評価第79502号/ 特許56-33534他

I Bパネル工 法 は、インシュレ ー ションブリックを P C鋼 棒 で 強化 した大型 ; f ネルを、コンク

リート の捨て型枠とする工法で、工期短縮、剥離落下防止、外足場省略可能、コンクリート

クラックの防止、外断熱等の効果が認められつつあります。最近、更に新しく省エネ効果の

高い外断熱工法と外観に立体感を持たせたパネルを開発しました 。

IBパネル

断 面 図

フラ ットハ- 6X38 

18アンカー

18パネル ②52.5明

セパレーター 孟@600

装塗

弘

一

シ

可

-

キ

円

九

一

ポ

棒

一

日

F

J

 

m，一一

D

'

一

身

f

長ナ ット

大田市役所庁舎( 島根県)

( タマモSI B工法)

1  .  IBパネルと躯体の問に断熱材をはさんだ外

断熱壁である 。

2. 永久的耐久力をもつれんが外装で、 しかも

外断熱ができる 。

3  パネル保持金具はステンレス製で充分な耐

カをf寺つ。

4. 断熱係数

墜 体 構 造 熱 貫 流 率

(' %)  ( Kc al /m'  h"C)  

I B 52. 5 3. 59 

I Bコン クリート 202. 5 2. 67 

SI B(断熱材! 写 50，%) 252. 5 0. 53 

I  SI B(  100，%)  302 .  5  0. 29 

設 計 監 理 : 三 谷 設 計

施 工 : 青木建設・青木組特別共同企業体

保 持 金 具

保 持 力 問 瞭{断l ! t"，スペース) 5σ 弘の唱告3.0' 以上

ｕ ｐ 広 Ｉ 間隙 ｻ 断 ｦｦｴ ，ｾ スペ ー スＩ ) 叩喝の場合2.3' 以よ

@ 西 谷 陶 業 株 式 会 社

本社・工場・〒761高松市鶴市町2029- 8TEL( 0878) 82- 1511代

J I S許可工場圃干761香 川 県 綬 歌i"1級市町大字千疋560

( NO. 781031)  TEL( 08787) 7- 1121代( タ 7 モ陶業協業組合)

東京事務所・〒102束京都千代田区平河開T l - 5- 3TEL( 03) 261-2456 

大阪事務所・〒5651吹田市山田東ト31A- 603TEL( 06) 877-9044 
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3  小ばりをなくし、大きいスラプとする場合

( たとえばマンションで小ばりが室内に露出し、

デザイン的にまずいので、大きいスラブとして設

計する 。 この場合、アンボンド鋼材によって応力

導入する 。振動障害に注意が必要で、 6. 5mX 10m

の ス ラ プl写は 16- 18cmぐらいである)

4  片持ばりの持出し長さが大きい場合

( 地震力を受けない部材であるので、アンボンド

鋼材が用いられる)

5  . 壁や床のひび割れを防ぐ場合

( 導入圧縮力は平均10kg /cr r 1 程度とする 。 アンボ

ンド鋼材を使用する)

6  屋上防水をやめる場合

( 屋根スラプに圧縮カを導入すると防水を省くこ

とができる 。 アンボンド鋼材使用)

*  
つぎに設計例を紹介する 。

建 物 : 日本材料学会会館

設 計 : 側 近 畿 建 築 精 進 研 究 所

宛工 : 附鴻池組

構 造 : P R C構 造 3 階 建

コンクリー卜強度: 240kg/ cr r 1( 緊張時は 220kg /crr1) 

プレストレス導入 :

0 大ばり (7 .5mスパンではりせい 55cm、3. 6mの方

もひび害1] れ防止のため応力導入)

0 基礎ばり( 建物全体の変形を考えで応力導入)

O スラプ (3. 5mX 7 .5m 1枚スラプの厚さは 15cm、

アンボンド鋼材12 .7戸@7 5 0で応力導入、導入力

約 l l kg /  crr1) 

0 壁( ひび害1] れ防止のため応力導入。 導入力等は

スラプと同じ)

うである 。 事実、 P C椛 造 の 設 計 ・施工の普及は

緩く、 R. C. 構造と比べ隔世の感がある 。

しかし、 R. C.f! ' l i 造には構造計画的に適正なスパ

ンやはりせい等があり、少しスパンを大きくした

り、はりせいを小さくすると、いわゆる R. C. 構 造

としてはスケール ・アウトにな っでしまう 。 この

ような場合に、 R . C. 精造にわずかなストレス( 圧

縮応力) を導入し 、

1  . 過大なたわみを防ぎ、

2 . ひび割れをある許容値以下におさえる、

ことができる 。

これはいわゆる P R C構造( プレストレスト鉄筋

コンクリート椛造) といわれ、本欄でも阪大鈴木

教授から詳しい報告が掲載された。

P R C構 造 は表 1 に示すごとく、 P C精進と R C

構造の中間を埋めるものといえ、コンクリート強

度もポストテンション工法では 240kg /  cr r 1以上とす

ることができるので、「身近な精進」としてわれわ

れの前に登場してきた。折しも建設省から新しく

P C構 造 の告 示 が出ょうと している( 年内か つ)。

ここには P R C精 進 の 締 造 規 定 や P C鋼材としてア

ンボンド鋼材( シースっき P C鋼材) の規定が明示

されることにな っている 。 これを契機として P C

P RCfl l i 造は飛腕的に普及するものと思われる 。

プレストレストコンクリー卜椛造 ( PC構造) は、 そこで今までの P R C構造の構造計画を整理する

椛造計画的には大スパンに適し、はりせいは通常、 と、つぎのようになる 。

スパンの 1/ 20程度に小さくなるととも に、コンク 1  . やや大きいス パン( l 2m- 1 8m) の 場 合

リートにひび割れが発生しない有利な構造として ( 一般的には S R C椛造とされるが、 P R C構 造 の 方

よく使われるようにな ってきた。 しかし、高強度 が経済的で、工期が早い場合もある 。 P RC ならは

のコンクリー卜を使用しなければならないことや、 りせい1 / 15程度)

施工的にも不慣れな シース、 P C鋼 材 の 配 置 、 応 2 . はりせいを小さくしたい場合

力導入ということもあって、一般的には「高級な ( つぎの例では 7 .5mスパン、 3 階建ではりせいは

構 造 J r特殊な構造」として受けとめられているよ 55cmである 。 高 さ制限のため)

1"  I 一四 1" 1"  1"  1  

Ｎｈ Ｇ ・ ｉｾ 淘 ｉ I  I  

1C， G.  !C' j  G. IC' G.  !C， G. IC' G. !C， 

1 0 0  

P R C構造の構造計画

恭子好富 / 関口須賀

近畿大学助教J畳¥

キンキ情造設計/

( す が よ し と み

せきぐち きょうこ

注) 7 ンポンド P C鋼材

一一一アンポンドケープル S WPRI 5. 2j 11を示す

一一一一7 ンポンドケーブル S WPRI 2 .7戸を示す
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9 9  

“VRV" ビル用マルチ

工ヤコン

浜 田 専 一

4 台システム / RS CY10A (1  0伊)

且二
FCHY63Al  

6 台システム / RSCY15A(15伊)

FCHY63A2 

1  . “ V R V" 空調システムとは

“ V R V " 空調システムは、中小規模 ( 500- 2000m'

程度) 建築物の省エネルギ空調システムとして i摘

発されたもので、

V :  Var i abl  

R:  R efr i gerant  

V :  V olume  

の略である 。

ところで、可変空調システムとして、 V A V (可

変風iil:)、 V WV ( 可変水量) などが一般的に使用さ

れでいる 。 これらのシステムは、必要な所に必要

なだけの熱誌を送り、快適な環境を作る省エネル

ギシステムである 。 V R V もこれらと同じように 、

冷 媒 ( Ref r igerant . . .R22) を熱搬送媒体として使用

し、空調負荷の変動に対し冷媒盈が変化すること

からこのように呼ばれている 。

空気や水の熱利用は顕熱であるが、冷媒の場合

には潜熱手IJ ffl となる 。 そのため搬送動力、搬送ス

ペースは他の場合と比較して僅端に少なくするこ

とができる 。 V R V システムを利用したピル問マ

ルチエヤコンは、複数台設訟される屋内ユニ y 卜

(写 真 1 天吊カセ ッ トタイプ) と、屋外ユニ γ ト

(写 真 2 ) より構成される、空気熱i原セパレートマ

ルチヒートポンプエヤコン システムである 。キ且み

合わせ例は 図 1 の巡りである 。屋外、屋内機とは

剥Hい冷媒配管と操作配線にで接続されている 。l室

内ユニットの制御信号により、その負荷熱虫に必

要な屋外機の容量が決定され、運転される 。 たと

え屋内機が 1 台の部分運転要求であ っても、屋外

機の追随運転がなされる 。設置のイメージは 図 2

のようになる 。

8 台システム/ RSCY20A(20伊)

10台システム/ RSCY25A(25伊)

図 1 屋内僚と屋外機の組み合わせ

- 晶 件 (50/ 60H，) 冷 E 冷 房 時 8 1 =暖房時

・室外空気温度/ 冷31. 7/32.2.C 雄 一0.2/0.6"<:

・室内空気温度ん令27"e 0 8、19.5"<: W B  瞳 21"<: 0 8  

・総合負荷/ 冷43. 8∞147. 4∞kcaf /h 瞳 42. 9∞143. 335kcae/h

・電 力料金は東京電力/ 関西電力の低圧電力

( ピル用マルチには冷眼配管 距離による. 冷暖房能力の低下を考慮している)

図 2 “ V R V" ビル用マルチエヤコン設置イメー ジ 図 3 他方式との年間維持費比較 (2 0 URS T相当比)

76 建築と社会 / 1982年11 月号

写真 1 屋内ユニ ッ ト

写真 2 屋外ユニ ッ ト

2 . “ V R V" ビル用マルチ工ヤコンの特長

省 エネ 、省資源、省 スペース空調

・冷媒搬送のため、ポンプ、タワー、大型ファン

等の熱鍛送装置が一切不要になる 。

・個別運' 伝、容量市! 日間l可能となり、無駄な運転が

なくなる 。

- 圧縮機、送風機、熱交換鵠も -1ii 新の省エネタイ

プを使用し、 E E R 2 .42と、空調調和衛生工学会の

推奨値 ( 2. 12) を大幅にクリヤーしている 。

・屋内機はう更吊カセ ッ ト、屋外機は屋上設置のた

め、特別な空調機械室は不安になる 。( これは中小

規模建築物では、とくに室有効面秘の I自で経営メ

リ y トがある 。)

トータルコスト追求形の空調 シス テム

・空調設備の生涯コスト ( L CC) は初期設備費の 5

- 6 倍と言われている 。 その85%がランニングコ

スト( 動力資+ メンテコスト) で占められている 。

省エネルギ、省メンテを最重視し、 トータルコス

トを追求することにより生まれたのが、本システ

ムである 。図 3 に他方式との、ランニングコスト

比t絞を示す。

本質的に安全、衛生的な空調 シス テム

・空気熱源ヒートポンプシステムであり、燃焼設

備がないので、本質的に安全な空調システムであ

る。

- 空気熱j原のため、冷却水が不要。( 水のトラブル

なし ーメンテナンスフリーシステム )

・排気ガス対策、冷却水飛散等もなく衛生的。

・操作も: t t I
I
釦操作で、専任者不姿。

*  

空調システムの省エネルギ化が進む中で、 トー

タルコストをどのように吉平イ面していくかカ守命Hi さ

れよう 。 そして、 トータルコスト J旨向の “ V R V " ピ

ル用マルチエヤコンの出現は、既存の空調システ

ムの考え方を変えていくことになろう 。

今後とも、 “ V R V " システムの充実を計っていく

中で、諸兄のご意見、ご教示をお願い致します。

( は ま だ せ んいち ¥ 

ダイキ ン工業株式会社空湖営業本部大阪主主業部投術謀長/



M

柑

・

0

季

b

u可

勾

柑

梱

日

出

一

即

ポキシ系の接着剤と同じく、無溶剤、 2 液混合型

であり、エポキシ樹脂のもつ種々の優れた性質を

そのまま具備している 。 また、取り扱い方法も比

較的容易で、土木や建築の現場などで使用される

パテ状のエポキシ樹脂製品と、全く同様に取り扱

料 の 頁施工材

20 10  

水の添加量( %)

水添加による引張および伸び率の変化図 1

図 2

する 。

以上の要点は、他のシーリング材による作業と

あまり相違するところはないが、エポキシシーリ

ング材の優れた特性を得るためには、施工上の必

須条項として留意しておく必要がある 。

15 5  

〆

グク/

うことができる 。

その主な持徴 1;1:、

① コンクリー卜や建築部材の接石に、エポキシ

樹脂持有の優れたf委託性能を確保することができ

る。

② 揮発成分を含有していないので体税収絡を起

こすことがない上、硬化に際して、多少の水分が

存在しでも完全に硬化する 。

③ 気{ 本や液体の透過性がなく、耐水 耐薬品性

があるので、シール効果が確実である 。

@  シー ル材が硬化したあと、吹付塗料その他の

仕上げ材との接Jf 性が良い。

⑤ 耐圧性、耐候性、耐久性が良い。

上記の特徴は、その用途として、ずい道、導水

管、貯水僧などのジョイント部や、ひび割れ個所

の止水または漏水防止に大きな効果を発律するば

かりでなく、穀物サイロの新設時や補修に使用す

ることにより、その気密性の保持にもエポキシシ

ーリング材としての優れた特性を発縛している 。

また、仕上げ材との按Jff 性が良いという利点は、

美観を強〈要求される建築物外壁のひび害I j れ補修

や、建築物本体のクラ γ ク誘発目地や隠し白地の

コーキング材として使用される 。特殊な例として

は、天然ガス坑弁の埋設鋼管カ y プリング部の防

蝕と、水密性の保持を目的として使用し、長期に

わたりその性能を保持しでいる 。

9 8  

系シーリング材工ポキシ

ーキング材は、本来は別の意

その用途や材料の性質が非常

から、広義にはシーリング材

かし、いずれも建築物その他

保持を目的としており、建築

白地部分、コンクリートのひ

生ずる間隙などへ充てんする

勲

シーリング材とコ

高野

'  

、

I味で用いられるが、

によく{ 以ていること

と総称している 。 し

の水密性や気密性の

部材相互の接合昔日や

び苦IJ れなどによって

材料である 。

安全衛生上の注意

エポキシ樹脂製品は、その取り扱う現場におい

て、作業者に皮 lおのカブレを生ずることがあり、

十分な安全衛生上の措置を施すことが婆望されて

いる 。E4015Sはエポキシ樹脂製品の中では、安全

性の高い原料を用いているが、絶対に安全な商品

であるとはいえない。 その取り扱いにおいでは、

相応の安全衛生措置を施すことが必要である 。士

t:t i主JJ: 事項を下記に示した。

・がli 紫な作業衣や保護手袋を用い、換気を十分に

行いながら作業すること。

・用具の洗浄に用いる溶剤は必要最少限にとどめ、

できるだけ水と石ケンで洗浄すること。

・体に付在したときは、すぐに水と石ケンで洗い

落とすこと 。

・目に入ったときは、すぐに多量の水で洗い流し、

直ちに医師の手当てを受けること 。

*  

以上、エ ポキシシ ーリング材の施工要領ならび

に安全衛生上の措置について述べたが、要はエポ

キシ樹脂製品一般の基- 本的な取り扱い、およびシ

ーリング胞工における基本的な事項を雌実に笑絡

することにある 。今後ますます高度化するシーリ

ング材への要求性能に対し、エポキシシーリング

材は大変重要な役割をはたすものと忠われる 。

(UJ のいきお ¥ 

点者15天蹴 ガス株式会社製造的おー製造J革派長/
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トーホーダイト E4015Sの取り扱い上の要点とし

ては、一般に使用されるエポキシ術脂製品の注意

点、すなわち主剤と硬化剤の 2 液を正しく配合す

ることと、混線を十分に行い混合ムラのないよう

にすることのこつである 。混線の終わったシール

材は、^ ' ラまたはコーキ ングガンなどでシールま

たはコーキングを実施するが、施工要領としては、

他の シーリング材とほ とんど同じであり 、エポキ

シシーリング材だけの特別な注意や処置を施す必

要はない。 しかし、つぎの事項だけは、施工H寺に

おいて確実に実施することが必要である 。

① E4015Sの伸び率は、他の シー リング材に比べ

でかなり小さいので、シールまたはコーキング個

所の特性を十分掌握した上、適切なシールまたは

コーキング幅で充てんする 。

② 充でん個所は全面に接訂するように充てんす

るのではなく、 図 1のように、シーリング材の伸

びが確保できるように施工する 。

③ パテ状の材料は、一般にコンクリートのよう

な被者面に対し、材料のヌレが生じにくい。被者

商に対し良好な接着カを得るためには、エポキ シ

系のプライマーを併用する 。

@  被者面に多少の水分があ っても、 E4015Sは硬

化するが、良い接着を得るためには乾燥面である

ことが望まれる 。充てん個所に水分があるときは、

きれいなウエス等で取り除き、湿 ￬ｦｾｬ 用エポキシプ

ライマーを塗布したあと、シーリング材を充てん

施工上の要点

シリコン系やポリサルファ

と、ガラスパテや j自性コーキ

4 とのこつに大きく分類され

E化、高機能化に伴い、弾性

たす役割は、大変重嬰なもの

グ材は、弾性.22 シーリング材

ーダイ卜 E4015Sは、 f也のエ

ング材 「トーホーダイト

用途

主 剤 | 灰 色 パ テ 状

硬 化 剤 | 灰 カ ッ色 パテ状

混 合 物 | 灰 色 パテ状

主剤 : 硬化剤= 1 : 1  (ill 盆)

硬 化 物 1. 3土0.05

2ot  1 時間30分

20t  24時間

25kg/，町f 以上

3 0 % 以上

9 6 % 以上

Omm 

HD 50士6

40155の性状および物性

シーリングキオ lこは、

ング材などの非 Ｕ 単位Ｚｾ

るが、建築物の高性自

比

エポキシシーリン

に属しており、 トーホ

エポキシ系シーリ

E4015SJ の特徴と

表 1 卜ーホーダイ卜 E

イド系などの弾性型

問I シーリング材のは

となってきている 。

鋭

比

重

配 合

世ト

接必面破局担

モJレタル4鹿島理

20- 25kg/，町f

10- 15kg/，町f

一仁1 二コー

可 { 史 時 間

指 触 硬 化 時 1m
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故 島 村 佐 次 郎氏

島村佐治郎氏略歴

本路地和歌山県和歌山市四番丁4帯地

現 住 所 同 上

生年月日 明治34年8 月27日

学 隠 大 正 8 年 3 月和歌山県立工業

学校卒

職 際 大 正 8 年 4 月株式会社アメリ

カ屋 (大阪) に 入社

大正15年 2 月島村建築事務所

創設

昭和54年 6 月株式会社島村建

築事務所代表取締役に就任

昭和57年 7 月任期満了に付、

退任、取締役会長に就任

賞 百'，} 昭和39年 11月賞綬褒章

昭和46年11月烈五等唆光旭日

章

公認資絡主l ! 築士法による 一級建築士

(建設大巨費録第01066号)

そ の 他 日本建築協会名誉正会只

和歌山県建築士会名誉会長

和歌山県建築士審査会委只

和歌山県建築審査会委日

和歌山県開発審査会委只

和歌山市建築審査会委日

和歌山東ロータリクラプ会員

故 福 中 定 三 郎氏

明治41年 3 月15日生

昭和57年10月 5 日逝去

本 籍 地 大 阪 府 八 尾 市 木 の 本 1 丁目 I∞

現住所 大阪府枚方市香星園町26- 68

学 歴

昭和 3 年 3 月 関西大学期"1m! 凶第十卒業

職 歴

昭和 3 年12月 大阪府sIi:記

21年 6 月 地方事務官 2 級

31年5 月 日本道路公団用地球長

39年 7 月 大阪府土木部総務課主幹、

後退戦

40年 4 月 (凶日本建築協会常務理事、

事務局長

52年 4 月 向上参与
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本会名誉正会日 島 村 佐 次 郎 先 生 を 悼 む

春の初めの頃、島村先生は風加を引かれたと

聞いた 。 それは意外と長引き、見舞うたびに静

ｾを頼んだがなかなか受け入れず、相変わらず

沢山の人と応待をしたり、仕事の方にも口出し

をしていたらしい 。

夏にな って見舞 ったときにはまを痘が出で、大

分 に 弱 っておられで「雑賀君、もうゴルフは無理

かも知れん」と弱音をい った。 あの元気だ った

先 生 の 言葉とは思えなく、ほろりとして初めて

の弱気の一 言 を聞いた 。 ゴ ル フ に 対 す る 別 離 で

あ ったのかも知れない 。 入 院 し て 徹 底 し た 治 療

をされるよう強く要請した 。

入院後の検査等は相当に苦しく、堪えられた

が、 一応 気 持 ち も 良 く な り 、 早 く 来 れ ば 良 か っ

たとい っておられた 。 しかし先生は沢山の人々

に見舞われるのを拒んだ 。病床の姿を兄てJ ' i う

のが、お嫌だったのだろう 。病状は、 一進 一 退

のままであ った。 " ) ; [ の終わり 9 月 7 日大往生を

された 。

先 生 の一 生は常に幸運に恵、まれて、惑やかで

あった。和歌山県の建築界の大御所として、平日

の 柏 村 で わ れ わ れ 後 輩 を 導 か れ 、 建 築 士 会 の 会

長として長い苦しい時代を努めて下さ った。先

ｾ＠ ) t!1f 

見の l明ある先生は全国に魁で、建築士会館を建

てる決意をされ、土地の借用にはじまり、財源

の手当て、建築工事等最大の努力を払われてこ

れを完成された 。 今では土地の払い下げも受け

て、会館とともに近くすべてが会員のものとな

雑賀建築設計事務所 雑 賀 孝夫

り、生まれ出る果実は永遠に後輩たちに潤いを

与えることができる 。

県や市の委只も多く、建築協会はじめ各種団

体 の 役 員 等 長 い 間 建 築 界 の た め に 多 忙 な 日 々 を

送られ、全〈頭の下がる思いであった 。 それで

も社業は隆々としでおり、これも先生のお人柄

のせいだと私達は淡んだものだ 。

先生を悼むにはゴルフを忘れることはできな

い。40年を越すゴルフ歴は、シングルプレーヤ

ーとして数々のトロフィーとともに輝かしいも

の で あ り 、 多 く の 友 人 後 輩 と と も に 大 い に ゴ ル

フを楽しんだ。 グリーン廻りのうまさは格別の

もので、私達を翻弄されたが、とくに独特のフ

ォームのパターの妙技は抜群のうまさで、中村

寅 吉 プ ロも驚歎の腕前であ った。

もちろんただプレーをするのみでなく、幾多

のゴルフクラブの役員や委員長を努め、ゴルフ

を通じて多くの人々に貢献した功績も大きい 。

この春、建築協会のゴルフに、若い人逮ととも

に「来年はもう行けないかも知れんから」と申

し込まれたと聞いたが、ついに参加できなか っ

たそうだ。

83才は長生きだというが、私は長生きと思え

ない 。 まだまだ元気であ っていただきたか った。

死顔は紛腿であ った。 死後も達者であることを

祈る 。

夏 、 夏 去 り 秋 、 四 季 は 巡 って夏の終り、ひぐ

らしの Ｑ ＱＱＳ く頃、先生の面 ｾｩｾ を偲べるや、幾年

本会副I常 務 理 事 福 中 定 三 郎 氏 を 悼 む - 弔 辞-

本 会 参 与 ・前常務理事福中定 三郎さん、あな

たは本会の 9 月 理 事 会 に 出 席 さ れ た 後 、 東 北 地

方にご旅行中と聞きましたが、 10月 5 日突然の

言卜報に接し、まことに矯↑ 与の至りても、痛惜に堪

えないところであります。

あなたは、昭和40年、本会常務理事に就任さ

れて以来、今日に至るまで、↑ ｾ｢ 会事業の推進を

図るとともに、常に友好団体との連繋を密にし

て 、建築界全般の向上、発展に貢献せられました 。

とくに 、H召和42年 に 実 施 さ れ た 本 会 創 立50周

年記念の各砲事業、昭和] 45年 大 阪 万 国 博 覧 会 開

催 時 に 行 わ れ た 第 2 回日本建築祭、本会建築ク

ラブの設立など、歴代会長を補佐しで積極的に

ご1舌:gil 、 こ れ を 成 功 せ し め る な ど 、 あ な た の 功

績 は 実 に 顕 著 な も の が ご ざ い ま す 。

また協会事務局長としては、職員に対する指

導育成はもとより、 H寺には自己を犠牲にしてま

で、事務局職員の待遇改普に15: を注がれました 。

そして昭和 52年 、 後 進 に 道 を 譲 って参与に就

任せられたのでありますが、本会といたしまし

でも、今後ともあなたのごtZIJ 力に侠っところ多

大なものがあります際、実に遺憾至極に存ずる

次 第 で あ り ま す。

本日主主に、あなたの葬儀が執り行われるに当

た り ま し て 、 本 会 会 長 を 代 表 し 、 あ な た の 功 績

に対して深甚の謝意を表するとともに、謹んで

哀 悼 の 誠 を 樺 げ、 ご冥福をお祈り申し上げます。

昭 和57年 10月 9 日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 福 田 朝 生

昭和57年10月5 目、旅行先の青森において急柑肺炎のた

め急逝せられ、 10月9 日枚方会館において告別式が執り

行われました。ここに当日の弔辞を掲;1世し、故人のご冥

穏をお祈り申し上げます。



日本建築協会

月間の動き

昭和57年 9 月分

理 事
..0.‘ 

2 玄

， 
J  

16 日 41時- 5 時 於会館集会室

出席者稲田会長、足立、佐野、絵村( 代理) 各副会

長ほか17名

殺事 (1) 建築業務基準委員会委員委嘱の件

(2 ) 暖事定数増員の{ 牛

(3 )  忘年懇親会開催の{ 牛

(4 )  入退会者承認の件

(5) 報告事項

..0与

2ミ 勢 委 貝

..0... 

:z;;: 

21 日 3 時- 5 時 於会館集会室

出 席 者 市 川 委 員 長 ほ か 5 名

議事( 1) 昭和55年度における会勢活動の成果

(2)  今後の会勢について、そのほか

事 業 委 員
..0... 

:z;;: 

広報小委員会

1 日 6 時- 9 時15分 於会館 3 階会議室

出席者 原兄副委員長ほか 8 名

殺事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2)  第53回展示写J*実施報告

(3)  第54回以降の展示写真について

(4 ) 本年度の研修会企画について

見学会小委員会

2 日 6 時 - 7 時半 於会館集会室

出席者 高島幹事ほか 4 名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  7 月、 8 F l の見学会実施報告

(3)  9 月、 10月の企画の報告

(4)  11月以降の企画について

若い会員の集L 、小委員会

7 日 611寺- 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 山形副委員長、葛谷幹事ほか 6 名

議 事 ( 1) 前回事業委員会の報告

(2)  第 3 因企画の実施報告

(3)  第 4 因企画「都市住宅を考える」の経過報告

(4 )  第 5 回以降の企画について

委員会

9 日 01時半 - 2 時 於会館集会室

出席者 福田会長、三品委員長、島田、鶴田、西村、

上出、原見、山形各副委員長ほか 5 名

誠司王 各小委員会の事業報告及び事業企画

広報研修分科会

14日 61時- 8 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 ゲ ス ト 荒 弁 持'I R ' 奥山工氏

小委員会 : 原見副委員長ほか 5 名

殺事 「パソコンについての研修会」の企画

若い会員の集い「建築家に聞く 」講師打合

17日 21時- 5 時 於出j工事務所

出席者 講師 : 出江寛氏、うでl F f 主笠ほか 2 名

殺事建築家に聞く「出江究氏の作品、堅正邸の見学」

についての企画打合せ

若い会員の集し、「ディスカバー大阪」ゲスト打合

19日 11時半 - 4 時 於新世界会館

出席者谷口、栂本委員ほか 1 名

内容 ゲスト ・石浜恒夫氏の講演会に参加後、企画打

合せ及び講師依頼

広報研修分科会

20日 6 時- 9 時40分 於会館集会室

出席者 原見副委員長ほか 3 名

議事 「パソコンについての研修会」の企画

若い会員の集い企画分科会

20日 6 時半 - 1011寺 於会館 3 階会J暗室

出席者 中川主査ほか 3 名

議事 「学習」シリーズの企画について

若い会員の集い「都市住宅を考える」講師打合

22日 7 時- 8 時30分 於会館 3 階会議室

出席者 講 師 : 猛見殺氏 ・紙里子技人氏

分科会 : 三好主主主ほか 4 名

議事 「都市住宅を考える (7) 大阪の都市住宅像をめぐ

るj I持1! 1l 1スケジュー Jレ(:f.か

若い会員の集い「建築家に聞く 」分科会

30日 6 時半 - 1 0時40分 於会館 3 際会議室

出 席 者 天 野 主 査 ほ か 3 名

議事( 1 ) r建築家に 1l:l 1<  j の企画について

(2 ) 同 会告原稿の検討

編 集 委 員
A

E

 

「人間と空気」特集編集幹事会

2 日 411寺- 5 11寺半 於会館集会室

出 席 者 湾 柳 幹 事 ほ か 3 名

議事( ] ) 編集委只会の報告

(2)  ＱＲ 月号「人間と空気」特ｾの企画

1 月号特集編集打合せ

2 日 5 時 半 - 7  n寺 於会館3 際会J持主

出席者 福田副委日長、田中幹事

議事 1 月号「関西の建築文化を考える」特集の企画の

方向について協議

青年技術者選衡委員会

8 日 111キ- 411寺 於会館集会室

出席者 機山選術委只長、寺内信 ( 大阪工業大学) 、金

賢治(大辿設計) 、1ts山正久( 大林組) 、山悶

俊j前(住宅 ・都市整備公開) 、久i忠敏治( 竹中工

務 ｉ［Ａ ｩＩ 、ｔＧｴ柳司Ｈ日建設 ｊ 十 Ｉ、 ｩ 可 山奇孝太郎 ＨｾＧ Ｚｪ 砂

批学工業) 、出崎i韮(新京i羊空調設計事務所)の

各選術委員

委員会

8 日 411寺- 5 時半 於会館 3 階会議室

出席者 償山委日長、羽生副委員長、滋柳幹事

議事 (1) r絵本にみるすまいとまちづくり」特集経過

報告

(2)  10月号「大阪御堂筋ビルデイングーホテル

日時ic大阪ー」特集経過報告

(3)  11月号「第29回青年技術者」および rj 也方の

庁舎建築」特集報告

(4 )  12月号「人間と空気」特集企画

(5)  1 月号「関西の建築文化を考える」特集企画

(6)  2 月号榊造特集の企画

(7 )  3 月号以降の特集企画について

(8 ) 収支状況報告

「関西の建築文化を考える j (仮称) 特集編集幹事会

9 日 611寺- 8 時45分 於会館集会室

出席者 稲田副委員長、田中幹事ほか 4 名

議事 1 月号「関西の建築文化を考える j (仮称、) 特集の

企画の具体化

構造分科会

24日 4 時- 6 時半 於会館 3 階会滋室

出 席 者 観 音 幹 事 ほ か 4 名

議事 2 月号械造特集「マイコンの建築への利用」の企

画( テー 7 の選定とその織成君主の企画)

「関西の建築文化を考える」特集編集幹事会

27日 611寺- 811寺半 於会館集会室

出席者 徳田別委 ｲｾ 長、田中幹事ほか Ｖ 名

誠司王 1 同号q民l四の建築文化を考える」特集の企画

( 逃妙状況報告と織成の組みかえ)

広告企画小委員会

28日 411寺- 511寺40分 於会館集会室

出 席 者 検 山 委f.¥長、原問委員ほか 3 名

議事( 1 ) 9 月号「昭和設計作品集」広告収入報告

(2 )  10月号「大阪御堂筋ピ J レディング( ホテル日

航大阪)j 特集広告途中経過報告

(3) 11月号r! 也方の庁舎建築」特集途中経過報告

(4 )  12月号「束畑建築事務所作品経歴」広告途中

経過報告

(5)  58年 3 月号「スポーツ施設J1寺集の企画

(6) 普通広告拡大企画

(7) 作品作風関係報告

18) 収支状況報告

教 育 委 員
..0... 

:z;;: 

建築工事実務講習会テキス卜打合

3 日 4  11寺- 511寺15分 於会館 3 階会議室

出席者 金田宏氏( 大林組) 、黒川f正一郎氏( 竹中工務

応)

議事 テキスト改訂事項の調皇室

講習会小委員会

16日 6 時 - 7 時45分 於会館集会室

出席者 ゲ ス ト : 金田宏氏 ・黒川f正一郎氏

小委員会 : 佐々木 ・安盛両副委員長、 三木

幹事ほか 3 名

議事( 1 ) 本年度建築工事実務講習会のテキスト改訂

について報告ならびに開催日

(2) 建築技術選の治座 ・第11回実施報告

建 材 委 員 会 」

委員会

16日 2 時- 3 時30分 於会館集会室

出席者 牧田委員長ほか 8 名

議事 (] ) 材料説明“ 東邦スカイモル"

説明 : 東邦パーライト株式会社

(2)  今後のメインテーマについて

(3)  今後の新建材紹介コーナーについて

見

ふと"

弓ー

A 企』

:z;;: 

ザ・ シンフォニーホール新築工事の見学会

8 日 211寺- 4 時

参加者 57名

設計施工 大成建設株式会社

音響設計 石井匁光(東大生後技術研究所教授 ・円本音

' 将士二会会長)

大成建設株式会社

山岡メモリアルビル新築工事の見学会

30日 211寺下 - 411寺半

参加者 32名

設計監理 (附日建設計

(附久米建築事務所

ntB工(建築工事) (附大林組、側竹中工務庖

鹿島建設側共同企業体

信舗設，汁施工側竹中工務庖( 阪，急百貨府内装全般)

若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (7)

大阪の都市住宅像をめぐる

28 日 6 時半 - 911寺 於大阪府立労働センター

参加者 48名

講 師暗証兄 液氏( 日本経済新聞社大阪本社編集委員)

紙里子佳人氏( 大阪大学工学出助教段)

建 築 ク ラ ブ

朝食会

14日 811寺- 10時 於大阪グランドホテル

出席者 67名

久田良吉氏 Ｈｔ ｕｩｾ 建築， ￬ｬ￬ ，汁事務所 Ｉよ り「河凶の走廊を

ゆく」と題して、スライドを見主がらシルクロードの

話をうかがった。

役員会

29 日 411寺- 511寺 於会館集会室

議事( 1 ) 忘年懇級会の件

(2)  今後のスピーカーについて、そのほか

建築関係 団体合同忘年懇親会

事務局打合会

29日 1  11寺半 - 311寺 於会館集会室

議 事 ( 1) 共催、後援団体 について

(2) 参加l会賀、協賛金額について

9 月 の 入 会 者 ( 敬羽、略)

〔団体会員 l 社〕

Ｈ 附西海主 ｾｊ 生

〔個人会員 6 名〕

今 津 市ii'i ｾ型原健 Ｍ 1良 瀬 明 夫

原 克 巳 宮 内 宏 森 崎 実

建築と社会 /1982年11月号 79 
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電話 大阪(364) 2031 - 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町4 丁目( 電話811- 3610)

テトカッパー防水

• 

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

防 水 専 業 の 研 究 経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 の パ ー フ ェ ク ト な 防 水 層 で す.

この防水層は ( 一層防水) 総 工 す る だ け で 、 防 水 は 完 盤 で す。

温 度 変 化 に 伸 びがなく、柔軟性に Mみ、耐殿、耐a ! ! 品性に{ 挺れ、腐蝕しません。

コーパータイト 新 工 法

カツパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 帯 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

選議

奥山化工業株式含社
本 社 東京 tmrjl 央区劃I唖8- 4- 9 唯断03 ( 571)  2703 

Jヒ阪耶暗所 大阪i I i 淀川区東三国6- 1- 41 唯1tIi 06 (391)  1081-2  

埼 玉 官 章 所 埼 玉 県楢川市東 1- 3- 30 電脳0487( 74)2845-6

摩本出掛所 神俗川崎ん即木 rli 金! 日 259 11t甑0462 ( 21)  1761  

名古屋岬昂 名古鹿市南区若瓜町33 電路052 (811 )  3660 

九州出強所 佐賀県佐賀郎詩情町大字鰭高埠450 電話回52 (47) 却45

防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・-

鈴 木式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッフ・@シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の f也守寺夢朱 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両答町1- 12 日 生 ビ ル 官 ( 943) 6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛岡・仙台・水戸・静岡・岡崎・名古屋 ・富山 ・大 津 ・京都・神 戸 ・広島・ 高 松 ・ 福 岡 他 全 国 主 要 都 市

• 

-、-



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

φ2 5期目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州|

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 盛 岡 ・倹 浜 ・俗 岡 京 都 ・神 戸

争株式
会 社

震災司J : 処 量 設 計 砲 工

大 阪 城 口 研 究 所

取締 役 社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪 372局7151 ( 代 )

京都 市 東 山 区 大 和 大路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944 ( 代 )

神 声 市 中 央 区 下山 手 ，;[! ti - 2  - ｾ＠ i童話 神 戸: l 41 同; : ; R  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 l苫 大阪市西区江戸線 l ア目 10倖 17号 〒550 屯 ，1市(441 )8231

本 社 東京郎中央区銀座 2 丁目 2 需17号 〒104 竜 自治 (535) 5251  

支 社 大 阪 東 京 ー名古屋

支 庖 札制 ー仙台・ 1そ沢 広 島・縮問

営業所 新潟 ー 天理 ・岡 山 ・ＮＺｾ ｾ ｦ ｾ＠ .  Ａ ｩ ｾ＠ *  

出張所 帯広 ，'f 森 ・秋問 ・盛|抽1・前崎 ー千葉 情浜 ・静防l

滋山 福井 E主回 ー京仰・神 l ' ・1卓Il J ・鹿児島 ー那草月

海外支庖 シン ガポ- ) レ

. 給排水衛生 圃冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑧ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2-6-2 ( 日本ビル)

電話 03- (270) ー741H倒

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 504H付

支 底 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙台・千葉 ・横浜・名古屋・金沢・四国 ・広島・福岡

出 張 所 福 井 倉敷 ・松山・宇都宮・静岡 ・苫小牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

/ v 、 ¥ 環 境 衛 生 施 設

1 /三、 l 荷 役 遺 憾 機 械

ＧＭＭｾ＠ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉商品世治( ! j l

取締役支庖長 杉 浦 敏 郎

大阪市京区北浜 2 r 日 221t H也 ｾ ｉｬ ｍ［＠ 大阪 (202) 代 表 3071

本 1，5  点京・ 11 比 芥 三 (; } ピ ル

支 /-" 名古屋 ・九州 北 海 道 中 国 東 北 ー北陸

.'H  iJ 民 所 償 浜 四 国 ・ 静 岡 ー盟111 ，[描Il l J 金沢 ー新潟

F U T A B A  Y  A  D E C O R A T O R S ，L  T D  

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株案審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 傍田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央区 日 本橋 蝋 毅 町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 賊 ・ 広 島 ・ 福 岡 金 沢 ・新潟 ・績浜

。樟式会社三発空調

取締役社長 斎 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西天 満 3 丁目 13帯20号 電 話 06- 363- 1371

東 京 本 底 東 京 郎 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344- 19日

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電話 06- 363ー 1371

支 庖 仙 台 市 中 央 2 丁 目 10 番 12 号 電話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙屋 町 1 丁目 2 番22号 電話0822- 47- 4535

領 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電話092ー 761- 3795

出 張 所 青森秋田宇都宮1民浜ー福井 ー京国i ・神戸 絃江・高必 ・下関沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

ｾ型 Ｓ よりよき環境へ筏術で挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、直副F 本 社 大阪市l軒|辻瓦l玉岡T2f llll ｾＱＶ 号Ｈ オ ートセンターピ ｊ レ Ｒ 附 Ｉ

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

メノチナノス郡 大 阪 市 大 淀 区 立 崎 4 丁 目 5 訴 21 号

郵便番号531 .;官話 大阪 (06) 374- 2  4  5  5 番

東 京 支 底 東京都千代田区九段南 2丁目 2 1ft 5号 ( 九段ピル 8階〉

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

舎 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大阪支広 大ｼ似市北区 Ｇ ｩ［ ｾＺ ，1;  ，'j 浜 1 丁目 27昨6 号 ( 何大ピル )

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代}

本 社 東 京 総 中 央 区 日 本 僑 本 石町4- 2(三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 広 島 ー札 縦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。空室壬業精舎fさ

建築物骨制自等 造作 工 事 、 家 具 建 具・室 内 装備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

図閥

( 創 業 大 正 7 年 )

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 自 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 34 9 - 9 1  9  3 代 表

阪府知事建築業者許可( 般- 48)第12064号
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商昂は字気です。 ｖｾ
掴 聞 熱と空気のエンジニア1 ー-

F  大気量土

与 し / 錨品 開

22J Z誌251空怒鳴問:3i -2♂: zfj Ft )世主計日常Ir- r.123

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬 送機設備

給排水衛生 『云/ 〆 設 計 施 工

第ーエ索柊式会私

大阪支庖

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

電 話. 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

日是・ 冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 が 装 置

回 設 計 施 工

高 fi!!: 
釜11

ふ匙c .

一手ー

大阪支 1高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急 ビ ル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

-t>: 干上 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

r maDI I働 3 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 撚 工 . 織 式 会 後 六 陪 安 値

大 阪 市 西 区 軍 事 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京続中央区京信 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313 ー 1846

3E 孟蚕 霊祭 大阪市北区西天満 5- 11- 12 電話 06- 313- 1846

Z 芸蚕霊祭 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

設 備 都 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06 - 313- 1846

禁嗣 12盲目P 枚方市甲斐団東町 9 番 3 号 電話。720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号) I  

110750， f製造販売

渡辺式緩勾配安定瓦 ( 実用新案登録出版中 )  J  

110751'  "  

各和洋瓦全般 ・カラーベスト ・モニエ J レ瓦 ・セキスイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工松下電工側日本モニエルt羽田被水化学工業側・富士スレ ート側・特約代理庖

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪市 生 野 区 林 寺 1 丁 目 5 番 14号 w5 4 4

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県三 原 郡 ( 淡 路 島 )

82 

給・排水・衛生 ・消火・暖冷房設備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 磁 大 阪 ( 458) 3531番

支庖 ・営業所 福岡・京都・天理 ・川西

⑨日本管工業株式会社

本社漫京都宝庫

大 阪 支 広

三 重 支 1苫

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

名古屋営業所

京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大阪市北区夫i;l/uI - 5-20 電話 ( 06 )  352- 3501((¥) 

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  包括 (0592) 26- 3610(，内

四 日 市 市 西 末 広 町 包 括 (0593) 53- 7431日勺

大津市中央 2 丁目 4- 28 電話 (0775) 22- 973以内

名古屋市中村区J I 1J武 1- 23 電宮舌 (052) 452- 3701自勺

C*""'. i舎町震H副 夢

ー・F 電曹司. . . .

③同掛品格帯

CJ l  

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王業様式念滋

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

n 0 6- 441 - 1994 ・443- 0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計- 施工 ・監理

⑬ 山 田x 襲 繊 京 宣 紅

本 社 大阪市西区点町腐 ] - 6 - 8 電話 06(443) 8161(大代表)

(環t克装置事業部 t
l
!- 用) 電話 06(447) 0831  (代表)

分析セン' > 一 大阪市淀川区三津屋南トト35 笥話 06(308) 149] 

支 広 東京・名古屋係岡

営 業 所 ょ，; ( 倒神戸 ー姫 路 広 島 " ｾＩｪｦ Ｂ公 ・ 松山

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

国要文化事社寺・天理教教会本部 御 用 達

〈信〉顎孟宇工業所

代表取締役 小 林 麻 造

干 ＶＳＰ 奈 良市西新在家 ｾｊｔ 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 26 - 2 9 0 1 番 (代 表)



電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

設 計 施工

栗 原 工 業 繍 式 会 位

電気・言十装工事

ー之

社
ム

玄式電陽

↑導

TEL 大阪06 (385) 1361 (代)

TEL 京都075(311)1185( 代)

TEL 福岡092(771) 6  1  6  8  

本

本 社 大阪市北区中之島 3- 2- 4 朝日 ピル

大阪営業所 TEL 大阪06(385) 1361  (I"¥:) 京都営業所

東京営業所 TEL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所

山代表取締役
英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1 - 1 東阪急ビル T E L06- 313- II OI

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 南 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

電 気 工 事 設 計 施 工

社興株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高関僑五丁目 二八番地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市 20ヶ所

キ土

庖

本

支

、

出 張 所

電

A

V

 

4

ム

4

4

E

 

工

ム

一

A

施

式

実

計

井

末

中

九
又

ι

r

ご

田

三月

旬

、

:

出

回

国

総 合 役 備 工 事 〈殺計 ・施行〉

建 築 ・電 気 ・アンテナ ・送 電 線 ・プラ ント ・計 装 ・空 調 ・土 木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

社

取締f支社長

大阪市西区北堀江 1 丁目 10番 2 号

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

社本

郎

フE

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06)  452- 1151  (大代 )

東京・名古屋 ・広島・福岡

四

正

林

合代

社本

営業所
事業所

電気・計装・空調工事設計施工

ヤマト圃気工レ三 ｊ 二戸ｾＺｊヲ航費 ｑｕ

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了f I 1 番 3 号

T E し 06- 364 - 3056  (代)

東京・神戸 広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 帆 ・ 苦 小 牧 ・浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

' &.  

J [ ヨ取締役社長

宇土

支 1苫

事業所

A  

本

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

ｾｉ 司働問ヨコ Ａ｝ｃ ＺＲ

場

一

二

工

第

第

Board&Slate 

需 3阪フ タ パ

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

臣

市

櫨

週

区

元

町

}

丁

目

七

阿

ニ

電

話

削

λ

O
六

五

@問

説内

代 表 取 締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 福 山

Standard 

員 木 建 入 .'1 落 防 止

耐雲ZE量

ナニワ緩匂 12ii

司R

奉 仕 感 謝 の 唐

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支J吉

タ イ ル 工 事 施 工

:= 11) J手 家 零 歳 庖⑪ 

大阪市東区高腿僑 2 丁目 9 野村 ビル5階 電 話 大 阪 (202)4905

83 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1- 13- 33( 靭 本 町 パ ス 停 前 )

電話 大 阪 06(532)代 0461 ・550

天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

社

天 理 営 業 所

本
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a  
w  

各種障害撤去・砂磯層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リー ト穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

株 式 会 社 菱 備 基 礎

本社 22 中 市 宝 山 町 22 番 44 号 〒560 電 話 (06)841ー 7121- 3  

工 場 監 中 市 利 倉 東1丁目 16f11: 5号 〒561 電話 ( 06) 863- 0207 ( 代)

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗布防ポ ・シート防本モルタル防/ ] <

・ 樹 脂 注 入 緩 着 工 法 九 種 樹IJi1i.主人被 l H，B修 1: Ｇｲｾ＠

・ 亀 裂 補 修 工 事 作極樹 ln1i主人 ・充填 ・コーキング

・シーリンク工 事 シリコン チオコー Jレ・ウレタン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 7 7 リJレ・1) シン ー弾性タイル ・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知I 司Jf，i' l二"r ( 般 - 53) ¥.i'; 51225 i } 

く〉日本シー リング工事業協会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  I.LJL.¥ 叫: t : . ｾＮＮＦＭｉＭ τＺｲｲ＠

星制 ＱＱ 也川 ｊＮｉ ｊ ｾ 開 ｉ ピ ｊ レ ＲＰ Ｑ s  ¥.f'2: 1  ［ＮｲｾＭｙＭｲＮｲて Ｗ ＴｊＱｉ
T E L  0 6( 3 15) 0701 、.. .-， .  -.， ，，-・・..6_、r"#・

子二.I 0CSA ｔＢニＮｉ ｮｴｬｾ ，ニＢＢー
セキサンパイル ( S M.A C. P C.R C)  

カネライトフォーム. A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代表取締役; 賓岡 j告

本 社 干 629- 31 五l /;l l 府竹' f ' l nl 網 野 町 下 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代}

舞 鶴 'j:¥' 業 所 〒 624 舞 鶴 市 柄 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 }

' "  ｾ国
Ｋ凶 ｾ［ｴＫ｟
ｾ 革Ｎ ＧｦＺｉＮＧＤ
.‘ 一 司

ＺＺ ，， ｾ ｾ ｾ ｗ ｩＺ Ｚ＠

0・一、
. . . .00 

膨張材 J I ¥野田工クスパン

関 = 日 に すT J

Jll 野田セメント獄式客員

本 部東京i ' iili . DR 区豊洲 1- 1- 7  T E L  531- 4111 

大阪支庖大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341- 8331 

支 庖 キL脱・仙台 ・東京・名古屋・大阪 ・高松 ・広島 ・福岡

製造元 日豊マスヲーピJ L.ヲ1弐 株 式 会 最

l仮売元 J rt モ. J "I J コJ . ，宥勾居室お示事司t 委書量主

本 社 / 東 京 仰 港 区 六 本 木 3 ー 16  - 26 . .  03-582-881 1  

k 阪 計 量 所 / 大 阪 市 点 区 北 浜 3 - 7 曹 06- 20宮ー3294

。_， ＮＭ＾ｊ｟Ｉ｜ｊｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1あシ. --J l 今

回n/¥' ，イナ11ーシートP
日立バイナリ ーシート P は，日立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重権造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 社 硝眼都千代田区間内2 T 開閉干代田ピル}

デンカC S Aファミリー製品

.7.二.I 0 C S A … … … … … … … … … ー コ ン ク リ ー 卜 の ひ び わ れ 防 止 に

Ｈ ｊ ｉ ｾ￟ 長性混 和材 Ｉ

・子二. 10 弓克ヨニ.1 . . . . … ・ ・ ・ ・ … ・ ・ … ・ … ・ 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

( グラウト用無収縮材)

ＮＷＮ ［ＢＰ 司 ｆ Ｚｊ Ｑ一手吻 ｉｊｾ . . … … … … … コ ン ク リ ー 卜 躯 体 の 漏 水 補 修 に

( 止 水 ・補修用急硬セメント)

・安二. I 0E S . … … … … … … … … … … 一 地 盤 補 強 用 薬 液 注 入

( よ質安定用急硬 材 )

・子二. I 0r J OOO・ … … ・ … … … … … … コ ン ク リ ー ト パ イ ル の 早 期 出 荷 と

( 製品用超高度混和材) ハ イ モ メ ン ト 製 造 用 に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  



h  

日本 エ ア ー シ ュ ー タ ー

常に斬新なアイデアと技術を誇る

あらゆるところで活躍している

タ
ユ

、ジ戸工

書類搬送のみでなく、分析資料の急送、パーツ

搬送など盟富な機種とシステムであらゆる分野

で 使 わ れ て い ま す。

守 丸 型

、

新型エア ーシユ ー ター E 5 ' イプ

命 日 本 刀 ー シ ュ ー タ ー 株 式 会 社
本 社 営 業 部/ 東京都中央区銀座 7 ー 14ー 16 w l 04 合 (03) 542- 0180仰 名古屋営業所 合 ( 052) 251- 1678(1も 九 州 営 業 所 合 ( 092) 431- 5166間

大 阪 支 底/ 大阪市北区天神橋 l ー 14 - 8 ⑤ 団 o t i (06)352- 4981( {tl 札 幌 出 張 所 公 ( 011 )221 ー 2243 仙 台 出 張 所 t i ( 0222) 23- 3590

広 島 出 張 所 合 ( 0822) 43一3641 高 松 出 張 所 t i ( 0878) 62- 1851附

八 幡 出 張 所 t i ( 093) 681- 8666問 多 摩 工 場 t i ( 0423) 75- 8711(ft)

全 国書 庖 18 日 一 斉 発 売 /
好 評 発 売 中 /

fiiE杭掛iまなぶ) 同編集部編lfl 璽讐醇餌?55?問 、

(言最新場所打ぐい工法) 北中克己著

111111111111111111111111111111111111111111111111111 ー闘 ｩｩｬ ヨ ｂｾＺ［ｾ 週 1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

フ ラ ッ ト ス ラ ブ 構 造 の 設 計 一一一一… 松井源吾九

A 5 ・325頁 定 価3，500円 ・送料300円

基 礎 工 法 の 合 理 化 と 今 後 の 課 題 一阪口 理

設計者 と現場マンのためのわかる漆接

(事溶 接 読 本 ) 井上 博 著

- 集 合 住 宅 の 改 造 計 画 一一一一一一一一一一一一佐野興治九

B 5 ・149頁 定 価3，000円・送料300円

納まりやすく施工しやすい配筋の指導書
| ・はり組の一般解法 一一一一一一一一一- - - --- ---一一 木村 俊 彦

可

- (配 筋
吾間合 本 ) 井 上 博 共

北小路宏著 | ・ 建 築 技 術 者 の た め の わ か る 電 気 (5) ..... 弁上 博

B  5 ・162頁 定 価3，200円・送料300円 吾 ん = 凡 Z

建築技術者のためのわかる設備 || ・ 研 究 施 認 の 計 画 と 詔 計

(霊設 備 読 本 Ｉ 井 ＮＮＮＮ上 ほ向首 ｉＮｾｾｾ Ｚ 研究室・標準 実験室の計画一一一一 安達
- 構 坦 物 の 動 的 解 析 (18) 一一一一一一一………一一石 丸 辰治

I 給排水衛生設備篇

月干IJ r建 築 技 術J 連載でおなじみの，わかり易い説明文。設 計 者 や 現

場マンに，建築妓術者としてこれだけは知 っておきたい93項目につい

て，自筆の挿図と写真を豊富に使用しながら説き進めた新入社員の教

育と中堅社員の知識の整理に最適の・。

B  5 ・180頁 定 価3，200円・ 送料300円

- 構 造 計 算 デ ー タ シ ー ト (88) .........一一.. fi ' l i 建設計研究所

- 主l! 築経t再統計lヌl表 ・フォトニュース ・ 卜ヒ '1 7 ス ・Ii l l 築家の良J般

・波 書 コーナー ・海外のお足B・述材の動向 その f也

直後購読ご希望の場合年間予約金 ￥ 1 2，ロロロ (送料共)

建 築 技 術

8 5  
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錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大 波 . V 波・ボ ッ ク ス 波・ W ジ ャ ン ポ波・ V デ ッキ

s v ジ ャ ン ポ 波 ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装 置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

選挙市 ｉｊｉ Ａｊ Ｙｊｾ ｊＮ Ｙｊｬ 製造線式会誼
大 阪 本 社

営 業 本 部

支 后 及 工 渇

東 京 本 社 及 工 場

支 唐 及 工 場

〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 06) 412 - 5131( 代 )

干 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 包 括 大 阪 ( 06)488- 1081 ( 代)

大 阪 ・ 九 州 ・名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材工 業 . 株 )

〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484)42- 3115(代 )

東 北

左官作業の近代化を更にすすめる

F Z Zヲ. z7l ' yト

特殊自tl l91L

' k- I 込ー

ローヲー
一発で特殊「白モルタル」スタ ッコが仕上げられます。

⑧ 宮型里票空壬芋f果黒思思ι55ιιι)河問澗5日538潟8

支庖・営業所

東京・仙台・高槻・明石・中国・四国・九州

地戸吾， .::::1占

喧

r J  .-..:ー・・・ 一一二司ｾ

，l l ，J . エミ. ' こコ
l  総合天井システム知器 |  

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法、、A L T S工法、は当社主主自の

照明灯ユニットおよびヨコルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕土げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの叡備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にした多機能を誇っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 香 ア 号 〒530 ・ 信( 06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 情4 T目2番 第29森 ピ ル 〒105 電 信( 03) 437- 3361閥

禍 問 領 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 〒812 電 信( 092) 291- 04591偽

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 号 〒451 電 話( 052) 522- 543僚f t )

仙 台 仙 台 市 本 町2 T目T番8号 第T広 瀬 ピ ル 干980 ・Od( 0222) 65- 656邸内

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豊 J l I1 1  9 番 地 干900 電 信( 0988) 53- 685α 僧

86 
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光公害をシャツト

ENVI ROLI  

太 陽 が 油 む と い う こ と は 、 ど ん な に

エ キ サイ トしたゲームでも、 昔 は そ れ

ま で で あ っ た。 し か し 、 い ま の若 者 は

口をそろえてお日義する 。r E NV I RO LI  

- GHT  II カ王あ る ぞJ

光 を 最 大限に利用、 エ ネ ル ギ ー 効率

を 高 め る と 同 時 に 、 低 セ ッ ト 型 で 光 公

害 を最 小 限 に と ど め る よ う に 設 計グ

の歴史を変えた. /

DecoTurfll 
1978年 か ら U S オー プ ン が 行 わ れ る

よ う に な っ た ニ ュ ー ヨ ー ク の フ ラ ッ シ

ングメド ウの US T A( 全 米 テ ニ ス 協 会 )

ナ シ ョ ナ ル テ ニ ス セ ン タ ー のコ ート 36

面 す べ て に 採 用 さ れ 、 テ ニ ス コート の

歴 史 を 変 え た と ま で い わ れ る 全 天 候 型

の デ コ タ ー フ 11 。 四季 を 通 じ て 快 適 に

プレーできると、

耐 久 性 、 耐 摩 性 、 ま た す べ り 抵 抗 性

や 亀 裂 が で き て も 使 用 中 に 元 通 りにな

る 復 元 性 、 粘着 性 を 評価 さ れ 、 倉 庫 や

工 場 、 駐 車 場 に も 使 わ れ て い る だ け で

な く 、 不 燃 性 を 買 わ れ て ガ ス 工 場 や 爆

薬 工 場 の 床 に も 使 用 さ れ て い ま す 。

さ ら に 、 完 全 無毒 無 臭 であるため、

各種食品工場、貯蔵庫にも進出. グ

ＲＲ 己Ｚｴ ｊ ｌ 厄 ｾ ｉ 文 服喪実荷建材施設部門
本 社 〒530 大阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ビル 9 階) i i  ( 06)343- 044 1  

大阪本部 〒552 大 阪 市 港 区 南 市 岡 l 丁 目 11 ー 11 i i  ( 06) 584- 0681 

東 京 干 |旧 東京都中央区京橋 2 丁目 9 番 2 号( 等 | ぬり 彦ビル) i i  ( 03)  562- 4676 

福 岡 干810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 | 丁 目 | 番 5 号 ( 舞 鶴 ピ ル ) 合 ( 092) 721- 6640
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式典が終わｾと、たちまちレセフション会場Ａこ。
ボタン操作 lつで、スペースの多目的利用が容易に一一 コクヨ移動観覧席O
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千葉県旭市のショッピンクセンター

サンモール内多目的ホールに、

移 動 観 覧 席 ・ユニマックスが採用されました。

コク ヨがアメリカンシ ー ティンダ社と提携 、 日本での

本格的な普及をめざしている 「移動観覧席 J
o
80年代

のニュ- ;/ ー ティングシステムとして大きな話題を集め

ていますが、今 回その一 つ 、ユ ニマックス h吠島市の

ショッピンダセンター ・サンモールに採用されました。

ワンタy チのボタン操作で、多数の座席を設置 - 収納

できるイス っき 観覧席ですから 、スペースの多目的利

用がグンと容易になりました 。この画期的な「移動観

覧席J l i 他に 、ユニ マックスと同様、ボタン操作で

ベンチタイ 71め座席を設置収納できるエレクトラノ f ンクJ

壁面から階段式の床を自由に出し入れできるパイル

プラットホ ーム、エ レクトラパンクの手動タイプである

マニュアルパンクの 4 システム。L 、ずれも管理面での

省力 化、経費節減に大幅に役立つ 合理的システムで丸

03379 ー 11雑誌


